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ま え が き 

 

技能実習制度は、技術移転を通じた「人づくり」のための制度として我が国の国際貢献に

おいて重要な役割を果たすことが期待されている制度である。しかし、現実には制度趣旨が

理解されず安価な労働力確保のための方策として使われているという側面は否定できない。

今後、技能実習制度が本来の制度趣旨を実現するためには、技能実習の現状を把握すること

が重要であると考えられる。 

そこで、当機構では、厚生労働省能力開発局海外協力課外国人研修推進室の要請に基づき、

本来の制度趣旨を踏まえた技術移転の状況がどのようになっているかを中心に技能実習の実

態把握を目的として、帰国技能実習生を対象として帰国後の技能実習制度のフォローアップ

調査を実施した。 

この調査シリーズは、上記の調査目的に則り、日本で 2 年以上の技能実習を経験して 2014

年 12 月までに帰国した中国、ベトナム、フィリピン、インドネシア、タイのアジア 5 カ国の

技能実習修了生を対象に行ったアンケート調査と海外現地インタビュー調査の結果を取りま

とめたものである。 

本書を作成するにあたって、アンケート調査ならびにインタビュー調査にご協力いただい

た技能実習修了生の皆様と配布や回収等にご協力いただきました技能実習制度の監理団体や

企業等の皆様にこの場を借りて厚くお礼を申し上げる。 
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第１章 調査の概要 
 

１ 調査趣旨 

 日本における外国人技能実習制度は、外国人の技能実習生が雇用関係の下で、最長 3 年の

期間で日本の産業・職業上の技能実習等を行うものであるが、受入れの方式には、①日本企

業等の海外の現地法人、合弁企業や取引先企業の職員を受け入れて技能実習を行う「企業単

独型」と、②商工会や事業協同組合等営利を目的としない団体（監理団体）が技能実習生を

受け入れ、会員等になっている企業（実習実施機関）で技能実習を実施する「団体監理型」

の 2 つのタイプがある。 

本調査は、この制度により 2 年以上日本に滞在して技能実習（技能実習 2 号1）を修了し帰

国した技能実習生を対象に、日本での技能習得状況や技能実習の環境、母国への帰国後の就

職状況や賃金の状況、日本で習得した技術、技能、知識等の活用状況などを把握し、技能実

習生の帰国後の実態を明らかにすることを目的に実施したものである。 

 

２ 調査名 

 帰国技能実習生フォローアップ調査(アンケート調査) 

 

３ 調査対象 

 この調査は、2014 年 10 月から 11 月までの 2 カ月間に技能実習 2 号を修了して帰国した

6,274 人の技能実習生を対象に実施した。帰国技能実習生の国籍は、技能実習生全体の 99％

以上を占める上位 5 カ国から選定を行い、中国、ベトナム、フィリピン、インドネシア、タ

イを対象国とした。 

  

４ 調査方法 

（１）厚生労働省から提供された名簿に基づき、調査対象者の所属する監理団体および企業

単独型受入れ企業に対し、対象人数分の母国語調査票を、国別人数を示したリストととも

に送付し、帰国技能実習生本人への配布を依頼した。 

（２）調査票は、調査対象者の母国語(中国語、ベトナム語、フィリピン語、インドネシア語、

タイ語）の 5 カ国語にそれぞれ翻訳した。 

（３）調査対象者へは、帰国後調査票に回答し、帰国日から１カ月以内に、母国から投函等

で（独）労働政策研究・研修機構に調査票を、郵送、FAX、E メール等の方法で返送する

                                            
1 技能実習制度では、入国 1 年目の技能実習を修了した技能実習生は技能検定基礎 2 級等に合格し、在留資格更

新許可をうけることで技能実習 2 号に移行し、さらに 2 年間の技能実習を継続することができる。この場合、

技能実習 1 号として実習を行った実習実施機関と同一の機関で、同一の技能等について習熟するための活動を

行う。 
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ことを依頼した。 

（４）回答は原則無記名であるが、同時に行う予定であったインタビュー調査への協力と対

応を求めていることから、任意での記名を依頼している。アンケート調査の回答形式は、

多肢選択方式（一部自由記入欄あり）によった。 

５ 調査項目 

調査項目は、（１）現在（帰国後）の状況として、技能実習の効果、帰国後の就職状況、（２）

技能実習期間中の状況として、賃金と契約内容、禁止事項の有無、困ったこと等の相談相手、

困ったこと等の有無、具体的に困ったことの内容、（３）来日前の就業状況や来日手続き等に

ついて、自由記入欄を含め 18 項目であった。（巻末＜付属＞の調査票を参照。） 

６ 調査時期 

（１）調査票の配布期間

2014 年 10 月 7 日から 10 日までの間に、対象者が所属する監理団体及び企業単独型受入れ

企業経由で配布した。  

（２）調査票の回収期間と方法

回収期間は、2014 年 10 月 14 日から 2015 年 2 月 24 日である。また、回収方法は、国際受

取人払いを含む郵送による回収が 571 通、E メールが 6 通（中国 5 通、フィリピン 1 通）、フ

ァックス 1 通（フィリピン）であった。 

７ 有効回答率 

2015 年 3 月 31 日時点での回答状況は、有効回答数が 578 票で、配布に対する回収率は 9.2％

であった。 

８ 対象国、配布数、回収数、回収率の内訳 

調査対象国と調査対象者、配布数と回収数、回収率の内訳は、表 I-1-1 のとおりであった。 

ところで、本アンケート調査は、当初 9 月以降帰国した技能実習生 10,846 人を対象に行う

ことを予定していたが、配布先名簿作成等の準備の関係から実際の配布が 10 月中旬となり、

調査対象者は 10 月下旬から 11 月に帰国した 6,274 名となった。 
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表 I-1-1 調査対象と回収状況（国別受入れタイプ別） 

（注）企業単独型タイ王国の配布と回収について、回収数が配布数を上回っているのは、

実習実施機関が調査実施時期からさかのぼり調査対象者への可能な限りの調査票配

布に協力してくれたことによる（タイ王国企業単独型の当初調査対象者は 21 名）。 

＜参考＞ 

公益財団法人国際研修協力機構（JITCO）が行った過去の「帰国技能実習生フォローアッ

プ調査」は、右記の URL から閲覧できる。http://www.jitco.or.jp/about/chousa_houkoku.html 

なお、本調査シリーズでの図表の記載順は、国際研修協力機構（JITCO）が過去に行った

調査の報告書の記載を参考としている。 

配布数 回収数 回収率（％）

企業単独型 224 53 23.7
　中華人民共和国 126 28 22.2
　ベトナム社会主義共和国 53 0 0.0
　フィリピン共和国 5 4 80.0
　インドネシア共和国 35 8 22.9

タイ王国 5 13 260.0
団体監理型 6,050           521 8.6
　中華人民共和国 4,265           366 8.6
　ベトナム社会主義共和国 708 26 3.7
　フィリピン共和国 528 62 11.7
　インドネシア共和国 429 53 12.4

タイ王国 120 14 11.7
受入れタイプ不明（中国3、フィリピン1） - 4 -
総計 6,274           578 9.2
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第２章 調査対象者のプロフィール 
 

１ 技能実習タイプ別回答状況 

技能実習タイプ別の回答者数は、「企業単独型」が 9.2％、「団体監理型」が 90.1％で、「団

体監理型」が多い（図 I-2-1）。 

国別では、「企業単独型」は、中国が 7.1％、フィリピンが 6.0％、インドネシア 13.1％、

タイが 48.1％であった。また、「団体監理型」は。中国が 92.2％、ベトナムが 100％、フィリ

ピンが 92.5％、インドネシアが 86.9％、タイが 51.9％であった。ファックスやメールでの返

送で、技能実習タイプが不明であった回答が 4 件あった（表 I-2-1）。 

いずれの国も「団体監理型」が多いが、タイは「企業単独型」の比率が他の国に比べて特

に高かった（図 I-2-2）。 

 

表 I-2-1 技能実習タイプ別回答状況(N=578) 

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

企業単独型 
28 0 4 8 13 53

7.1% 0.0% 6.0% 13.1% 48.1% 9.2%

団体監理型 
366 26 62 53 14 521

92.2% 100.0% 92.5% 86.9% 51.9% 90.1%

無回答 
3 0 1 0 0 4

0.8% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.7%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

注）表の上段の数値は回答数、下段の数値は列の数値に対する％。以下同じ。 

 

図 I-2-1 技能実習タイプ別回答状況(N=578) 

 

企業単独型

9.2%

団体監理型

90.1%

無回答

0.7%
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図 I-2-2 国別技能実習タイプ別回答状況 

（中国 n=397, ベトナム n=26, フィリピン n=67, インドネシア n=61, タイ n=27, 単位％） 

 

 

２．男女別回答状況 

 男女別回答状況を見ると、「男性」が 45.7％に対して、「女性」は 53.3％で、「女性」の方

がやや多い（図 I-2-3）。 

国別に見ると、中国は、「女性」が多いが、フィリピン、インドネシア、タイは「男性」

が多く、特にインドネシアは 9 割が「男性」であった。ベトナムは男女同数であった（表 I-2-2、

図 I-2-4）。 

  

表 I-2-2 男女別回答状況(N=578) 

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

男性 
143 13 38 55 15 264

36.0% 50.0% 56.7% 90.2% 55.6% 45.7%

女性 
249 13 28 6 12 308

62.7% 50.0% 41.8% 9.8% 44.4% 53.3%

無回答 
5 0 1 0 0 6

1.3% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 1.0%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

 

中国 ベトナム フィリピン

インドネシア タイ

企業単独, 
7.1%

団体監理, 
92.2%

無回答, 0.8%

団体監理, 
100.0%

企業単独, 
6.0%

団体監理, 
92.5%

無回答, 1.5%

企業単独, 
13.1%

団体監理, 
86.9%

企業単独, 
48.1%

団体監理, 
51.9%
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図 I-2-3 男女別回答状況(N=578） 

 

 

 

図 I-2-4 国別男女別回答状況 

（中国 n=397, ベトナム n=26, フィリピン n=67, インドネシア n=61, タイ n=27, 単位％） 

 
  

男性

45.7%

女性

53.3%

無回答

1.0%
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３．年齢別回答状況 

年齢別回答状況を見ると、「20 歳以上 25 歳以下」が 39.3％、「26 歳以上 30 歳以下」が 33.4％、

「31 歳以上」が 27.3％となっている（図 I-2-5）。 

国別に見ると、中国とベトナムは「20 歳以上 25 歳以下」の比率が高く、フィリピン、イ

ンドネシアは「26 歳以上 30 歳以下」の比率が高く、タイは「31 歳以上」の比率が高い（表

I-2-3、図 I-2-6）。 

 

表 I-2-3 年齢別回答状況(N=578) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

20 歳以上 25 歳以下 
174 13 9 23 8 227

43.8% 50.0% 13.4% 37.7% 29.6% 39.3%

26 歳以上 30 歳以下 
114 11 31 32 5 193

28.7% 42.3% 46.3% 52.5% 18.5% 33.4%

31 歳以上 
109 2 27 6 14 158

27.5% 7.7% 40.3% 9.8% 51.9% 27.3%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

 

図 I-2-5 年齢別回答状況(N=578) 
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図 I-2-6 国別年齢別回答状況 

（中国 n=397, ベトナム n=26, フィリピン n=67, インドネシア n=61, タイ n=27, 単位％) 

 
 

 

４．職種別回答状況 

職種別回答状況を見ると、「機械･金属製品製造」が 28.7％で最も多く、以下、「縫製・衣

服縫製」（16.4％）、「食料品製造」（11.6％）、「プラスチック成形等」（9.7％）などの順になっ

ている（図 I-2-7）。 

  

中国 ベトナム フィリピン
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27.5%
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50.0%

26～30歳, 
42.3%

31歳以上, 
7.7% 20～25歳, 

13.4%

26～30歳, 
46.3%

31歳以上, 
40.3%

20～25歳, 
37.7%

26～30歳, 
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31歳以上, 
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31歳以上, 
51.9%
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表 I-2-4 職種別回答状況 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

農業 
20 2 3 13 1 39

5.0% 7.7% 4.5% 21.3% 3.7% 6.7%

漁業 
17 0 0 1 0 18

4.3% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 3.1%

建設 
20 1 1 2 0 24

5.0% 3.8% 1.5% 3.3% 0.0% 4.2%

食料品製造 
54 0 13 0 0 67

13.6% 0.0% 19.4% 0.0% 0.0% 11.6%

縫製・衣服（縫製） 
81 7 6 0 1 95

20.4% 26.9% 9.0% 0.0% 3.7% 16.4%

機械・金属製品製造 
109 7 17 26 7 166

27.5% 26.9% 25.4% 42.6% 25.9% 28.7%

溶接 
25 4 11 9 3 52

6.3% 15.4% 16.4% 14.8% 11.1% 9.0%

プラスチック成形（強化
プラスチック成形含む） 

30 3 10 5 8 56

7.6% 11.5% 14.9% 8.2% 29.6% 9.7%

その他 
35 2 5 5 7 54

8.8% 7.7% 7.5% 8.2% 25.9% 9.3%

無回答 
6 0 1 0 0 7

1.5% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 1.2%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

国別にみると、中国は「機械・金属製品製造」（27.5％）、「縫製・衣服縫製」（20.4％）、ベ

トナムは「縫製・衣服（縫製）」（26.9％）、「機械・金属製品製造」（26.9％）、フィリピンは

「機械・金属製品製造」（25.4％）、「食料品製造」（19.4％）、インドネシアは「機械・金属製

品製造」（42.6％）、「農業」（21.3％）、タイは「プラスチック成形（強化プラスチック成形含

む）」（29.6％）、「機械・金属製品製造」（25.9％）、「その他」（25.9％）がそれぞれ多い結果と

なっている（表 I-2-4、図 I-2-8）。 
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図 I-2-7 職種別回答状況(N=578) 

 

 

図 I-2-8 国別職種別回答 

（中国 n=397, ベトナム n=26, フィリピン n=67, インドネシア n=61, タイ n=27, 単位％） 

 

 

また、「その他」についての具体的に記述のあった内容は以下のとおりであった。 

中国は、マージ生産販売 2 件、工業包装 4 件、圧鋳 1 件、塗装 3 件、噴霧塗装 4 件、紙工

3 件、製本 2 件、印刷 1 件、石材加工 1 件などであった。ベトナムは、製本 1 件、木工製作 1

件などであった。フィリピンは、梱包作業 2 件、電気めっき１件などであった。インドネシ

アは、金属塗装 1 件、整備士 3 件などであった。タイは、印刷 3 件などであった。 
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第３章 来日までの手続き 
 

１．来日前の技能実習生の状況 

（１）来日前の仕事 

 来日前の仕事を尋ねたところ、帰国技能実習生（有効回答 578）の全体では、「雇用されて

働いていた」が 83.6％と大半を占め、以下、「仕事はしていなかった」（8.7％）、「起業してい

た」（2.6％）などが多かった（図 I-3-1）。 

 

表 I-3-1 来日前の仕事(N=578) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

雇用されて働いていた 
362 15 53 32 21 483

91.2% 57.7% 79.1% 52.5% 77.8% 83.6%

起業していた 
8 1 0 5 1 15

2.0% 3.8% 0.0% 8.2% 3.7% 2.6%

仕事はしていなかった 
15 7 12 16 0 50

3.8% 26.9% 17.9% 26.2% 0.0% 8.7%

その他 
6 3 2 8 5 24

1.5% 11.5% 3.0% 13.1% 18.5% 4.2%

無回答 
6 0 0 0 0 6

1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

国別に見ると、中国は「雇用されて働いていた」（91.2％）、「仕事はしていなかった」（3.8％）、

ベトナムは「雇用されて働いていた」（57.7％）、「仕事はしていなかった」（26.9％）、フィリ

ピンは「雇用されて働いていた」（79.1％）、「仕事はしていなかった」（17.9％）、インドネシ

アは「雇用されて働いていた」（52.5％）、「仕事はしていなかった」（26.2％）、タイは「雇用

されて働いていた」（77.8％）、「その他」（18.5％）の順となっている（表 I-3-1、図 I-3-2）。 
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図 I-3-1 来日前の仕事(N=578) 

 

 

図 I-3-2 国別来日前の仕事 

（中国 n=397、ベトナム n=26、フィリピン n=67、インドネシア n=61、タイ n=27） 

 

 

また、「その他」で具体的に記述があったのは、ベトナムが専門学校で勉強中 1 件と日本

語を勉強中 1 件、インドネシアが学生 1 件、日本語研修 2 件、タイが学生 2 件であった。 
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（２）来日の目的 

技能実習生として来日した目的を、帰国技能実習生（有効回答 578）に複数回答で尋ねた

ところ、「お金を稼ぐため」が 74.2％で最も多く、以下、「技能の習得のため」（69.2％）、「日

本での生活を経験するため」（48.6％）、「日本語を勉強するため」（44.8％）「帰国後起業する

ため」（27.7％）などとなっている（図 I-3-3）。 

 

図 I-3-3 来日の目的(N=578、複数回答) 

 
 

来日の目的を国別に見ると、中国は「お金を稼ぐため」（73.8％）、「技能の習得のため」

（64.2％）、ベトナムは「お金を稼ぐため」（96.2％）、「技能の習得のため」（92.3％）、フィリ

ピンは「お金を稼ぐため」（82.1％）、「技能の習得のため」（65.7％）、インドネシアは「技能

の習得のため」（86.9％）、「日本での生活を経験するため」（67.2％）、タイは「技能の習得の

ため」（88.9％）、「お金を稼ぐため」（88.9％）などが多い（表 I-3-2、図 I-3-4）。 
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表 I-3-2 来日の目的(N=578、複数回答) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

技能の習得のため 
255 24 44 53 24 400

64.2% 92.3% 65.7% 86.9% 88.9% 69.2%

日本語を勉強するため
165 16 22 39 17 259

41.6% 61.5% 32.8% 63.9% 63.0% 44.8%

日本での生活を経験す
るため 

178 16 24 41 22 281

44.8% 61.5% 35.8% 67.2% 81.5% 48.6%

お金を稼ぐため 
293 25 55 32 24 429

73.8% 96.2% 82.1% 52.5% 88.9% 74.2%

帰国後起業するため 
90 10 20 36 4 160

22.7% 38.5% 29.9% 59.0% 14.8% 27.7%

その他 
5 2 4 1 2 14

1.3% 7.7% 6.0% 1.6% 7.4% 2.4%

無回答 
6 0 0 0 0 6

1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0%

合計 397 26 67 61 27 578
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図 I-3-4 国別来日の目的 

（中国 n=397、ベトナム n=26、フィリピン n=67、インドネシア n=61、タイ n=27、複数回答） 
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２．来日手続きについて 

（１）保証金契約の有無 

帰国技能実習生（有効回答 578）に、実習参加にあたり本人や親族から送出し機関や監理

団体が金品や不動産などを預かる保証金に関する契約の有無を聞いたところ、「保証金等契約

は締結しなかった」が 83.9％、「保証金等契約を締結した」が 14.7％であった（図 I-3-5）。 

 

表 I-3-3 保証金契約の有無(N=578) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

保証金等契約を締結
した 

48 6 12 13 6 85

12.1% 23.1% 17.9% 21.3% 22.2% 14.7%

保証金等契約は締結 
しなかった 

343 20 54 47 21 485

86.4% 76.9% 80.6% 77.0% 77.8% 83.9%

無回答 
6 0 1 1 0 8

1.5% 0.0% 1.5% 1.6% 0.0% 1.4%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

国別で「保証金等契約を締結した」という回答比率を見ると、中国は 12.1％、ベトナムは

23.1％、フィリピンは 17.9％、インドネシアは 21.3％、タイは 22.2％であった（表 I-3-3、

図 I-3-6）。 

 

図 I-3-5 保証金契約の有無(N=578) 
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図 I-3-6 国別保証金契約の有無 

（中国 n=397、ベトナム n=26、フィリピン n=67、インドネシア n=61、タイ n=27） 

 

 

（２）保証金等の徴収の有無 

 保証金等について、実際にその名目で金品を預けたかどうかを尋ねたところ、「保証金等を

預けた」が 11.6％、「預けていない」が 85.6％であった（図 I-3-7）。 

 

表 I-3-4 保証金等の徴収の有無(N=578) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

預けた 
38 6 5 11 7 67

9.6% 23.1% 7.5% 18.0% 25.9% 11.6%

預けていない 
347 20 62 46 20 495

87.4% 76.9% 92.5% 75.4% 74.1% 85.6%

無回答 
12 0 0 4 0 16

3.0% 0.0% 0.0% 6.6% 0.0% 2.8%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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「保証金等を預けた」という回答比率を国別に見ると、中国は 9.6％、ベトナムは 23.1％、

フィリピンは 7.5％、インドネシアは 18.0％、タイは 25.9％であった（表 I-3-4、図 I-3-8）。 

 

図 I-3-7 保証金等の徴収の有無(N=578) 

 

 

図 I-3-8 国別保証金等の徴収の有無 

（中国 n=397、ベトナム n=26、フィリピン n=67、インドネシア n=61、タイ n=27） 
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（３）保証金等を預けた者の返還状況 

 保証金等を預けた者（有効回答 67）の返還状況を尋ねたところ、「全部返還された」が 67.2％、

「一部返還された」が 10.4％、「全く返還されなかった」が 20.9％であった（図 I-3-9）。 

 

表 I-3-5 保証金等を預けた者の返還状況(N=67) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

全部返還された 
22 4 2 10 7 45

57.9% 66.7% 40.0% 90.9% 100.0% 67.2%

一部返還された 
5 1 0 1 0 7

13.2% 16.7% 0.0% 9.1% 0.0% 10.4%

全く返還されなかった 
10 1 3 0 0 14

26.3% 16.7% 60.0% 0.0% 0.0% 20.9%

無回答 
1 0 0 0 0 1

2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5%

合計 
38 6 5 11 7 67

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※｢保証金等を預けた」と回答した者。 

 

「全部返還された」という回答の比率を国別に見ると、中国は 57.9％、ベトナムは 66.7％、

フィリピンは 40.0％、インドネシアが 90.0％、タイが 100.0％であった（表 I-3-5、図 I-3-10）。 

 

 

図 I-3-9 保証金等を預けた者の返還状況(N=67) 

 
（注）「保証金を預けた」と回答した 67 人を対象。 

  

全部返還された

67.2%一部返還された

10.4%

全く返還されなかった

20.9%

無回答

1.5%
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図 I-3-10 国別保証金の返還状況 

（中国 n=38、ベトナム n=6、フィリピン n=5、インドネシア n=11、タイ n=7） 

（４）違約金契約を結んだかどうか

予定の技能実習を行えなかった場合の労働契約の不履行に係る違約金契約を結んだか

どうかを尋ねたところ、「違約金契約を結んだ」が7.3％、「違約金契約は結んでいない」が 

88.9％であった（図 I-3-11）。 

表 I-3-6 違約金契約を結んだかどうか(N=578) 

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

違約金契約を結んだ 
23 5 5 4 5 42

5.8% 19.2% 7.5% 6.6% 18.5% 7.3%

違約金契約は結んでいな
い 

359 21 58 56 20 514

90.4% 80.8% 86.6% 91.8% 74.1% 88.9%

無回答 
15 0 4 1 2 22

3.8% 0.0% 6.0% 1.6% 7.4% 3.8%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

中国 ベトナム フィリピン

インドネシア タイ

全部返還され

た, 57.9%

一部返還され

た, 13.2%

全く返還されな

かった, 26.3%

不明, 2.6%

全部返還され

た, 66.7%

一部返還され

た, 16.7%

全く返還されな

かった, 16.7%

全部返還され

た, 40.0%

全く返還されな

かった, 60.0%

全部返還され

た, 90.9%

一部返還され

た, 9.1%

全部返還され

た, 100.0%
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「違約金契約を結んだ」という回答を国別に見ると、中国が 5.8％、ベトナムが 19.2％、フ 

ィリピンが 7.5％、インドネシアが 6.6％、タイが 18.5％となっている（表 I-3-6、図 I-3-12）。 

図 I-3-11 違約金契約を結んだかどうか(N=578) 

図 I-3-12 国別違約金契約を結んだかどうか 

（中国 n=397、ベトナム n=26、フィリピン n=67、インドネシア n=61、タイ n=27） 

違約金契約を

結んだ

7.3%

違約金契約は

結んでいない 88.9%

無回答

3.8%

　中国 ベトナム フィリピン

インドネシア タイ

違約金契約を

結んだ, 5.8%

違約金契約は

結んでいない, 
90.4%

不明, 3.8% 違約金契約を

結んだ, 19.2%

違約金契約は
結んでいない, 

80.8%

違約金契約を

結んだ, 7.5%

違約金契約は

結んでいない, 
86.6%

不明, 6.0%

違約金契約を

結んだ, 6.6%

違約金契約は

結んでいない, 
91.8%

不明, 1.6%
違約金契約を

結んだ, 18.5%

違約金契約は

結んでいない, 
74.1%

不明, 7.4%
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第４章 日本での技能実習の状況 
 

１．技能実習の具体的状況 

（１）実習期間中の賃金支払い状況 

 技能実習中の賃金支払い状況を尋ねたところ、「契約どおり（又は契約より多く）支払われ

た」が 94.1％で、「契約とは異なり賃金は少なかった」は 2.8％、「講習手当や賃金について

事前に知らされていない」は 1.7％であった（図 I-4-1）。 

 

表 I-4-1 実習期間中の賃金支払い状況(N=578) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

契約どおり（又は契約より
多く）支払われた 

370 26 64 58 26 544

93.2% 100.0% 95.5% 95.1% 96.3% 94.1%

契約とは異なり賃金は少
なかった 

12 0 2 2 0 16

3.0% 0.0% 3.0% 3.3% 0.0% 2.8%

講習手当や賃金について
事前に知らされていない

9 0 0 0 1 10

2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 1.7%

無回答 
6 0 1 1 0 8

1.5% 0.0% 1.5% 1.6% 0.0% 1.4%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

国別に見ると、「契約どおり（又は契約より多く）支払われた」という回答の比率は、中

国が 93.2％、ベトナムが 100.0％、フィリピンが 95.5％、インドネシアが 95.1％、タイが 96.3％

で、ほとんどの場合、賃金が契約どおり（又は契約より多く）支払われている（表 I-4-1、

図 I-4-2）。 
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図 I-4-1 実習期間中の賃金支払い状況(N=578) 

 

 

図 I-4-2 国別実習期間中の賃金支払い状況 

（中国 n=397 ベトナム n=26 フィリピン n=67 インドネシア n=61 タイ n=27） 
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（２）実習期間中禁止されていたこと

 技能実習期間中に禁止されていた事項の有無を尋ねたところ、「なかった」という回答が

92.2％、無回答が 3.5％であった。 

禁止されていた事項を見ると、「携帯電話の使用を禁止された」（3.3％）、「技能実習生だけ

で外出することを禁止された」（1.0％）、「インターネットの使用を禁止された」（0.7％）な

どとなっている（図 I-4-3）。 

図 I-4-3 実習期間中禁止されていたこと(N=578、複数回答) 

 国別に技能実習期間中に禁止されていた事項の有無をみると、「なかった」という回答の比

率は、中国が 94.5％、ベトナムが 96.2％、フィリピンが 83.6％、インドネシアが 88.5％、タ

イが 85.2％などとなっている。

禁止事項を設けられたケースは全部で 38 件と少ないが、具体的な禁止事項とその数をみ

ると、中国は「携帯電話の使用を禁止された」（10 件）、「技能実習生だけで外出することを

禁止された」（4 件）、「インターネットの使用を禁止された」（2 件）、「パスポートを取り上げ

られた」（2 件）、「預金通帳を取り上げられた」（2 件）、「日本にいる知り合いの技能実習生へ

の電話、会うことが禁止された」（2 件）、ベトナムは「携帯電話の使用を禁止された」（1 件）、

フィリピンは「携帯電話の使用を禁止された」（4 件）、「日本にいる知り合いの技能実習生へ

の電話、会うことが禁止された」（2 件）、「母国語の新聞を読むことを禁止された」（1 件）、

インドネシアは「携帯電話の使用を禁止された」（1 件）、「インターネットの使用を禁止され

た」（1 件）、「技能実習生だけで外出することを禁止された」（1 件）、タイは「携帯電話の使

用を禁止された」（3 件）、「インターネットの使用を禁止された」（1 件）、「技能実習生だけで

外出することを禁止された」（1 件）という回答であった。（表 I-4-2） 

－26－ 

3.3%

1.0%

0.7%

0.7%

0.3%

0.3%

0.2%

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

携帯電話の使用を禁止された

技能実習生だけで外出することを禁止された

インターネットの使用を禁止された

知り合いの技能実習生に電話したり、会うことを禁止された

パスポートを取り上げられた

貯金通帳を取り上げられた

母国語の新聞を読むことを禁止された
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表 I-4-2 実習期間中禁止されていたこと(N=578、複数回答) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

携帯電話の使用を禁止
された 

10 1 4 1 3 19

2.5% 3.8% 6.0% 1.6% 11.1% 3.3%

インターネットの使用を
禁止された 

2 0 0 1 1 4

0.5% 0.0% 0.0% 1.6% 3.7% 0.7%

パスポートを取り上げら
れた 

2 0 0 0 0 2

0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%

貯金通帳を取り上げられ
た 

2 0 0 0 0 2

0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%

母国語の新聞を読むこと
を禁止された 

0 0 1 0 0 1

0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.2%

技能実習生だけで外出
することを禁止された 

4 0 0 1 1 6

1.0% 0.0% 0.0% 1.6% 3.7% 1.0%

日本にいる知り合いの技
能実習生に電話したり、

会うことを禁止された 

2 0 2 0 0 4

0.5% 0.0% 3.0% 0.0% 0.0% 0.7%

上記のようなことはなか
った 

375 25 56 54 23 533

94.5% 96.2% 83.6% 88.5% 85.2% 92.2%

無回答 
10 0 6 4 0 20

2.5% 0.0% 9.0% 6.6% 0.0% 3.5%

合計 397 26 67 61 27 578

 

（３）実習期間中の相談相手 

 実習期間中の相談相手は誰であったのかを複数回答で尋ねたところ、「技能実習機関の生活

指導員」が 62.5％で最も多く、以下、「監理団体の担当者」（44.3％）、「送出し機関」（29.6％）

などが多かった（図 I-4-4） 

 国別に見ると、中国は「技能実習機関の生活指導員」（71.5％）、「監理団体の担当者」

（47.4％）、ベトナムは「監理団体の担当者」（38.5％）、「技能実習機関の生活指導員」（26.9％）、

フィリピンは「技能実習機関の生活指導員」（43.3％）、「監理団体の担当者」（37.3％）、イン

ドネシアは「技能実習機関の生活指導員」（57.4％）、「監理団体の担当者」（23.0％）、タイは「監理

団体の担当者」（70.4％）、「送出し機関」（37.0％）などが多い（表 I-4-3）。 
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図 I-4-4 実習期間中の相談相手(N=578、複数回答) 

 

 

表 I-4-3 実習期間中の相談相手(N=578、複数回答) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

技能実習機関の生活指導
員 

284 7 29 35 6 361

71.5% 26.9% 43.3% 57.4% 22.2% 62.5%

ＪＩＴＣＯ母国語相談 
3 6 8 4 0 21

0.8% 23.1% 11.9% 6.6% 0.0% 3.6%

他の技能実習生 
128 6 10 5 4 153

32.2% 23.1% 14.9% 8.2% 14.8% 26.5%

監理団体の担当者 
188 10 25 14 19 256

47.4% 38.5% 37.3% 23.0% 70.4% 44.3%

送出し機関 
144 5 7 5 10 171

36.3% 19.2% 10.4% 8.2% 37.0% 29.6%

その他 
17 1 1 10 1 30

4.3% 3.8% 1.5% 16.4% 3.7% 5.2%

無回答 
3 0 2 1 0 6

0.8% 0.0% 3.0% 1.6% 0.0% 1.0%

合計 397 26 67 61 27 578
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また、「技能実習および生活に関して困ったことがあった時に、相談する相手」について、

「その他」として自由記載があったものは、中国が、両親 3 件、中国の家族 3 件、社長や職

場のリーダー3 件、職場の同僚 1 件、友達 1 件、ベトナムが、故郷の兄１件、インドネシア

が、会社のリーダー5 件、友達 3 件であった。 

 

（４）実習期間中の困ったことの有無 

実習期間中の困ったことがあったかどうかを尋ねたところ、「困ったことはあった」が

32.0％、「困ったことはなかった」が 67.3％であった（図 I-4-5）。 

 

表 I-4-4 実習期間中の困ったことの有無(N=578) 

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

困ったことはなかった 
268 20 53 33 15 389

67.5% 76.9% 79.1% 54.1% 55.6% 67.3%

困ったことはあった 
126 6 13 28 12 185

31.7% 23.1% 19.4% 45.9% 44.4% 32.0%

無回答 
3 0 1 0 0 4

0.8% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.7%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

国別に「困ったことはあった」という比率を見ると、中国が 31.7％、ベトナムが 23.1％、

フィリピンが 19.4％、インドネシアが 45.9％、タイが 44.4％であった（表 I-4-4、図 I-4-6）。 

 

図 I-4-5 実習期間中の困ったことの有無(N=578) 
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図 I-4-6 国別実習期間中の困ったことの有無 

（中国 n=397 ベトナム n=26 フィリピン n=67 インドネシア n=61 タイ n=27） 

 

 

（５）困ったことの具体的内容 

「実習期間中に困ったことはあった」と回答した者（有効回答 185）に対して、具体的な

内容を複数回答で尋ねたところ、「家族と離れて寂しかった」が 74.6％で最も多く、以下、「残

業が少ない」（21.6％）、「仕事が厳しい（きつい）」（18.9％）、「家賃が高い」（16.2％）などが

多かった（図 I-4-7）。 
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図 I-4-7 困ったことの具体的内容(N=185、複数回答) 

 
 

国別に見ると、中国は「家族と離れて寂しかった」（77.0％）、「残業が少ない」（21.4％）、

ベトナムが「家族と離れて寂しかった」（66.7％）、「残業が少ない」（50.0％）、フィリピンが

「家族と離れて寂しかった」（76.9％）、「家賃が高い」（23.1％）、インドネシアが「家族と離

れて寂しかった」（64.3％）、「有給休暇を取得できない」（39.3％）、タイが「家族と離れて寂

しかった」（75.0％）、「仕事が厳しい（きつい）」（33.3％）などの回答が多かった（表 I-4-5）。 
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表 I-4-5 困ったこと具体的内容(N=185、複数回答) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

仕事が厳しい(きつい） 
25 1 1 4 4 35

19.8% 16.7% 7.7% 14.3% 33.3% 18.9%

仕事が忙しすぎる 
5 0 0 2 1 8

4.0% 0.0% 0.0% 7.1% 8.3% 4.3%

仕事の分担が良くなかった
13 2 0 4 1 20

10.3% 33.3% 0.0% 14.3% 8.3% 10.8%

残業が多い 
4 0 0 1 0 5

3.2% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 2.7%

残業が少ない 
27 3 2 8 0 40

21.4% 50.0% 15.4% 28.6% 0.0% 21.6%

日本人から殴られた・暴力

を振るわれた 

2 0 0 1 0 3

1.6% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 1.6%

日本人から精神的に嫌がら

せを受けた 

10 0 0 3 2 15

7.9% 0.0% 0.0% 10.7% 16.7% 8.1%

賃金が少ない 
19 2 0 5 3 29

15.1% 33.3% 0.0% 17.9% 25.0% 15.7%

残業代が少ない 
12 2 1 4 0 19

9.5% 33.3% 7.7% 14.3% 0.0% 10.3%

有給休暇を取得できない 
11 0 1 11 0 23

8.7% 0.0% 7.7% 39.3% 0.0% 12.4%

家族と離れて寂しかった 
97 4 10 18 9 138

77.0% 66.7% 76.9% 64.3% 75.0% 74.6%

人との交流が泣く孤独であ

った 

15 1 0 2 0 18

11.9% 16.7% 0.0% 7.1% 0.0% 9.7%

住居が良くない 
10 1 0 7 2 20

7.9% 16.7% 0.0% 25.0% 16.7% 10.8%

家賃が高い 
18 1 3 7 1 30

14.3% 16.7% 23.1% 25.0% 8.3% 16.2%

交通ルールや規律がわか

らない 

3 0 0 0 0 3

2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6%

病院が分からない、病院に

行くことができない 

13 0 0 0 2 15

10.3% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 8.1%

無回答 
1 0 0 0 0 1

0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5%

合計 126 6 13 28 12 185

（注）「実習期間中に困ったことはあった」と有効回答した者の複数回答。  
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第５章 帰国後の状況 
 

１．日本での技能実習の効果 

（１）日本での技能実習は役立っているか 

 日本での技能実習が役立ったかどうかを尋ねたところ、「役に立った」という回答が 98.4％、

「役に立たなかった」が 1.0％であった（図 I-5-1）。 

 

表 I-5-1 日本での技能実習は役立っているか(N=578) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

役に立った 
388 26 67 61 27 569

97.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 98.4%

役に立たなかった 
6 0 0 0 0 6

1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0%

無回答 
3 0 0 0 0 3

0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

国別に見ると、中国は「役に立った」が 97.7％、ベトナム、フィリピン、インドネシア、

タイは「役に立った」がそれぞれ 100.0％であった。（表 I-5-1）。 

 

図 I-5-1 日本での技能実習は役立っているか(N=578) 

 

  

役に立った

98.4%
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（２）具体的にどのようなことが役に立ったのか 

具体的にどのようなことが役に立ったかを、日本での技能実習が役に立ったと回答した

569 人に複数回答できいたところ、「習得した技能」が 69.1％で最も多く、以下、「日本での

生活経験」（62.2％）、「日本語能力の修得」（60.8％）、「日本で貯めたお金」（59.4％）の順で

回答が多かった（図 I-5-2）。 

 

図 I-5-2 具体的にどのようなことが役に立ったのか(N=569、複数回答) 

 

 

国別に見ると、中国は「修得した技能」（64.2％）、「日本で貯めたお金」（61.3％）、ベトナ

ムは「修得した技能」（92.3％）、「仕事に対する意識」（76.9％）、「日本での生活経験」（76.9％）、

フィリピンは「修得した技能」（68.7％）、「日本での生活経験」（62.7％）、インドネシアが「日

本語能力の修得」（85.2％）、「修得した技能」（83.6％）、タイが「職場の規律」（92.6％）、「日

本語能力の修得」（88.9％）、「日本での生活経験」（88.9％）などとなっている（表 I-5-2）。 
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表 I-5-2 具体的にどのようなことが役に立ったのか(N=569、複数回答) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

修得した技能 
249 24 46 51 23 393

64.2% 92.3% 68.7% 83.6% 85.2% 69.1%

品質管理や生産管理の
方法 

153 5 30 19 14 221

39.4% 19.2% 44.8% 31.1% 51.9% 38.8%

仕事に対する意識 
204 20 39 42 17 322

52.6% 76.9% 58.2% 68.9% 63.0% 56.6%

職場の規律 
179 19 32 29 25 284

46.1% 73.1% 47.8% 47.5% 92.6% 49.9%

職場の安全対策 
119 16 22 36 19 212

30.7% 61.5% 32.8% 59.0% 70.4% 37.3%

会社の経営方法 
39 3 6 14 4 66

10.1% 11.5% 9.0% 23.0% 14.8% 11.6%

日本語能力の修得 
215 16 39 52 24 346

55.4% 61.5% 58.2% 85.2% 88.9% 60.8%

日本人との交流 
162 19 40 32 22 275

41.8% 73.1% 59.7% 52.5% 81.5% 48.3%

日本での生活経験 
218 20 42 50 24 354

56.2% 76.9% 62.7% 82.0% 88.9% 62.2%

日本で貯めたお金 
238 12 40 29 19 338

61.3% 46.2% 59.7% 47.5% 70.4% 59.4%

昇進した 
38 3 0 0 2 43

9.8% 11.5% 0.0% 0.0% 7.4% 7.6%

起業した 
14 4 11 7 4 40

3.6% 15.4% 16.4% 11.5% 14.8% 7.0%

無回答 
3 0 0 0 0 3

0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5%

合計 388 26 67 61 27 569
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２.帰国後の就業状況 

 帰国後の就業状況を見ると、「雇用されて働いている」が 36.7％で最も多く、以下、「仕事

を探している」（23.9％）、「雇用されて働くことが決まっている」（14.7％）、「起業している」

（13.5％）などが多い（図 I-5-3）。 

 

表 I-5-3 帰国後の就業状況(N=578) 

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

雇用されて働いている 
164 6 15 12 15 212

41.3% 23.1% 22.4% 19.7% 55.6% 36.7%

雇用されて働くことが
決まっている 

57 2 17 8 1 85

14.4% 7.7% 25.4% 13.1% 3.7% 14.7%

起業している 
52 2 11 11 2 78

13.1% 7.7% 16.4% 18.0% 7.4% 13.5%

進学している 
6 1 1 1 0 9

1.5% 3.8% 1.5% 1.6% 0.0% 1.6%

仕事を探している 
77 13 19 22 7 138

19.4% 50.0% 28.4% 36.1% 25.9% 23.9%

何もしていない 
23 0 2 3 1 29

5.8% 0.0% 3.0% 4.9% 3.7% 5.0%

その他 
10 2 2 4 1 19

2.5% 7.7% 3.0% 6.6% 3.7% 3.3%

無回答 
8 0 0 0 0 8

2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4%

合計 
397 26 67 61 27 578

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

 

国別に見ると、中国は「雇用されて働いている」（41.3％）、「仕事を探している」（19.4％）、

ベトナムが「仕事を探している」（50.0％）、「雇用されて働いている」（23.1％）、フィリ  

ピンが「仕事を探している」（28.4％）、「雇用されて働くことが決まっている」（25.4％）、

インドネシアが「仕事を探している」（36.1％）、「雇用されて働いている」（19.7％）、タイが

「雇用されて働いている」（55.6％）、「仕事を探している」（25.9％）などが多い（表 I-5-3、

図 I-5-4）。 
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図 I-5-3 帰国後の就業状況(N=578) 

 

 

図 I-5-4 国別帰国後の就業状況 

（中国 n=397  ベトナム n=26  フィリピン n=67  インドネシア n=61  タイ n=27） 

 

 

監理タイプ別でみると、「企業単独型」では、「雇用されて働いている」が 79.2％で最も多

く 8 割近い帰国実習生は雇用されてはいるが、「団体監理型」は 32.4％で三分の一程度の帰

国実習生にとどまっている。また、「団体監理型」では「仕事を探している」と 25.3％が回

答しており、「企業単独型」の 9.4％を上回っている。（図 I-5-5）。 
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図 I-5-5 監理タイプ別帰国後の就業状況 

 企業単独型（n=53）     団体監理型（n=521） 

 
 

３.帰国後の仕事の内容 

 帰国後、「雇用されて働いている」「雇用されて働くことが決まっている」「起業している」

と回答した技能実習生（有効回答 375）の帰国後の仕事の内容を見ると、「実習で行った仕事

と同じ仕事」（56.5％）が最も多く、以下「実習と同じ仕事ではないが同種の仕事」（18.7％）、

「実習で行った仕事と異なる仕事」（14.4％）などとなっている（図 I-5-6）。 

 

表 I-5-3 帰国後の仕事の内容(N=375) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

実習で行った仕事と同じ
仕事 

162 2 21 11 16 212

59.3% 20.0% 48.8% 35.5% 88.9% 56.5%

実習と同じ仕事ではな
いが同種の仕事 

54 4 6 5 1 70

19.8% 40.0% 14.0% 16.1% 5.6% 18.7%

実習で行った仕事と異
なる仕事 

31 3 10 9 1 54

11.4% 30.0% 23.3% 29.0% 5.6% 14.4%

無回答 
26 1 6 6 0 39

9.5% 10.0% 14.0% 19.4% 0.0% 10.4%

合計 
273 10 43 31 18 375

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※帰国後に「雇用されて働いている」「雇用されて働くことが決まっている」「起業している」と回答した者。 

 

国別に見ると、中国は「実習で行った仕事と同じ仕事」（59.3％）、「実習と同じ仕事ではな

いが同種の仕事」（19.8％）、ベトナムは「実習と同じ仕事ではないが同種の仕事」（40.0％）、
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「実習で行った仕事と異なる仕事」（30.0％）、フィリピンは「実習で行った仕事と同じ仕事」

（48.8％）、「実習で行った仕事と異なる仕事」（23.3％）、インドネシアが「実習で行った仕

事と同じ仕事」（35.5％）、「実習で行った仕事と異なる仕事」（29.0％）、タイが「実習で行っ

た仕事と同じ仕事」（88.9％）などが多い（表 I-5-3、図 I-5-7）。 

 

図 I-5-6 帰国後の仕事の内容(N=375) 

 
 

 

図 I-5-7 国別帰国後の仕事の内容 

（中国 n=273 ベトナム n=10 フィリピン n=43 インドネシア n=31 タイ n=18） 
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４.帰国後の勤務先属性 

 帰国後、「雇用されて働いている」「雇用されて働くことが決まっている」「起業している」

と回答した技能実習生（有効回答 375）の帰国後勤務先企業の属性は、「日本の企業」が 27.7％、

「日本の企業以外の企業」が 55.7％であった（図 I-5-8）。 

 

表 I-5-4 帰国後の勤務先属性(N=375) 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

日本の企業 
53 2 18 16 15 104

19.4% 20.0% 41.9% 51.6% 83.3% 27.7%

それ以外 
177 6 14 10 2 209

64.8% 60.0% 32.6% 32.3% 11.1% 55.7%

無回答 
43 2 11 5 1 62

15.8% 20.0% 25.6% 16.1% 5.6% 16.5%

合計 
273 10 43 31 18 375

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※帰国後に「雇用されて働いている」「雇用されて働くことが決まっている」「起業している」と回答した者。 

 

国別に見ると、「日本の企業」の比率は、中国が 19.4％、ベトナムは 20.0％、フィリピン

が 41.9％、インドネシアが 51.6％、タイが 83.3％で、タイ、インドネシア、フィリピンでは

帰国後に日本の企業に勤務している実習生の比率が高い（表 I-5-4、図 I-5-9）。 

 

図 I-5-8 帰国後の勤務先属性(N=375) 
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図 I-5-9 国別帰国後の勤務先の属性 

（中国 n=273 ベトナム n=10 フィリピン n=43 インドネシア n=31 タイ n=18） 

 
 

監理タイプ別にみると、「企業単独型」は「日本の企業」が 89.4％で、「団体監理型」は、

日本企業以外の「それ以外」が 62.4％で多い（図 I-5-9）。 

 

図 I-5-9 管理タイプ別帰国後の勤務先の属性 

 企業単独型（n=47）       団体監理型(n=327) 
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それ以外, 
64.8%

無回答, 
15.8% 日本の

企業, 20.0%

それ以外, 
60.0%

無回答, 
20.0%

日本の企業, 
41.9%

それ以外, 
32.6%

無回答, 
25.6%

日本の企業, 
51.6%それ以外, 

32.3%

無回答, 
16.1%

日本の企業

19.0%

それ以外

62.4%

無回答

18.7%

日本の企業

89.4%
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５．帰国後の賃金水準 

 帰国後の賃金水準を見ると、「来日前より上がった」が 72.0％で最も多く、以下、「来日前

と同じ」（8.3％）、「来日前より下がった」（5.1％）などとなっている（図 I-5-10）。 

  

表 I-5-5 帰国後の賃金水準(N=375) 

 中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

来日前より上がった 
213 5 23 14 15 270

78.0% 50.0% 53.5% 45.2% 83.3% 72.0%

来日前と同じ 
17 0 5 9 0 31

6.2% 0.0% 11.6% 29.0% 0.0% 8.3%

来日前より下がった 
10 3 6 0 0 19

3.7% 30.0% 14.0% 0.0% 0.0% 5.1%

来日前は働いていな
かった 

2 1 3 1 1 8

0.7% 10.0% 7.0% 3.2% 5.6% 2.1%

無回答 
31 1 6 7 2 47

11.4% 10.0% 14.0% 22.6% 11.1% 12.5%

合計 
273 10 43 31 18 375

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※帰国後に「雇用されて働いている」「雇用されて働くことが決まっている」「起業している」と回答した者。 

 

国別に見ると、中国は「来日前より上がった」（78.0％）、「来日前と同じ」（6.2％）、ベト

ナムは「来日前より上がった」（50.0％）、「来日前より下がった」（30.0％）、フィリピンは「来

日前より上がった」（53.5％）、「来日前より下がった」（14.0％）、インドネシアは「来日前よ

り上がった」（45.2％）、「来日前と同じ」（29.0％）、タイが「来日前より上がった」（83.3％）

であった（表 I-5-5、図 I-5-11）。 
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図 I-5-10 帰国後の賃金水準(N=375) 

 
 

 

図 I-5-11 国別帰国後の賃金水準 

（中国 n=273 ベトナム n=10 フィリピン n=43 インドネシア n=31 タイ n=18） 
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６．帰国後の予定や希望 

 帰国後の就業状態が「何もしていない」「その他」と回答した技能実習生（有効回答 48）

に対して、帰国後の予定や希望を尋ねたところ、「予定や希望はある」と回答した者が 85.4％

であったのに対して、「予定や希望はない」と回答した者は 12.5％であった（図 I-5-12）。 

 

表 I-5-6 帰国後の予定や希望(有効回答数 N=48) 

（中国ｎ=33、ベトナム n=2、フィリピン n=4、インドネシア n=7、タイ n=2） 

  中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

予定や希望はない 
6 0 0 0 0 6

18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5%

予定や希望はある 
26 2 4 7 2 41

78.8% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 85.4%

無回答 
1 0 0 0 0 1

3.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1%

合計 
33 2 4 7 2 48

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※帰国後に「何もしていない」「その他」と回答した者。 

 

国別に見ると、中国は「予定や希望はある」が 78.8％、「予定や希望はない」が 18.2％で

あったが、他のベトナム、フィリピン、インドネシア、タイは「予定や希望はある」という

回答が 100.0％であった（表 I-5-6）。 

 

図 I-5-12 帰国後の予定や希望(有効回答数 N=48) 

 

  

予定や希望はない
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７．「予定や希望がある」と回答した者の具体的希望 

 「予定や希望がある」と回答した技能実習生（有効回答 41）に対して、具体的希望内容を

尋ねたところ、「起業すること」が 34.1％で最も多く、以下、「雇用されて働くこと」（31.7％）、

「その他」（19.5％）などが多かった（図 I-5-13）。 

表 I-5-7 予定や希望があると回答したものの具体的希望(N=41) 

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計 

雇用されて働くこと 
9 1 1 2 0 13

34.6% 50.0% 25.0% 28.6% 0.0% 31.7%

起業すること 
9 0 3 2 0 14

34.6% 0.0% 75.0% 28.6% 0.0% 34.1%

進学すること 
3 0 0 1 0 4

11.5% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 9.8%

その他 
4 1 0 1 2 8

15.4% 50.0% 0.0% 14.3% 100.0% 19.5%

無回答 
1 0 0 1 0 2

3.8% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 4.9%

合計 
26 2 4 7 2 41

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

（注）帰国後に「何もしていない」「その他」と回答した者の内、仕事や進路等について今後の｢予定や希望はあ

る」と回答した者。 

国別に見ると、中国は「雇用されて働くこと」（34.6％）、「起業すること」（34.6％）、ベト

ナムは「雇用されて働くこと」（50.0％）、「その他」（50.0％）、フィリピンは「起業すること」

（75.0％）、「雇用されて働くこと」（25.0％）、インドネシアは「雇用されて働くこと」（28.6％）、

「起業すること」（28.6％）、タイは「その他」（100.0％）が多かった（表 I-5-7、図 I-5-14）。 

  また、「その他」と回答した技能実習生のうち、具体的な記述があったものは、中国の「再

入国の条件に適合できるようになるのを待ちながら、再入国の申請をしたい」「日本にもう一

度行き、学習を継続して深めていきたい」、ベトナムの「日本に戻してほしい」「適切な仕事

を探している」、インドネシアの「日本に戻って働く」「また日本で働きたい」「自分で農業を

経営したい」、タイの「徴兵に行く」「時機を待ってから自分の好きな仕事を見つける」「求職

中」などの内容であった。 
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図 I-5-13 予定や希望があると回答したものの具体的希望 (N=41) 

 

 

図 I-5-14 国別にみた帰国後の具体的希望 

（中国 n=26 ベトナム n=2 フィリピン n=4 インドネシア n=7 タイ n=2） 
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第６章 自由記述欄 

技能実習全般について意見や感想について、母国語による記入欄を設けたところ、中国は

42 件、ベトナムは 3 件、フィリピンは 11 件、インドネシアは 21 件、タイは 4 件の合計 

81件の記入があった。 

 記入の内容は、技能実習生個人が複数の意見を持っていることを前提として、技能実習を

前向きに評価している意見が 50 件、改善についての意見が 25 件、要望に関する意見が 14

件に分類される。 

前向きな意見としては、「また日本に行きたい、働きたい」「日本での生活や仕事を通じて

学ぶことが出来た」「日本の文化や日本人の国民性に触れることが出来てよかった」「技能実

習に参加できてよかった、有難う」などであった。 

一方、改善については、「賃金が少ない」「仕事がつらい」「作業環境を良くしてほしい」

といった労働条件や作業環境にたいする内容、「日本語が難しい」「日本人が嫌いになった」

など環境や文化の違いに対する内容、「保証金の内訳がわからない」「説明なく書類に署名さ

せられた」といった保証金手続きに関する内容であった。 

また、要望については、単独での記入と肯定的意見や否定的意見に加えて記入されている

ものがあり、その内容は、「受入れ企業や条件についての事前説明不足を改善してほしい」「監

理団体は技能実習生との面談機会をしっかりもってほしい」、「事前研修や技能実習の内容を

しっかり伝えてほしい」、「実習期間を延ばしてほしい」、「帰国後の就労の道を開いてほしい」

などであった。 
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第Ⅱ部

帰国技能実習生フォローアップ調査
（インタビュー調査結果：中国、ベトナム、フィリピン、

 　　　　　　　インドネシア、タイ）
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第７章 調査の概要 
 

１．調査趣旨 

 日本で 2 年以上の技能実習を終え帰国した技能実習生に対して、技能実習と技能習得の状

況、帰国後の就職状況、職位の変化、日本で習得した技術、技能、知識の活用状況について

把握することを目的に、2014 年 10 月から 2015 年 2 月の期間でアンケート調査を実施した。

アンケート調査では、総計 578 票の有効回答を得ることができたが、本調査研究ではアンケ

ート調査で有効回答を行った者の中からインタビュー調査に協力してもよいと回答した帰国

技能実習生のうち、調査日程や調査地域等の関係で対応可能な者についてインタビューを行

った。 

 

２．調査名 

 帰国技能実習生フォローアップ調査（インタビュー調査） 

 

３．調査対象 

（１）調査対象国 

 アンケート調査を行った中国、ベトナム、インドネシア、フィリピン、タイの 5 か国。 

 

（２）調査対象者 

 アンケート調査でインタビュー調査への協力を承諾した帰国技能実習生に対して、日本か

ら再度電話で依頼を行い、協力への承諾を確約した調査対象各国の合計 41 名を対象とした。

国別の人数内訳は以下の通りである。 

  中国（①大連、瀋陽、威海、済南、泰安、済寧、北京等各都市 9 名、②鎮江、泰州、蘇

州、上海等各都市 10 名）19 名 

ベトナム（ハノイ 3 名 ホーチミン 5 名）8 名 

  フィリピン（セブ島）5 名 

  インドネシア（バンドン）3 名 

  タイ（ナコーンラチャシマー県、ウドンタニ県等）6 名 

 

４.調査期間 

下記の調査期間で現地インタビュー調査を行った。 

（１）中国 ①2015 年 3 月 4 日（水）から 13 日（金）の 10 日間 

      ②2015 年 3 月 15 日（日）から 21 日（土）の 7 日間 

（２）ベトナム 2015 年 3 月 23 日（月）から 29 日（日）の 7 日間 

（３）フィリピン 2015 年 3 月 6 日（金）から 9 日（月）の 4 日間 
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（４）インドネシア 2015 年 3 月 21 日（土）から 26 日（木）の 6 日間 

（５）タイ 2015 年 3 月 12 日（水）から 17 日（火）の 6 日間 

 

５．調査の方法 

調査方法は、原則的に対面インタビュー形式で行い、原稿作成にあたり、必要に応じて電

話インタビュー等による補足を行った。具体的方法は以下の通りであった。 

（１）インタビュー形式は、原則的に 1 名ずつの対面により行った。 

（２）インタビューの言語は、通訳を介して対応者の母国語で行った。 

（３）インタビュー時間は、１時間から１時間 30 分程度。 

(４）インタビューの実施場所は、各対象国にインタビュー実施者が出向き、各国の調査

対象者が所在する都市の指定の場所に、インタビュー対応者に来所を願うか、インタビ

ュー実施者が対応者の指定する場所（企業や工業団地等）に出向いた。インタビューの

実施場所の選定は、インタビュー対応者と電話連絡等を行い、事前に相談して決めた。 

（５）インタビュー対応者には謝礼を贈呈した。 
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第８章 インタビュー調査結果の概要 
 

１．インタビュー対象者の属性 

（１）インタビュー対象者の出身国 

出身国は、中国、ベトナム、フィリピン、インドネシア、タイの 5 カ国であった。各国内

の出身地は、中国は、遼寧省の大連と瀋陽の各都市、山東省の威海、済南、泰安、済寧の各

都市、浙江省の鎮江、泰州、蘇州の各都市、北京市、上海市の各地域、ベトナムはハノイと

ホーチミン、フィリピンはセブ島、インドネシアはバンドン、タイはウドンタニ県とナコー

ンラチャシマー県であった。 

 

（２）年齢 

 インタビュー対象者の年齢構成は、22 歳から 43 歳までで、年齢階層でみると、各国とも

21 歳から 25 歳、26 歳から 30 歳の階層が過半数を超えて多かった（表 II-8-1）。 

 

表 II-8-1 国別年齢別内訳（単位：人） 

 

 

（３）性別 

 インタビュー対象者の性別構成は、男性が 23 人、女性が 18 人。国別では、中国は女性が

多く、それ以外の国ではタイを除き、男性が多かった（表 II-8-2）。 

 

表 II-8-2 国別性別内訳(単位：人) 

 
 

（４）学歴 

インタビュー対象者の学歴構成は、中学卒は 8 人、中等職業専門学校卒は 5 人、高校卒は

18 人、技術系短大卒(高卒程度)は 2 人、工業等専門短大卒は 6 人、大学卒は 1 人、不明が 1

人であった。 

中国は、中学卒が 8 人、中等職業専門学校卒が 5 人と中卒レベルの実習生が多く、それ以

外の国は、高校卒が最も多かった。ベトナム、インドネシア、タイでは大卒・短大卒レベル

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計
21歳～25歳 9 5 1 2 1 18
26歳～30歳 2 3 2 1 3 11
31歳～40歳 6 0 1 0 2 9
41歳以上 2 0 1 0 0 3

合計 19 8 5 3 6 41

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計
男性 9 5 3 3 3 23
女性 10 3 2 0 3 18

合計 19 8 5 3 6 41
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の実習生も複数いた（表 II-8-3）。 

 

表 II-8-3 国別学歴別内訳(単位：人) 

 

 

（５）技能実習タイプと業種 

①技能実習タイプ 

技能実習生の入国形態は、団体監理型と企業単独型の 2 つのタイプに分けられるが、今回

のインタビュー対象者は、団体監理型が 31 人、企業単独型が 10 人であった。国別では、中

国は、団体管理型が 14 人、企業単独型が 5 人、ベトナムは団体監理型が 8 人、フィリピンは

団体監理型が 3 人、企業単独型が 2 人、インドネシアは団体監理型が 2 人、企業単独型が 1

人、タイは団体監理型が 4 人、企業単独型が 2 人であった(表 II-8-4)。 

 

表 II-8-4 国別技能実習タイプ別内訳(単位：人) 

 

 

②業種 

インタビュー対象者の実習業種は、機械・金属製品製造が 23 人と最も多かった。それ以

外では、農業が 1 人、建設業が 4 人、食料品製造が 1 人、繊維・衣服（縫製）が 7 人、その

他が 5 人であった（表 II-8-5）。 

  

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計

中学卒 8 0 0 0 0 8

中等職業専門学校卒 5 0 0 0 0 5

高校卒 4 3 5 2 4 18

技術系短大卒(高校卒程度） 2 0 0 0 0 2

工業等専門短大卒 0 4 0 0 2 6

大学卒 0 0 0 1 0 1

不明 0 1 0 0 0 1

合計 19 8 5 3 6 41

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計

団体監理型 14 8 3 2 4 31

企業単独型 5 0 2 1 2 10

合計 19 8 5 3 6 41
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表 II-8-5 国別業種別内訳(単位：人) 

 
 

２．技能実習前の経歴 

 技能実習に参加するためには一定の職務経験が要求されるが、今回のインタビューの結果

から、技術系短大などを卒業し、短期間大学内の施設で工業技術の訓練を受けて技能実習に

参加申請した者や未就職の状態で技能実習に参加しているケースもあった。 

 

（１）職歴あり 

 41 人のインタビュー対象者の中で、技能実習参加前に職歴のある者は 38 人であった。 

それぞれ国別に直前の職歴について聞いた結果は以下のとおり。 

中国では、電気機器、電子機器、船舶用鋳造製品、おもちゃを含む製造など機械金属製造

が 10 人、検品や保全が 2 人、鉄骨加工など建築が 3 人、紡績や繊維が 2 人、塗装、販売が各

1 人の合計 19 人であった。 

ベトナムは、機械金属製造が 2 人、木材加工が 1 人、プラスティック成形が 1 人、縫製が

1 人、経理が 1 人の合計 6 人で、そのうち 2 人は台湾系企業に勤務していた。 

 フィリピンは、縫製が 2 人と家具製造、塗装業、音楽ミキサーが各 1 人の合計 5 人であっ

た。 

 インドネシアは、業種はわからないが日系企業の契約社員、二輪車部品製造が各 1 人の合

計 2 人であった。 

 タイは、自動車部品メーカー勤務が 2 人、コンピュータ部品メーカー勤務、ファーストフ

ード店員、空港勤務、紳士・婦人服販売が各 1 人の合計 6 人であった。 

 

（２）職歴なし 

技能実習参加前に職歴のない者は 3 人であった。インドネシアの高卒後未就職で技能実習

に参加した者とベトナムの高卒後、就職促進センターで 1 ヵ月の研修を受けた後に技能実習

に参加した者、工業短大卒後短い研修を大学で受けた後に技能実習に参加した者合計 3 人で

ある。 

中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ 合計

農業 0 0 0 0 1 1

建設業 3 0 1 0 0 4

食料品製造 1 0 0 0 0 1

繊維・衣服（縫製） 2 3 2 0 0 7

機械・金属製品製造 11 5 0 3 4 23

プラスティック成形等 0 0 0 0 0 0

その他 2 0 3 0 0 5

合計 19 8 6 3 5 41
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３．技能実習参加の動機 

 インタビュー対象者に技能実習への参加の動機を聞いたところ、半数以上が「収入のため」

と答えた。「収入のため」以外では、日本人の仕事の仕方を学びたい、自分自身の視野を広げ

たい、生活を経験してみたいなど「日本での経験」のためという回答が多かった。また、日

本語が学びたかった、日本を知りたかったなど「日本への関心」の高さについての回答も多

かった（表 II-8-6）。  

 

表 II-8-6 技能実習参加の動機 

 

 

４．技能実習参加の手続き 

技能実習制度では、技能実習の参加には企業単独型と団体監理型の 2 つのタイプがある。

インタビュー対象者が技能実習に参加するまでの経緯について聞いたところ、企業単独型で

の参加の場合は、企業内での公募や職場の推薦による参加がほとんどであった。 

国名
事例
No.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加の動機

中国 1 日本文化が好き、旅行しながらお金を稼げる。
2 日本に友人が多い。国民性への憧れ、お金を稼げる。
3 お金を稼ぎたかった。親戚や友人が日本にいたから。
4 お金を稼ぎたかった。友人の誘い。
5 結婚資金を稼ぐため。
6 お金を稼ぐため。日本に行って視野を広げたかった。
7 お金を稼ぐため。海外に行きたかった。
8 日本が好きだから。お金を稼ぐため。
9 周囲に日本人が多かったこともあり、長年勤務した仕事をやめようと思ったとき、日本に行くことを思いついた。
10 日本の方が稼げるから。日本に関心があった。
11 日本の方が稼げると思ったから。
12 日本の方が稼げると思ったから。
13 お金を稼ぐため。日本での経験が役立つと思った。
14 技術、日本語力、管理能力を高めたい。日本での生活を経験してみたい。
15 技能を高め、視野を広げたかった。
16 生活条件を良くするため。
17 技能を高め視野を広げたかった。
18 日本に親戚がいる。日本の管理の仕方や設備を勉強したかった。
19 管理の方法や設備が進んでいるので勉強したかった。

ベトナム 1 家族のために貯金をしたかった。日本を知りたかった。
2 日本の厳しい仕事の仕方を学びたかった。
3 日本人の仕事の仕方、日本語が学びたかった。周囲に日本に関心の高い人が多かった。
4 家族のためにお金を稼ぎたかった。日本語の勉強のため。
5 日本が好き。機械の勉強しながら仕事がしたかった。日本に行ってみたかった。
6 お金を稼ぎたかった。
7 お金を稼ぐため。韓国より日本の方が条件が良かったから。
8 友達が日本に行きたいというので一緒に行ってあげた。

フィリピン 1 家族、収入、日本人は仕事の指導が丁寧。
2 収入、家族のため。
3 収入、家族のため新しいことを学ぶ、仕事の仕方を身に着ける。
4 社内に技能実習送り出し制度（日本の親会社）があった。
5 社内に技能実習送り出し制度（日本の親会社）があった。

インドネシア 1 社内に技能実習送り出し制度（日本の親会社）があった。
2 身内に帰国技能実習生がいたこと、就業先の一つとして技能実習を選択した。
3 収入を得るため。帰国技能実習生の経験を聞いて。

タイ 1 収入を得るため。技能修得のため、タイの労働局で募集広告を見たので。
2 社内に技能実習送出し制度（日本の親会社）があった。
3 社内に技能実習送出し制度（日本の親会社）があった。
4 日本で就労できるという触れ込みの日本語学校に通学。
5 海外で働きたかった。帰国技能実習生から話を聞いて。
6 収入を得るため。日本語学習の機会のため。
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また、団体監理型の場合、送り出し各国の政府窓口機関の傘下にある労務輸出組織が技能

実習生を選別し、日本への送り出し手続きを行うことになっているが、インタビュー結果か

らわかった具体的手続きは、労務輸出組織に申込み、日本の受入団体の選抜を受け、合格し

た場合に事前研修を国内で受けて、日本への入国後実施機関に振り分けられるまで研修を受

けるというのが基本パターンのようである。 

国別でみると、中国の場合は、送出し機関への申込み申請をする前に、地元のコンサルタ

ント会社などに申込みを行っているケースが多い。地元のコンサルタント会社は、送出し機

関の系列や子会社、単独の会社などである。技能実習生にとって技能実習の入口となってい

るのが、この地元コンサルタント会社である。中国以外の国の場合は、送出し機関に直接申

し込みをしているケースがほとんどであった。 

 研修については、ほとんどの実習生が日本への渡航前に出身国内で事前研修を受けていた。

その内容は日本語研修である。期間や内容については合宿形式や通学での終日の座学、就業

後の夜間など様々である。また、日本へ入国後、日本での生活について研修を受けている。

期間や内容は様々であり、実施機関で円滑な実習が行えるようにするためのオリエンテーシ

ョンとなっている。 

 研修に関する自由意見として、実際生活に役に立つ日本語研修をしてほしいという要望が

数件あった。 

 保証金や違約金について、受入国側の日本のガイドラインでは、技能実習を仲介する団体

等は保証金や違約金をとってはいけないことになっているが、団体監理型では研修費などの

実費の名目で、日本円で 10 万円から 60 万円の費用を支払っている技能実習生がほとんどで

あった。多くの場合は支払った費用の内訳は不明であったが、違約金として支払っていたケ

ースが数件あった（表 II-8-7）。 
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表 II-8-7 技能実習参加までの手続き一覧 

 
 

５．技能実習での具体的仕事内容 

 インタビュー対象者に技能実習での具体的仕事内容についてきいたところ、企業単独型の

場合は、業種は実習機関が同じ日系の親会社や系列会社であるので母国での業種と同じであ

った。また、仕事内容も母国での仕事内容と同様か延長線上にある仕事内容であった。たと

えば、「1 年目を主に勉強のために過ごした」（事例 C15、C16）、「2 年間は母国での仕事内容

と同じ仕事を行っていたが、帰国後現場からオフィスでの設計等の仕事に変わった」（事例

C18、C19）などのコメントから、技能実習が教育訓練機会としての内容を含んでいたと考え

られる。 

 団体監理型の場合では、31 人中 13 人が 3 年間を通じて同じ仕事であったが、その他の者

は、ある期間で仕事内容を変えていた。仕事内容が変わった場合、実習カリキュラムがしっ

かり組まれローテーションで仕事を変わった者もいるが、その他の要因による現場の要員配

国名
事例

No.
送出しプロセス 事前研修 入国後研修

保証金等(「支
払った」は○）

1 地元コンサル→送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

2 地元コンサル→送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

3 地元コンサル→送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

4 地元コンサル→送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

5 地元コンサル→送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

6 送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

7 地元コンサル→送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

8 地元コンサル→送出し機関１→送出し機関2→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

9 地元コンサル→送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

10 送出し機関子会社→送出し機関→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

11 送出し機関子会社→送出し機関→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

12 送出し機関子会社→送出し機関→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

13 日本の監理団体→中国送出し機関→日本の監理団体→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

14 企業内選抜→日本の監理団体→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

15 企業単独 日本語研修 生活などの研修 ×

16 企業単独 日本語研修 生活などの研修 ×

17 企業単独 日本語研修 生活などの研修 ×

18 企業単独 日本語研修 生活などの研修 ○

19 企業単独 日本語研修 生活などの研修 ○

1 大学内労務輸出会社→書類選考、実技試験→日本の監理団体、企業 日本語研修 生活などの研修 ○

2 労務輸出会社→事前研修実施企業→日本の監理団体→企業 日本語研修 生活などの研修 ○

3 労務輸出会社→日本の監理団体→企業 日本語研修 生活などの研修 ○

4 労務輸出会社→日本の監理団体→企業 日本語研修 生活などの研修 ○

5 仕事紹介センター→労務輸出会社→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

6 労務輸出会社→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

7 就職促進センター→労務輸出会社→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

8 労務輸出会社→日本企業 日本語研修 生活などの研修 ○

1 NGO 日本語研修 生活などの研修 ○

2 NGO 日本語研修 生活などの研修 ○

3 NGO 日本語研修 生活などの研修 ×

4 企業単独 × × ×

5 企業単独 × × ×

1 企業単独 日本語研修 生活などの研修 ×

2 送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

3 送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 生活などの研修 ○

1 送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 不明 ×

2 企業単独 日本語研修 不明 ×

3 企業単独 日本語研修 不明 ×

4 不明(非公式） × 短期日本語研修 ○

5 送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 日本語研修 ○

6 送出し機関→日本の監理団体 日本語研修 日本語研修 ○

中国

ベトナム

フィリピン

タイ

インドネシア
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置で変わった者が多い。 

 仕事の難易度については、技能実習生の主観的な評価ではあるが、難しいと感じている者

はほとんどいなかった。仕事を独力で行えるようになるまでの期間も、業種の違い、個人の

経験の違い、現場の段取りのあり方など様々な要素があるのでなんともいえないが、1 日、1

週間、1 カ月、2 カ月、そして 8 カ月とかなりの幅がある。 

また、企業単独型、団体監理型の別に関わらず、日本語を理解することが難しいために仕

事の習熟が遅れていると指摘しているケース（事例 P2、T1、T2、T3、I2）があった。特にタ

イの技能実習生は、工場で働くと聞いていたのに農家に配属され、言葉も通じず早朝から夜

遅くまでの作業で、誰にも相談できずに困難な状況であったと回答している。（事例 T4） 

 

６．日本での技能実習中の職場環境と生活環境 

 技能実習中の職場の環境や生活環境についてインタビュー対象者に聞いたところ、生活環

境についてはほとんどすべての技能実習生が「不自由はなかった」、「満足している」という

回答であった。 

 職場の環境について、対人関係では、「日本人から嫌がらせを受けた」(事例 C1)「仕事中

の態度を注意され、殴られたことがある」(事例 C4)と回答した者がそれぞれ 1 人いたが、ほ

とんどの者が問題を感じることはなく、むしろ日本人や実習生同士など職場の仲間との交流

や理解を通じて対人関係の重要性を学んだと答えていた。作業環境については、塗装の現場

で「マスク着用を省略していたことを実習生が指摘したにもかかわらず改善されず、自費で

購入した」という回答が 1 人あった(事例Ｃ９)。 

 

７．帰国後の就業状況 

 インタビュー対象者の帰国後の就職について、41 人のうち 28 人が何らかの仕事について

いた。このうち 15 人が元の会社に復帰している。元の会社に復帰している者のうち、11 人

は企業単独型による技能実習生であった。また、帰国後、新たに職に就いた者のうち日系企

業に就職した者は 4 人であった。 

帰国後、新たに就職した技能実習生を国別にみると、中国では、技能実習職種が機械金属

加工であったが、日本の実習を通じて学んだ対人関係の大切さを実践するサービス業に身を

転じて保険販売業に就職した者が 2 人、技能実習で修得した日本語を活用して労務輸出会社

に就職した者が 1 人、日本の作業管理や品質管理の厳密さを学んだことを活かして電気設備

保全の職についた者、自動車修理工場の起業を目指して修理見習いとして就職した者がそれ

ぞれ 1 人いた。 

 ベトナムは、日本語を活かしたいということで日系労務輸出会社に就職した者、日系の化

粧品会社に就職した者がそれぞれ 1 人のほか、日系縫製工場、建材販売会社に就職した者が

それぞれ 1 人であるが、実習を通じて学んだ仕事の管理や取組む姿勢のあり方などを活かし
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ているという。 

インドネシアは、日系企業で自動車のシートのマスターモデルを製作する会社に就職した

者が 1 人で、技能実習の経験と日本語能力が就職の際に有利であったという。また、日系企

業への就職を希望し、企業の募集条件が大卒であるため大学に進学した者が 1 人いた。 

 タイは、きのこ栽培で起業を準備中が 1 人であった。 

 企業単独型の技能実習生では帰国後に元の企業に復帰したケースは 8 人であるが、このう

ち正社員に昇格した者、日給制社員から月給制社員にかわり生活の安定を得た者、現場作業

からオフィスでのデスクワークへ転換した者など処遇や労働条件が良くなった者が 6 人いた。 

 

８．技能実習に関する自由意見 

 技能実習についての自由意見を聞いたところ、良かった点としては、「日本人の仕事の仕方

や仕事への考え方が勉強になった」「仕事や生活を通じて、対人関係の重要性を学んだ」「経

済的に助かった」「自分自身の視野が広がった」「生活面で自立できるようになった」｢日本語

の勉強が役立った｣などの意見が多かった。 

また、改善してほしい点としては、「日本語研修をもっと徹底してほしい」「日常的に使え

る日本語を学びたかった」など実用的な日本語研修への要望が多く、経済的なこともあり、｢実

習期間をもっと長くしてほしい｣という要望も多かった。さらに、「帰国後の就職情報の提供」

について要望を述べる実習生もいた。 

 

 

※インタビュー調査の各事例の要約は、巻末の付属資料 4「帰国実習生フォローアップ調査

（インタビュー結果一覧）」を参照。 
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第９章 インタビュー調査結果 
 

 以下では、中国、ベトナム、フィリピン、インドネシア、タイの順で、各国インタビュー

調査により聴取した 41 人の事例を紹介する。 

 

中  国 

事例Ｃ１ Ａさん  

１．プロフィール 

 大連市の 23 歳の女性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで機械・金属製品生産の工場に技

能実習生として滞在した。技能実習は団体監理型である。 

  

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ａさんは、中等専門学校を卒業後、日系の電子機器製造会社で販売関係の仕事を 2 年間、

その後別の日系企業で組立やハンダ付けの作業を 2 年間行った。来日直前の仕事は、デパー

トでファッション関係の販売の仕事をしていた。 

 技能実習参加の動機は、日本文化（マンガや音楽）が子供の頃から好きで、日本にはディ

ズニーランドもあるし、旅行しながらお金を稼げると思ったこと、親戚が日本に住んでいた

ので日本を身近に感じていたこと、日本に行きたいと強く思ったことなどであった。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

 友人の紹介で近所のコンサルタント会社を通して、大連市の送出し機関に申し込んだ。コ

ンサルタント会社は有料で 1 万元を支払ったが、これは受入が成功した場合の成功報酬とな

るデポジットで、不合格の場合には返還されることになっていた。 

申し込みから実習参加までの手続きの流れは、①地元のコンサルタント会社を通じて送出

し機関に申し込む、②口頭で申し込み者の興味のある職種をヒヤリングされる、③中国側の

送出し機関の担当者と面談、④日本側の会社の人か監理団体の人と面談、⑤保証金を送出し

機関である有限公司に 2 回から 3 回にわけて、4 万元を支払った。これは来日前に大連で日

本に関する学習と語学の学習のための費用と説明された。 

違約金契約を結んだが、その内容は、「個人の原因により 3 年間の実習期間は中国にもど

らないこと。決まった就職先を勝手にやめて別のところに行くなどをしないこと。」というも

のであった。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

Ａさんの実習受入機関は、静岡県浜松市の電子機器製造の会社であった。兄弟で２社を経
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営していて、最初は兄が経営する A 社に配属されたが、その A 社が弟の B 社に買収されたこ

とから経営者が変わった。来日後の配属等についての説明は、所在地などの会社概要、労働

時間、残業の有無、休暇休日、宿舎などについてであった。実際に配属されてみて、来日前

の事前説明と 8 割ぐらいが一致していた。違う部分としては、想定していたより所在地が田

舎であったこと、宿舎が 5 人部屋で狭かったこと、自転車(中古品)が 5 人に対して 3 台しか

なかったこと、歓迎会などの親睦会もしてくれなかったことなどである。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

2 社で実習を行った。最初に A 社に配属されたが、その配属先はラインごと B 社に買収さ

れたので、受入れ機関が変更され、B 社になった。A 社と B 社は兄弟による同族経営会社で

あったので、勤務場所はかわらなかった。労働条件等も基本的に同じであった。 

仕事の内容は電子機器製造。1 年目は組立て作業で、チーフに認められるまで 1 週間ぐら

いかかったが、1 カ月でマスターすれば良いといわれていた。 

実習の 7 カ月から 8 カ月目に生産量の調整があり、物流の担当に変わった。 

物流の仕事は、工場内での部品の配達運搬で、人手不足のため 3 カ月間配属された。作業

をマスターするまでは 1 週間ぐらいかかった。 

その後ハンダ付けの担当となり、2 年間携わった。ハンダ付け（溶接）は機械と手動があ

るが、両方とも資格をとった（実習期間中 1 週間研修に出ればとれるという資格）。 

資格については、1 年目の組立て作業を経て、その後 1 週間の研修を受けて修得した。日

本の社内マニュアルにそって研修を受け、指導者が認めると取得できる。工場内で作業に従

事するときに必要な資格で大手電気会社の社内資格を準用していた。習得するまで指導者が

ついた。30 人から 40 人が同じ仕事をしていた。 

ハンダ付けの仕事は全行程をマスターした。1 つの工程をマスターする期間は少なくとも

1 カ月かかる。人数の構成は、2 つのラインに 2 人と 1 人が配置された。2 つのラインとも作

業手順は同じで、基盤か機械かによって作業内容が異なった。指導員は日本人でハンダ付け

の仕事に熟練した人であった。 

【職場の様子】 

職場では、仕事量を増やされ、いじめられた。日本人は上司とのコミュニケーションがう

まくいくのでいやな仕事から逃れるが、実習生は言葉がよくわからないので他の人が嫌がる

仕事を押し付けられた。納品の時間に間に合わないほどの量を割り振られ、できないと罵倒

された。本来 2 人でやっていたものを 1 人でやらされた。 

日本人のベテラン女性が仕事を割り振るが、この人がいじわるだった。日本側の指導者に

訴えたが、改善されるまでに半年かかった。巡回指導も来るが解決してくれなかった。 
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【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は、1 年目は手取り 10 万円。2 年目は手取り 12 万円（残業代込み）、3 年目も 12 万円。

天引きは宿舎費用や社会保険で 5 万円、食費は自己負担であった。 

②労働時間 

労働時間は、1 年目が 8 時間労働で残業は少し、2 年目は 8 時間労働で残業は平均 2 時間

程度、3 年目も 8 時間労働で残業 2 時間程度であった。 

 

（３）生活 

実習生の同期は 15 人であった。宿舎はスペースが狭く、1LDK を 2 つの寝室として使い、

5 人が 1 部屋であった。家具、食器、白黒テレビ、電子レンジ、冷蔵庫など生活に必要なも

のは設置されていた。 

 

５．帰国後の就業状況 

保険業で雇用されて働いている。賃金は日本での実習前より上がった。 

実習と同じ仕事で就職しないことについては、ハンダ付けの仕事は地元では就職の機会がな

い。溶接の仕事は工場に行かなければならないが、工場は賃金が安く、労働条件が悪い。む

しろ日本で学んだ「対人関係のきめ細かさ」を活かす仕事をしたかった。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

休日を利用して社員旅行など親睦を深める機会をもっと作ってほしかった。 

技能実習への参加は仕事内容に関わらず、個人の成長やキャリアアップに役立つと思った。

日本でのきめ細かな仕事を通じて自分なりに成長したと思う。特に、対人関係の重要性、日

本人のきめ細かなところを追及する姿勢は中国人と異なり学ぶところが多かった。 

 

 

事例Ｃ２ Ｂさん 

１．プロフィール 

大連市の 28 歳の女性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで機械・金属製品生産の工場に技

能実習生として滞在した。技能実習は団体監理型である。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

 中等専門学校を卒業して百貨店で販売の仕事をしていた。周囲に日本人の友人や日本人と

結婚した友人もいて、日本の国民性や素質の高さにあこがれていた。日本に行ってさまざま

なことを経験し、お金を貯めたいと思った。 
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３．技能実習生として来日するまで 

新聞で技能実習があることを知り、近所のコンサルタント会社を通じて申し込んだ。友人

からも情報を集めた。 

申込みに際して、友人を介して知った地元コンサルタント会社には 5 万元を支払った。友

人に外国に行きたいと言ったら、その友人の知り合いが電子機器の仕事があるとコンサルタ

ント会社を紹介してくれた。コンサルタント会社から実習期間中の賃金、配属先企業のこと

などをきいた。申込みに際しては保証金を支払った。 

  

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

 受入れ企業は、A さんと同じ浜松の電子機器製造会社で、大手電子機器企業の下請け会社。

兄と弟がそれぞれの会社を経営しているが、弟が経営する会社に配属された。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

最初の 1 年半は物流の仕事、その後 1 年半はクリーンルームでの仕事であった。 

クリーンルームでの仕事は、カメラレンズの組み立てであった。クリーンルームは、密閉と

半密閉があり、生産ラインとは別のところにある。密閉作業は、完全な密閉状態でごみの取

り扱いが厳重であった。一方、半密閉作業は難しいことはそれほどなかった。 

【職場環境】 

人数構成は、生産量に応じて変わったが、ある時は 3 人、少ないときは自分 1 人のときも

あった。調整要員は他のクリーンルームの作業員であった。指導者は 10 年ぐらいクリーンル

ームの作業経験を持つベテランであった。 

【労働条件】 

①賃金は、1 年目は残業が多く手取り 12 万円、2 年目以降は 10 万から 11 万円であった。天

引きは、社会保険、宿舎代など 5 万円程度であった。 

②労働時間は、1 年目は 1 日 8 時間労働で残業は 2 時間程度、2 年目以降は 1 日 8 時間労働で

残業が 1 時間から 2 時間程度であった。 

 

（３）生活 

宿舎は、5 人部屋でスペースは狭かった。禁止事項は休日にアルバイトをすること。休日

は、外出をあまりせず、宿舎内のテレビやパソコンで遊んでいた。日本は交通機関の料金が

高いので、期間限定滞在者である実習生のための割引制度があったら良いのにと思った。新

幹線を利用して東京に頻繁に行きたかった。 
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５．帰国後の就業状況 

帰国後は、保険業で販売を担当している。製造業の職場で作業を通じて人との触れ合いを

学んだが、サービス業では人との付き合いが重要であるので、技能実習の経験が役に立って

いる。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本人は真面目で誠実で人柄がよい。日本に行ったことは、自分の人生にとって転換点だ

と思っている。 

技能実習を通じて改善したら良いと思ったことは、日本は何事も費用が高いことをもっと

考慮してほしいということと、事前研修より日本へ渡航した後に監理団体と会社で実習をし

た方が効果的だということ。そして、休みの時間が長かったが何をしてよいかわからなかっ

た。大連で事前研修を 3 カ月間行い、7 カ月後に日本へ行った。本当に日本に行けるのかと

いう不安があった。実習生となる選抜から日本への入国までの間隔があきすぎていた。すぐ

実習に参加できるようにしてほしい。 

日本で生活する上で実際に通用する語学を修得するための研修をもっとしっかりやって

ほしい。 

 

 

事例Ｃ３ Ｃさん 

１．プロフィール 

大連市の 23 歳の女性。実習期間は、2011 年 11 月から 2014 年 10 月。三重県の電子組立会

社で実習を行った。日本で社内研修を 1 カ月間受講し溶接 2 級を取得。技能実習は、団体監

理型である。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｃさんは高校卒。来日直前は、日中合弁の自動車工場の電子組立部門で 1 年間働いた。 

具体的な仕事内容は、部品の抵抗力を検査する仕事でした。対象部品はバッテリーの一部

であった。 

技能実習参加の動機は、技能実習制度のことを友人から教えてもらい、家が貧乏なのでお

金を稼ぐチャンスだと思い、参加したいと思った。また、海外に出て自分を試してもみたか

った。周囲に親戚や友人で日本へ行った人がいて、日本へ行くことにあこがれを持っていた。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

 友人の紹介でコンサルタント会社に申込み、選抜に合格して 3 カ月間語学訓練を受けた。

具体的手続きとしては、コンサルタント会社が 1 社について写真を提示して作業場、宿舎、
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先輩の働く姿を紹介し、労働条件を提示し、本人が了解した場合に書面での申し込みを行う

という方法であった。書面審査で合格すると面接があり、日本から 3 人の代表が来て面接を

行った。3 人のうち 1 人でも否定する人がいると不合格となる。面接の後、筆記試験が行わ

れた。合格者は 3 カ月の語学研修を受けた。ちなみに、2000 元の保証金をデポジットとして

面接前にコンサルタント会社に支払った。これは不合格ならば返還される。渡航にあたって

の保証金はない。 

実習期間と処遇について、事前に受けた説明と来日後の処遇等は一致していた。労働条件

の説明などは事前に行われた。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

親会社は電子・電機産業の大手企業で、実習機関は三重県の従業員が 150 人の子会社工場

であった。 

 

（２）実習内容 

【実習内容】 

実習作業場は、最初は生産ラインとは別のところで、習熟してからラインに入った。仕事

内容は、①最初の半年間はハンダ付け作業を指導員から具体的に教えてもらう。②その後半

年から 1 年目にかけて不良品の点検作業を行った。実作業は、その作業が適切かどうかを指

導員に検査してもらい、合格をもらったうえで行うことになっていた。同じ職場には 50 人の

従業員がいて同じシフトは 20 人であった。早番と遅番に分かれていた。③2 年目に社内の試

験に合格し、電子回路の基板の設計、修理を担当した。3 年目は部品検査、設備の不具合の

検査作業で後輩の指導も行った。 

会社に配属され 1 カ月間は日本語の訓練を行った。語学訓練の後、作業訓練を行い、その

後試験を受けて、訓練による習熟の高さに応じて配置が決められた。職場の指導員は中国人

を指導した経験を持っている人で、中国人にわかりやすい説明の仕方を心得ていた。 

【職場の様子】 

工場は 2 階建てで 1 階は検査作業（ここは社内試験で完成度の高い人が配属される）で、

2 階は組立て作業(ここは作業の早い人が配属される）であった。 

指導員は年配のベテラン日本人で、溶接に豊富な経験を持った人であった。生活面でも親

切で自分の家の畑で採れた野菜をよくくれた。 

 1 人の指導員が 8 人の面倒をみていた。8 人の構成は実習生と日本人の混合（半分づつ）で

あった。日本人の同僚は 40 代女性。従業員は社内の資格を取った後はサポートなしで作業を

行う。困ったことは基本的に日本人の同僚に聞いた。 

 ハンダ付けの作業場は広いところで、防護具の着用などしっかりしている。中国と比較す
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ると清潔に関する意識が高いと思った。生活指導員は作業指導員と同じ人であった。 

【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金の手取りは 3 年間を通じて、1 カ月 13 万円から 15 万円であった。各種社会保険料、

宿舎代（1 カ月 1 万 7500 円）が天引きされた。食費は自炊（自費）。 

②労働時間 

労働時間は 1 日 8 時間で、2 交代制であった。残業は、生産量に応じて 1 日 2 時間から 3

時間。3 年間でみると 1 年の内、半年ぐらいが繁忙期であった。 

 

（３）生活 

宿舎は、マンション 1 棟を借り上げ、本社の社員や子会社の社員も居住している。間取り

は 3LDK で、1 部屋 5 人と 1 部屋 2 人など分けて使用したが、1 部屋何人かは広さにより決

まった。生活必需品（ＴＶ、電子レンジ、洗濯機、冷蔵庫など）はそろっていて快適であっ

た。 

生活指導により禁止されたことは特にない。宿舎で電話やインターネットに接続しなけれ

ばならないが、実習生が契約するときは会社に契約書をみせた。外出も禁止されたことはな

かった。休日の過ごし方は、会社を通じて旅行会社のツアーに参加したり、ショッピングな

どに出かけた。 

受入団体の指導員が、巡回指導にきたが、作業中の様子を見たり、巡回指導員と直接話を

する機会もあった。日本語が話せない実習生は巡回指導員を通じて会社に話を取り次いでも

らった。 

日本語能力試験のための勉強をさせられたが、日本検定 2 級は受験して不合格であった。

不自由に感じたことは通勤で、自転車で片道 30 分かかった。宿舎と会社間の送迎バスがあれ

ば良いと思った。 

 

５．帰国後の就業状況 

現在仕事を探している。日本語入力のタイピストなど日本に関係のある仕事がしたいと思

っている。しかし、地元は日本語のできる人材が多いので、なかなか仕事につけない。日本

語能力が足りない。実習を行ったハンダ付けの仕事は地元ではニーズが少ないので日本で学

んだことが活かせない。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

 技能の向上について 2 年目に資格証書1がもらえるが、外国人は 2 級までしか取得できず、

                                            
1 技能実習 2 号となるために技能試験が行われるが、その結果取得した認定資格のことだと考えられる。 
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電子回路のみであった。さらに上位の資格をとるためには電子回路の基板の溶接を修得しな

ければならないが、上位の資格を取る枠組みがないので作ってほしい。 

改善した方が良いと思う点は、残業したくても仕事が暇で残ることが出来ない実習生がい

ること。残業のある職場とない職場が明確で、もう少し均等に作業が振り分けられないもの

かと思った。 

 

 

事例Ｃ４ Ｄさん 

１．プロフィール 

 瀋陽市の 25 歳の男性。2011 年 11 月から 2014 年 11 月までの期間で、機械・金属製品生産

工場の技能実習生として日本に滞在した。技能実習は、団体監理型であった。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

 Ｄさんは、中学を卒業後、様々な職種の仕事を経験した。来日前は、重工業の一種で船舶

用鋳造品製造の 2 つの会社に勤務した。直前の会社は 1 年間、それ以前の会社は 2 年間勤務

した。 

 最初に勤務した会社は日系企業で、その関係者から 2 年間の実務経験があれば実習参加の

ビザが早く取れると聞いた。来日前の会社は給与が安かったので、友人からの誘いもあり技

能実習に参加しようと思った。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

まず地元のコンサルタント会社に応募し、その後送出し機関に行った。コンサルタント会

社には面接のためのデポジットを払った。申し込むタイミングが東日本大震災の前後だった

のですぐに合格できた。ここで、コンサルタント会社に 2 万元と 2 万 5 千元を分割で支払っ

たが、この内訳は分からない。 

実習参加にあたっての事前説明では、かなり楽な仕事内容だと感じたが、実際は厳しかっ

た。貯金を多額にしたいのなら残業を多くこなさなければならない。仕事内容はラインの流

れ作業で、現場チーフの仕事の割り振りは実習生には厳しいものだった。同じ会社に同期 30

人中 10 名が配属された。研修は、事前研修と渡航後日本での研修を合わせて 2 カ月間で、日

本語の研修を受けた。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

栃木県の従業員約 300 人の機械・金属製品製造の会社。従業員は日本人、中国人技能実習

生、それ以外にパキスタン人もいた。 
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（２）実習内容 

【実習の内容】 

自動車部品の電気溶接で、ロボットを使いコレクター溶接作業を行った。3 年間同じ仕事

であった。 

【職場の様子】 

 ラインは両側左右に各 5 名で合計 10 名程度の従業員が同じ職場で作業を行っていた。内訳

は中国人が 2 人、日本人が残り 8 人であった。職場には、パキスタン人もいて、日本人の正

社員より高い賃金の場合もあった。作業内容は皆同じであるが、中国人実習生は時給 800 円、

日本人は時給 1200 円、パキスタン人は時給 1500 円という単価であった。このような賃金の

違いについて説明はなかった。 

【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

手取りは、残業が多いときで休日出勤も行って合計額が約 16 万円であった。1 日あたり約

6000 円。日本人と中国人実習生は同じ仕事だが賃金が違う。日本人は正社員であった。 

天引きは、社会保険料を除き宿舎、光熱費が 2 万円であった。食費は一部会社が補填した

が不足分は自費であった。これは日本人も同じであった。 

②労働時間 

2 交代制の勤務シフトをとっていた。休日出勤が月 3 日程度、残業時間は平均すると月 45

時間程度で、残業は多いほうだと思う。チーフは「残業がしたいなら残業して良い」と言っ

ていた。 

 

（３）生活 

実習期間中の宿舎は、会社が探してくれた賃貸アパートに 3 人で居住した。賃貸料は自己

負担で、毎月 1 人 2 万円、合計 6 万円であった。 

 

５．帰国後の就業状況 

現在は、自動車整備、修理の仕事をしている。将来は起業も考えている。現在は修理工見

習いなので、月の賃金はわずか 500 元である。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

問題と感じることのひとつは、事前説明では、休日出勤の場合、倍の割増率が適用される

ときいていたが、実際には適用されていなかった。地域では大手の会社であるにもかかわら

ず、最初の説明と異なる労働条件だった。 

日本人からの暴力を受けたとアンケートで回答していることについては、中国人技能実習

生に対して作業の完成度が良くないと暴言で叱るので、きつい仕事を振られたことも関係し
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て、実習生たちも最後は我慢できなくなって上司と対立した。きつい仕事は、班長でなく生

産ラインのチーフから振られる場合が多かった。実習生にどのような仕事を割り振るかをき

めるのは班長、当日の仕事の割り振りはチーフが行っていて、当日の仕事配分のところでチ

ーフからのノルマがきついと班長に訴えたが、班長を含む会社には聞き入れてもらえなかっ

た。 

保証金については、渡航にあたり、コンサルタント会社に 2 万 5 千元払ったが、追加的に

日本に行く前に何度か保証金を払い、その金額は合計 5 万元くらいに達した。 

5 万元も支払っているので、当初は日本でどのような状況であっても我慢しないといけな

い。2 年目は貯金もできたので、仕事の現状について班長に訴えたが、結果としては、会社

の通訳が呼ばれて「仲良くしよう、がんばって」といわれるだけで、問題は解決されなかっ

た。巡回指導でも通訳がくるが、通訳に状況を説明したら、「がんばって」といわれただけだ

った。同じ職場にいるパキスタン人にはきつい仕事は割り振られない。パキスタン人は会社

の仕事がきついとすぐ他に転職してしまう。実習生は辞めるわけにいかない。 

日本人と同じ扱いをしてほしい。年金の返還などに不安を持っている。技能実習制度を監

督する管理機関をしっかりと作ってほしい。 

技能実習の良かった点は、日本の職場は仕事のマネジメントがしっかりしていること、技

術が先端的であることを学んだこと。しかし、個人の技能向上から言うとあまり役に立たな

いと思う。中国では溶接は手作業、日本は機械でやるので、帰国して半年経ったら日本でマ

スターした技術を忘れてしまうかもしれない。 

また、3 年間中国を離れていると帰国後の就職が難しい。帰国後円滑に仕事につけるよう

に、日本での実習中に職業情報の提供などをしてくれるとありがたい。そういう NPO などを

紹介してくれるのでもよい。 

改善点としては、実習生の親族が短期間、日本旅行ができるような便宜を提供してほしい。

中国では一般に海外旅行しようとする場合 10 万元の保証金が必要である。これがもっと安価

で自由になれば、実習生の親族としてのメリットを得ることが出来ると思う。 

 

 

事例Ｃ５ Ｅさん 

１．プロフィール 

山東省威海市の 28 歳の男性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで紙器・ダンボール製造工

場で実習を行った。技能実習は団体管理型であった。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｅさんの最終学歴は中等職業学校卒。来日直前まで青島の国営企業に 5 年間勤務し、ベッ

ド布団素材の紡績作業をしていた。この会社は大企業の子会社で従業員は約 300 名。 
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それ以外の職歴として煙台市の 200 人程度規模の個人企業に 1 年勤務した経験を持つ。4

年後に日本に行きたいと希望し、日給 3200 元で働いた。煙台の会社では作業長を務めた。技

能実習に参加した動機は、結婚資金を得るためであった。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

技能実習への参加は、直接には政府機関勤務の叔父が威海市の労務輸出会社（コンサルタ

ント会社で、化粧品や油の事業も行っている）を紹介してくれたことで実現した。勤務先の

職員や関係者から技能実習のことを聞き、紹介もされていた。利用したコンサルタント会社

以外にも、2 社ほど日本の受入れ関係機関に送り出している会社があることも知っていた。

コンサルタント会社からは中国側の送出し機関を紹介された。 

申込み手続きとしては申込金 3 万 5000 元をコンサルタント会社に仲介費用として支払い、

ほかに 4000 元を語学研修のために支払った（語学研修期間は 3 カ月から半年）。 

申込書に記入し面接を受け手続きであるが、面接に際しては同期が 3 人であった。この会

社は、人数枠が特にあるわけではなく、監理団体の調整を受けて機械製造の会社を紹介され

た。本来、申込み手続きは、中国側の面接選抜のあとに日本側の面接を受けるという順番だ

が、今回は日本側の面接はなかった。 

語学研修は、5 カ月間であった。日本に入国してから日本についての研修を受けた。 

コンサルタント会社への紹介を受けた時点で日本での実習についての各種条件の説明があり、

契約を結んだ。契約の内容は、コンサルタント会社を通じた日本での研修実施企業との就労

契約である。 

コンサルタント会社との関係では、1 万元は渡航費、1 万元を保険として支払ったが、こ

れらは 3 年後に返還される。不動産担保や違約金については定められていない。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

 紙器・ダンボール製造の企業で、企業内の生産ライン数は、大型 6 台、小型 2 台、組み立

て用が 6 台であった。受注量に応じてラインの数が設定される。実習期間中に 3 交代制から

2 交代制に変わった。 

 

（２）実習内容 

【実習内容】 

実習内容はダンボールの製造。1 年目は 7 カ月間同じ仕事で製品の検査を行った。8 カ月目

から帰国までは、機械印刷したダンボールで同じサイズの紙器がきちんと切断されているか

を手作業で点検し、重なっているダンボールをはがす作業であった。 

作業の流れは、顧客からのサイズのニーズを受け、ダンボール用紙に印刷会社で印刷を入
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れた後、それをサイズどおりに切断機で切断し、切断のチェックと折りたたみを行う。その

後、糊貼りを行い、不良品をチェックするという作業の流れであった。 

【職場の様子】 

同じ仕事の人は、実習生 1 人と日本人 2 人の 3 人であった。職場にはフィリピン人もいた。

実習生は全部で 3 人いたが、他の 2 人のうち 1 人はすでに帰国していた。 

日本の監理団体からは解決が必要な問題やわからないことが発生したときに通訳が来る。

定例会議が実習生に対して 1 ヵ月に 1 回あったが、その時に、たとえば体調の不調などの困

ったことを社長に申し出た。 

指導員は作業員の中にいて専任の指導員は配置されていないので、毎日必要なときに同僚

の作業員から教えてもらう。特にわからないことは積極的に聞く雰囲気がある。指導的役割

の作業員は、30 代、40 代で 5 年以上勤務の生産ラインの担当者であった。 

班長は切断をおもに担当していた。6 台が稼動した場合、12 名が朝と夜で交代する。切断

のみ担当は 2 人、接着検査 1 人で、フローを見るのが 2 人という構成であった。 

日本人の従業員は、14 年勤続が最年長(定年した人)で、その他は 7 年から 8 年勤続の人、1

年以内の人などであった。社内研修で紙器製造の資格証明を 1 年目に取得した。また、日本

語検定（団体機関による認定）は、来日後 1 年で所定のレベルに達した。 

【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

手取りは、1 年目は残業代を含み月 17 万円、2 年目以降は 12 万円から 13 万円であった。

天引きは社会保険料のほか、アパート代、ガス代、電気代として 4 万 8 千円であった。食費

は昼食代として 200 円の補助金がでた。 

②労働時間 

所定内とされる労働時間は 1 日 8 時間。1 年目は 1 日の残業時間は平均 4 時間、多いとき

はさらに 1 時間から 5 時間の残業を行った。日本人も同様に残業していた。 

③作業環境 

安全対策はしっかりしていて、防具も準備されていた。日本人と同じ扱いであった。実習

参加以前に紙器製造で働いた経験はないが、機械は中国の同機種よりも進んでいたのではな

いかと思う。職場の雰囲気は、周囲には優しい人ばかり、いじめなどはない。監理団体加盟

の実習生のみで会合を開いた。日本人を含めたものとしては、忘年会やバーベキュー大会、

ボーリング大会などの親睦会が開かれた。 

 

（３）生活 

宿舎は監理団体が借上げている。日本人も一緒で、入居者は若い、2 年未満のパートの人

が多かった。3LDK の間取りで 1 人 1 部屋であった。2LDK のところもあり、1 部屋で同期 3

人が居住するケースもあった。 
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休日は秋葉原などにでかけた。不自由を感じたとすればコミュニケーションの問題である。

中国で半年間学んだ日本語は、日本での実際の生活で必要な日本語とは少し違う。 

 

５．帰国後の就業状況 

帰国の時点では決めていなかった。物流の仕事を探している。近い将来はフランチャイズ

のデリバリーの仕事で起業したい。親が反対しているので、まだじっくり考えたい。 

日本での実習を生かした仕事という意味では、姉が広州に 10 数年住んでおり、技能実習のダ

ンボール製造とは関係は薄いが、広州で住宅設備設計の仕事を紹介してくれている。仕事内

容は、工事現場に行き電機、通信、配線設計を行うというもの。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

技能実習に参加して、良かった点としては、第一は、お金を貯めることができたこと。第

二は、人間関係、付き合い方がうまくなったこと。日本に行く前はわがままで周囲への配慮

がなかったが、日本での実習に参加して、社宅の同僚や社長とのつきあいができたことで成

長したと思う。しかし、今後のキャリアとどのように繋げていくかということになると具体

的には分からないこと。 

実習生制度の改善点としては、3 年間ということだったが、法改正して実習生の中で優秀な

人にもう一度日本へ行き実習できる機会があればと思う。また、実習期間中、休日の過ごし

方について何か紹介してもらうとか、アレンジしてもらえるたら良かった。帰国後の就職の

斡旋など情報提供があればありがたい。 

 

 

事例Ｃ６ Ｆさん 

１．プロフィール 

山東省泰安市の 23 歳の女性。2011 年 9 月から 2014 年 9 月の期間、食品製造工場で実習を

行った。技能実習は団体監理型であった。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

 Ｆさんの最終学歴は高卒である。高校 1 年で学校をやめ 2 年間アルバイト、その後高校に

復帰し、高卒後に実習に参加した。アルバイト経験は、カメラのカバー製造に数カ月、電子

機器、エアコン、部品組立など簡単な作業に約 1 年従事した。来日直前の仕事は、電子機器

生産の作業であった。 

 技能実習参加の動機は、申込み当時は日本円のレートが良かったのでお金を稼ぐ目的と日

本で働いてみたい、自分の視野を広げたいという希望があったこと。 
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３．技能実習生として来日するまで 

技能実習に参加するために、近所の小さなコンサルタント会社に申し込んだ。手続きもコ

ンサルタント会社が行った。自分の住む村の周囲には海外への労務輸出会社が多い。手続き

に 4 万元の費用を支払った。名目的にはサービス料金ということだったが、具体的な内訳は

分からない。帰国後返還された。 

地元のコンサルタント会社から青島にある送出し機関に移された。事業の訓練は青島の訓

練所で行った。4 カ月未満の日本語訓練を集合研修で行い、日本文化や習慣について勉強し

た。違約金契約については覚えていない。 

手続きとしては、申込みの後日本側と面談し、青島での訓練に入った。日本の実習実施企

業の選定にあたってはいろいろ紹介があったが、特に、食品会社、プラスティック成形の会

社を紹介され、最終的に食品会社を選んだ。理由は一日も早く日本に行きたかったためであ

る。同期は 3 人いた。 

中国で訓練を受けているときに日本の受入先である食品会社について、就労条件や生活条

件について説明を受けたが、事前の説明と来日後の印象は同じであった。むしろ、自分が想

像していたより良かった。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

愛媛県の従業員 40 人から 50 人程度の鶏肉の製造会社。 

 

（２）実習内容 

【実習内容】 

 仕事内容は、3 年間同じ仕事の繰り返しであった。鶏肉のラッピング、製造ラベルの貼り付

け、鶏肉団子、鳥のから揚げを作ること、それ以外には、寿司を作る仕事もあった。 

【職場の様子】 

入社のとき同期の中国人実習生は 12 人であった。先に来ていた実習生が 3 人いたので、

合計 15 人が実習生であった。会社の工場規模は 40 人から 50 人で、日本人も同じ作業を行っ

ていた。7 年間中国人を受け入れた経験と実績がある人を指導員に配置しており、工場の中

で実習しやすい仕組みが既に備わっていた。日本人とのコミュニケーションが可能な中国人

のリーダーがいて中国人実習生の指導を行っていたが、原則的には中国人実習生同士でお互

い教えあっていた。技能実習生の統括リーダーは 1 人で、必ずしも 3 年目の実習生ではない。

先輩と後輩で上下関係はあるが、最も優秀な 2 年目の人を選んでいた。3 年目の人が就くこ

ともあるが、日本語がよくできること、高い評価を受けていることが最も重要であった。 

肉団子を作る作業の時には、日本人は日本人、中国人は中国人で固まって作業した。 
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【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は、1 年目は手取り 17 万円、2 年目 14 万円、3 年目 15 万円であった。社会保険のほ

か、部屋代が 3 年間を通じて毎月 5 万円天引きされた。食費は自費であった。 

②労働時間 

1 日 8 時間労働。朝 6 時から午後 4 時までが所定の勤務時間である。残業は平均 3 時間で

夏は残業なく、冬は多かった。職員が補充され、2 年目は残業がそれほど多くなかった。 

③作業環境 

環境は良好で、設備は 7 年目で古いが、衛生面は中国より良い。中国人同士が教えあって

作業を進めるという方法については、作業が単純なので問題は特にない。マニュアルはよく

整備されていた。 

職場内の人間関係構築のため、会社が忘年会を毎年開催している。作業が増えると直接社

長が社員を慰労する機会を設けていた。中国人の会合のとき、社長が飲み物を差し入れてく

れた。工場長は 60 歳代の人で中国人実習生の面接のために中国によくでかけていて、中国人

実習生のことをよくわかっている人であった。 

 

（３）生活 

部屋は借上げ社宅で外観は新しくないが、内部は快適に整備されていた。2LDK に 6 人、1

部屋 3 人で住んでいた。設備は、テレビ以外は電子レンジ、冷蔵庫などみんなそろっていた。

実習生は、1 人 1 台、それぞれ各自が購入したパソコンを見ていたので、テレビは必要なか

った。 

不自由を感じた点は、あえて言えば言葉の問題で日本語が不自由だったこと。しかし、日

常的に生活する上では不自由はなく、日本語検定 2 級に合格した。実習生の中で、帰国する

とき 2 級所持者はＦさんを含め 2 人のみであった。日本語 2 級取得のための勉強としては、

会社の補助は特になく、すべて独学であった。 

実習期間にトラブルは若干あったが、実習生同士で解決できる程度のものであった。中国

人実習生間の小さなトラブルは翌日には仲直りして解決していた。中国人と日本人の揉め事

はなかった。 

 

５．帰国後の就業状況 

現在は、コンサルタント会社で実習生を送り出す仕事をしている。大半は日本への送出し

である。主な業務は、申込みを行った実習生候補の中国人に仕事上の日本語を教えている。

現在の仕事への就職は青島の送出し機関の指導者の紹介であった。 
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６．技能実習制度の成果と評価 

事前研修の時間数を長くした方が良い。帰国者の多くはもう一度実習に参加したいという

希望を持っている。帰国後の就職紹介については、日本から帰国後起業を希望する人もかな

りの数いると思うのでなんともいえない。 

 

 

事例Ｃ７ Ｇさん 

１．プロフィール 

 山東省済寧市の 24 歳の女性。2011 年 11 月から 2014 年 11 月の期間で、機械金属生産の会

社で技能実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｇさんの最終学歴は中等専門学校卒業。来日の直前は、電子製品製造の会社で 2 年間働い

た。それ以前も 1 年間同じ会社ではないが同様の仕事をしていた。 

技能実習参加の動機は、海外に行ってみたかったということと、お金を稼ぐためである。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

 友人の紹介で、地元の小さいコンサルタント会社に申し込んだ。申込みに際して、手続き

費用に 2 万元を支払った。 

このコンサルタント会社では、北京にある送出し機関に応募した人々を集め、面接試験を

行っており、面接試験に合格した人は青島の送出し機関で訓練を受けてビザ申請を行う。日

本に行くための研修は、日常的な日本語や日本の文化についてなどで 5 カ月間青島で行われ

る。申込みで支払った 2 万元の内訳は分からない。この 2 万元とは別に研修費として 5 千元

から 7 千、8 千元の費用を支払っている。 

日本での受入先については、地元のコンサルタント会社から聞いていた。面接試験に合格

後、違約金として 1 万元支払ったが、これは帰国後すべて返還された。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

 実習実施機関は、従業員が 80 人から 90 人規模の自動車部品製造会社の工場であった。 

 

（２）実習内容 

【実習内容】 

自動車部品の溶接がおもな仕事であるが、1 年から 3 年まで同じ溶接作業。入社してすぐ

指導されたが、仕事に慣れるまでは 1 週間くらいであった。 
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【職場の様子】 

工場規模は、全体で 80 人から 90 人の従業員数であった。ラインでの作業台には 4 人から

5 人、生産ラインではなくひとつの作業台に 1 人が就くという仕事の仕方であった。実習生は

1 人か 2 人程度で後はブラジル人と日本人の従業員であった。溶接の仕事を指導してくれる

人は、日本人の作業場のリーダーで 30 歳代、勤続 10 年程度の従業員で、指導は最初のみで

あった。習熟してからは独力で仕事をしている。 

【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は、3 年間を通じて同じで、手取りが 11 万円から 12 万円。残業代含むと 15 万円から

17 万円。天引きは、社会保険料以外が宿舎代光熱費等で 4 万円から 5 万円。食費は自費。 

②労働時間 

1 日の所定内労働時間は 8 時間。残業は 1 日 3 時間程度から 6 時間程度あった。 

③作業環境 

整頓された清潔な作業場。安全にも配慮されていた。指導員の仕事の教え方は分かりやす

かった。マニュアルも完備されていた。職場の雰囲気は、皆付き合いやすい人たちで、毎年、

忘年会も実施された。 

 

（３）生活 

宿舎の建物は古いが、設備を新しく、リフォームしていた。2LDK に 2 人。不自由な点は

なかった。設備も整っていた。 

 

５．帰国後の就業状況 

帰国後すぐに結婚したので、就職はしていない。就職について今は考えていないが、機会

があれば就職するかもしれない。その場合は給料が良いところを探す。溶接の技能を身につ

けているので活かすことが出来ればなお良いとは思う。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

給料が低いと思った。実習生への福利厚生が充分でない。休日などを使った観光などを受

入れ機関等に企画してほしかった。 

 

 

事例Ｃ８ Ｈさん 

１．プロフィール 

山東省済寧市の 22 歳の女性。2011 年 11 月から 2014 年 11 月の期間で、自動車シート製造

の会社で技能実習を行った。技能実習は団体監理型であった。 
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２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｈさんの最終学歴は、中等専門学校卒。来日前は、おもちゃを製造する工場で、ぬいぐる

みなどおもちゃの縫製作業に 3 年間従事した。 

技能実習参加の動機は、日本が好きということとお金を稼ぐためである。 

  

３．技能実習生として来日するまで（ケースＣ７と同じ） 

実習参加のきっかけは友人の紹介で、地元の小さいコンサルタント会社に最初に申し込ん

だ。申込みに際して、手続き費用に 2 万元を支払った。このコンサルタント会社は、北京に

ある送出し機関に応募した人々を集め、面接試験を行っていた。面接試験に合格した人は青

島の送出し機関で訓練を受け、ビザ申請を行う。日常的な日本語や日本の文化についてなど

日本に行くための研修は 5 カ月間青島で行われた。申込みで支払った 2 万元の内訳は分から

ない。さらに、これとは別に研修費として 5 千元から 7 千、8 千元の費用を支払った。 

日本での受入先については、地元のコンサルタント会社から聞いていた。面接試験に合格

後、違約金として 1 万元支払ったが、これは帰国後すべて返還された。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

 車のシート製造の会社の工場で、従業員数は 150 人から 160 人であった。 

 

（２）実習内容 

【実習内容】 

実習では、車シート製造に従事した。3 年間同じ仕事で、組立て作業が中心で、生産ライ

ンはローテーションで順番が変わったが、仕事で難しさはどこも同じであった。ひととおり

の仕事に慣れるまでに 2 週間を要した。日本語検定の 3 級を取得した。 

【職場の様子】 

指導員は、中国人の実習生で、生産ラインは最多で 7 名構成（最初は 5 人の実習生だが、

その後 1 人になった）であった。全体で実習生は 15 名いた。Ｈさんは最後の実習生なので、

後輩はいなかった。日本人の指導者は 20 歳代の入社 3 年から 4 年の女性であった。工場の規

模は全体で 150 人から 160 人で、一緒に働いていたのは正社員の日本人とパートのフィリピ

ン人やブラジル人であったが、パートの人数が多かった。 

職場の親睦のため、ある年に一度忘年会が実施されたが、恒例ではなかった。 

【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は、3 年間変らず手取りで 10 万円程度。残業があるときは 13 万円から 14 万円。天引

きは、社会保険料以外宿舎代と光熱費で 5 万円であった。食費は自費。 
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②労働時間 

1 日の所定内労働時間は 8 時間。残業時間は 2 時間から 3 時間程度で、1 年目から 2 年目

までは少なかった。 

③作業環境 

作業場は設備がやや古いが、清潔であった。仕事の教え方は分かりやすく、マニュアルも

完備されていた。 

 

（３）生活 

宿舎は 3LDK に 3 人が居住していたが、設備は整っていた。生活面で困ったことが生じた

ときは課長に伝えた。実習期間中のトラブルは居室のエアコンの故障などで、人間関係に問

題はなかった。 

 

５．帰国後の就業状況 

現在は求職中。親からは結婚しろといわれているが、日本にもう一度行きたいと希望して

いる。Ｈさんは日本語検定 3 級を持っているが 3 級では就職には結びつかない。就職には、

最低でも 2 級の資格が求められる。地元に良い就職機会もないので、上海などに行かなけれ

ばいけない。もっと日本語を勉強して日本で修得した日本語を使った仕事がしたいと希望し

ている。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

実習を通じて個人が成長した。また、生活面で自立できたことは実習の成果だと思ってい

る。 

改善してほしい点は、実習期間中の給料が低いことである。同じ作業場、同じ作業内容の

従業員の中で中国人実習生の賃金が一番低い。実習生に対して、インセンティブ策が不十分

だと思う。ボーナスがなく、パフォーマンスがよくてもそれが反映されない。法改正するの

なら、最初の会社が厳しいとき、1 年目が終わった頃などに監理団体を通じて他の企業に転職

できるような制度が整備されるとよいと思っている。 

 

 

事例Ｃ９ Ｉさん 

１．プロフィール 

北京市の 38 歳の男性。2011 年 12 月から 2014 年 12 月まで、自動車部品製造と塗装を行う

会社で技能実習を行った。技能実習は団体監理型であった。 
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２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

 Ｉさんは、高校卒業後、公立の研修学校へ行き、高気圧下での電子機器の維持管理の資格

を取得した(中国で 2004 年)。出身の江蘇省で電子機器関連のピストン製造会社で修理メンテ

ナンスの仕事をした後、北京で就職。来日前は、勤続 10 年間、お菓子製造会社で電子機器の

保全の仕事を行っていた。 

技能実習参加の動機は、周囲に日本へ行った人がたくさんいたので、自分も日本へ行って

みようと思った。10 年勤務した会社を辞めても日本に行こうと思ったのは、20 年、30 年と

勤めた人の姿をみていろいろと考えるところがあり、以前から希望していたことを実現しよ

うと考えたためである。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

技能実習参加は、周囲の日本に行ったことがある人たちの紹介による。地元（江蘇省）の

コンサルタント会社に申し込んだ。江蘇省揚州市には労務派遣の資格を持つ会社は 1 社しか

なかった。傘下にはたくさんのコンサルタント会社をかかえているが、それらが募集をかけ

るが、最終的手続きは 1 社しかない労務派遣の有資格コンサルタント会社が行う。 

コンサルタント会社に申し込んだとき、3000 元支払った。この費用は、面接に合格しても

日本にいかなかったときのデポジットのような保証金である。日本にいけなかったとき、不

合格のときはこの 3000 元は戻ってくる。合計で研修費や渡航費として 3 万 5000 元を支払っ

た。このコンサルタント会社は、ほとんど労務派遣はできる規模の会社で、日本とのやり取

りを直接行っている送出し機関でもある。 

日本でどのような会社に行くかという希望は 2 つのタイプがあった。コンサルタント会社

に知り合いがいたので事前面接のときに、日本ではどういう会社で、どういう仕事があるか

という説明があった。知り合いがいるとやりたい仕事の選定権がある。その代わり、日本に

行って仕事がハードだからとやめた場合は、その後の仕事がかなりやりづらくなる。今回は、

知り合いがいたので仕事を選ぶことができた。農業と製造業の 2 つから選ぶことができたの

で、製造業を選んだ。最初の面接では、製造業ということだけで業種は分からなかった。事

前の面接の段階（日本人で監理団体の会長）で塗装ということは分かったが、会社の立地や

労働条件はあまり教えてもらえなかった。 

保証金合計は 3 万 5 千元で、そのうち出発直前に支払った 1 万元が信用保証金（3 年間し

っかり仕事をする、違約金のようなもの）で、帰国後全額戻った。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

実習機関は、従業員が 80 人規模で、愛知県岡崎市の自動車部品と塗装を扱う会社であった。 
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（２）実習内容 

【実習内容】 

3 年間仕事の内容は同じで、完成品の品質検査であった。実習生は検査の仕事で、ほとんど

中国人であった。実習のはじめに、中国人で永住権をもつ先輩がいて、その人から指導を受

けた。日本人からの技術指導も彼を通じて受けた。31 歳から 32 歳ぐらい、入社 2 年から 3

年で品質検査を担当していた。 

習得するまでの期間は以前の仕事と違うので、半年かかった。日本と中国の違いは、たと

えば中国では何事も大雑把だったが、日本での部品の品質検査は厳しい。ミスをすると社長

に怒られた。たとえば、自分が品質基準に適合していると思っても、社長からは「ダメだ」

といわれる。ダメといわれる場合は、たとえば部品の表示の貼り付けについて左にあるべき

ものを右に貼っていたとか、数字で 3.0 と書いてあるものが逆になるなどの場合で、自分で

は合格品だと思っていて気づかなかった。このような単純なミスを犯すこと自体が不思議だ

と思うが、入社 3 カ月目ぐらいまでそのような状態であった。その後ミスはない。 

【職場の様子】 

40 名ぐらいで部品別に検査を行う。このうち実習生は 5 人から 6 人。職場には他に日本人

の正社員やパートのフィリピン人永住者もいた。 

塗装だけの作業場で、川上にあたる工場から製品を受け取りそれに塗装を行う。ラインは

2 つある。いわゆる下請け会社である。 

社長が巡回をして作業の様子を見る。頻度としては、先輩の話では入社する前は 1 日 1 回

であったが、実習当時はそれほど頻繁ではなかった。社長は実習生に相当期待していたよう

だ。 

しかし、日本語があまりうまくなく、コミュニケーションも取れないので社長もがっかり

したのではないか。日本語能力について、単語はある程度聞き取れるが、話すことは苦手で

ある。 

【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

手取り賃金は、1 年目 20 万円、2 年目 12 万円、3 年目 12 万円。時給が、1 年目 740 円、2

年目 750 円、3 年目 780 円、帰国直前は 800 円であった。天引きは社会保険料等で 3 万円。

宿舎や食費は自費であった。 

宿舎は、会社の借り上げと監理団体の借り上げであった。会社の借り上げのときは 2 万円、

監理団体の借上げのときは 2 万 5 千円の宿舎費用とガス水道代等が 5 千円であった。 

②労働時間 

1 日 8 時間労働で、残業は 1 年目は月 90 時間、2 年目以降は月 40 時間。 

1 年目は残業時間に規制がなかったので、好きなだけ残業した。しかし、2 年目以降は、42

時間と 80 時間という隔月の規制が行われた。これは生産量に関係なく、単純に残業時間を調
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整するものであった。実習生は規制の範囲内での残業だったが、日本人はそれを超えて残業

していた。生産量が減って仕事がない時もあった。1 年目の規制のない時は、ほとんど毎月

80 時間を超えて働いていた。日本人も夜の 10 時、11 時まで仕事していたので、これが普通

のことだと思っていた。実習生もハードだと思っていないし、日本人も疲れた顔はしていな

かった。 

③作業環境について 

建物は 3 年を経過し、設備は老朽化が若干進んでいた。塗装工場なのに防塵マスクが装備

されていない。塗装のとき粉塵が作業場に満ちている。自分は塗装の担当ではなかったが、

自費でマスクを買った。その後リーダーにお願いしてマスクをもらった。同期の実習生はス

プレーで真っ黒になっていた。どういう理由でマスクを使用しなくなったのかは分からない。

上司や監理団体担当者にマスクをつけるべきと言ったが、それ以上言うなととめられた。 

残業をこなす実習生への周囲の評価は、1 年目はとても働き者という評価であったが、2

年目以上は習熟してくるので、気が緩んで元気がないという評価になった。品質検査でも、

片手で 2 つ、両手で 4 つの重たい部品を地面から上下させることを毎日繰り返していた。朝

8 時から夕方 5 時までの間、2 時間毎に 10 分間の休憩。残業のある日の午後を例にすると、

午後 3 時に 10 分、午後 5 時に 10 分、午後 7 時に 10 分の合計 30 分の休憩をとった。休憩も

労働時間に入った。昼食時間は 1 時間。残業のときは、昼のお弁当を食べたら宿舎にもどる

まで夕食は抜きであった。 

作業環境上の問題として、防塵マスクがないこと以外は特にない。午前中タングステン検

査、午後は大型部品の仕上げで塗料をぬるが、10 分ぐらい粉塵が拡散している。同じ作業ス

ペースで仕事をしていたため防塵マスクが必要だった。 

それ以外は、マニュアルも分かりやすく書かれているし、職場の雰囲気は同僚との人間関

係などのトラブルや問題はなかった。 

作業を進めるに当たり、作業場のリーダーのサインの必要は特にない。担当者が確認済み

であるということでこの検査は終了した。リーダーは自分も作業をしているので、さらに重

点部品について再検査を行う。リーダーの役割は、「確認済み」を実習生に出来るようにさせ

ること、重要部品の再検査をすることである。 

 

（３）生活 

会社の借上げ社宅は 2DK で 4 人から 5 人で住んでいた。1 つの部屋に 3 人。監理団体の借

上げ社宅のときは 3LDK に 7 人で住んでいた。設備はエアコン、冷蔵庫、電子レンジ、シャ

ワーとトイレが付いていたが、テレビはなかった。 

仕事が終わった後は中国人のみで過ごした。日本人の生活指導員（60 歳で定年した日本人

で中国に関心を持っていた）は実習生に親切にしてくれたので生活に不安はなかった。また

班長も優しい人で、仕事が良くできた時はラーメンを度々ご馳走してくれた。 
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５．帰国後の就業状況 

抽出する空気とガスの比重の標準を作る仕事を工場で行っている。今年（2015 年）の 1 月

15 日に入社したばかりで、電子機器制御装置関連の仕事で、設計図、見取り図を見て電気の

取り付け作業を行う。規模は 20 人位の個人経営の会社で、友人の紹介により就職した。賃金

は実習参加前と変らない。 

技能実習の成果としては、品質検査のとき、合格か否かを判断する基準に関して意識が変

った。以前は大雑把だったが、厳密になった。また今の会社に就職できたのは、3 年間日本

で学んだ習慣のおかげだと思っている。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

実習では、賃金が低い、残業が少ない。部屋代が高い時には手取りが減ってしまい収入面

で大きな差となる。同期の実習生の中でも残業が少ないために途中でやめる人がいた。わず

か数万円の手取りとなり、自己負担分が多くなり、実習生のメリットが減ってしまう。アル

バイトをする人もいた。 

技能実習制度は、若い人が参加した方が良いと思う。仮に法改正で延長措置がなされても、

既婚者が 5 年間国を離れるのは難しい。家族のことを考えると実習に専念できない。それで

も日本語が出来る人は行きたいかもしれない。 

実習を成功させるためには日本の会社の責任者が中国のことを理解していることが重要

であるように思う。相互理解と相互尊重が必要だ。 

 

 

事例Ｃ102 Ｊさん 

１．プロフィール 

 鎮江市の 41 歳の男性。2011 年 11 月から 2014 年 11 月の期間で、建築業関連会社で技能実

習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｊさんの最終学歴は中卒。来日前の仕事は、鉄骨加工、線形固定などで経験年数は 20 年

以上であった。技能実習への参加の動機は、参加を決めた当時は中国国内の給与より日本の

給与の方が高かったということ、日本はどういうところか興味があり行ってみたいと思った

ということである。日本への関心は以前から高く、環境が良いということは聞いていた。大

事なことは給与であったが、他の国に比較して日本が一番高かった。 

                                            
2 事例Ｃ10、事例Ｃ11、事例Ｃ12 のインタビューは、同じ日に 3 人が同席して行った。日本での技能実習につい
ては、同じ実習時期、監理団体、実施機関での技能実習であったため事例の記述にあたり手続き等の内容で重
複するものは省略して記載している。 
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３．技能実習生として来日するまで 

技能実習制度は、日本に行ったことのある知人から教えてもらっていた。中国の技能実習

を仲介する会社の募集を見て、給与が良いと思った。 

技能実習の申込みの手続きは、送出し機関が会社を作っており、そこが募集をかけていた。

その会社は、南京に本社がある会社で、各地方に募集するための会社を持っている。管理費

として年 8000 元を支払った。送出し機関がいろいろと世話をしてくれた。渡航費は日本の受

入れ企業が負担した。 

事前研修は、日本語が主な訓練内容であった。技能面は既に熟練していたので、日本の会

社から人が来て技能面に関する面接が行われたが、問題はなかった。保証金などはなかった。 

日本での就労条件や環境などについての事前説明は、日本での部署、宿舎が何人部屋か、

部屋の大きさなどについての説明と所定労働時間が 7 時間 30 分であること、給与や残業など

の労働条件についてであった。中国で契約を結び、日本に行ってから再度契約書に署名した。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

会社は、建築業の上場企業の子会社で、実習を受け入れたのはその支社であった。従業員

は 30 人程度。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

仕事内容は、鉄骨加工、成形の仕事で、作業場は工場の中にあった。訓練指導は、日本語

研修を 1カ月間、先に行った中国人が指導者となって 3日間程度の技能面の研修が行われた。

中国でも同じ仕事だったが、使用する機械が少し違っていた。太い鉄骨は柱(メイン)として

固定し、細い鉄骨を巻きつけるという作業であった。 

【職場の様子】 

作業場は 20 人。配置は、鉄骨の種類により異なる。同じ仕事をしているのは 2 人の中国

人と 1 人の日本人。困ったときや仕事が分からないことは少なかったが、図面の問題のとき

は日本人に聞いたが、自分たちの日本語で充分に意思疎通できた。懇親会は中国人同士で行

い、日本人は参加しなかった。 

職場での仕事のマニュアル化はきちんと整備されていた。特に安全に関するものは毎朝確

認が行われた。 

【労働条件】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金の手取りは、1 年目で残業がないときは 9 万円、2 年目、3 年目の残業がないときは 8

万円、1 年目から 3 年目まで残業があると 20 万円から 30 万円であった。天引きは、社会保
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険料等に加え、宿舎代が 1 万 6 千円であった。食費は自費で毎月 2 万円から 3 万円かかった。 

②労働時間 

1 日の労働時間は 1 年目から 3 年目まで 7 時間 30 分であった。残業は 1 年目の 8 カ月間は

ほとんどなく、10 月から 11 月の 1 カ月間だけあった。日曜日と祝日は休み。2 年目と 3 年目

は残業がつき、最も多いときが月 120 時間で、朝 5 時から深夜 2 時までの就労が 1 カ月間あ

った。 

 

（３）生活 

宿舎は、個人が経営する 3DK のアパートで、1 人 1 部屋（9 ㎡）であった。設備はエアコ

ン、冷蔵庫、洗濯機などが備えられていて、生活関係に不便はなかった。 

 

５．帰国後の就業状況 

2014 年 12 月に帰国し、1 カ月間休み、2 月から働いている。元の会社に復職した。日本に

行ったことは現在の仕事には一切影響していない。日本に行く前に既にリーダーになってい

たから、戻っても同じ仕事をしている。中国の状況が良くなっているので、かなり給料は良

いと思う。 

 

６．技能実習精度の成果と評価 

日本は、職場の設備が良いし、扱う資材の種類も多いので扱い方の勉強ができた。改善す

べき点としては、仕事のローテーションがあれば良いと思った。同じ仕事のみでなくいろい

ろな仕事を経験したかった。 

 

 

事例Ｃ11 Ｋさん 

１．プロフィール 

鎮江市の 43 歳の男性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月の期間まで、建築会社で実習を行っ

た。技能実習は、団体監理型であった。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｋさんの最終学歴は、中卒・学校を卒業後建築業に従事し、来日前の仕事は、鉄骨加工 線

形固定鉄骨加工など経験年数は 20 年以上であった。 

技能実習参加の動機は、当時の中国よりも日本の方が給与が高かったこと、特に技能実習

を実施している他国と比べ日本が一番高かったということ。 

 

調査シリーズNo.144

労働政策研究・研修機構（JILPT）



－86－ 

３．技能実習生として来日するまで 

事例Ｃ10、Ｃ12 と同じ。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

事例Ｃ10、Ｃ12 と同じ。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

事例Ｃ10、Ｃ12 と同じ。 

【職場の様子】 

作業場は 20 人。配置は、鉄骨の種類により異なる。同じ仕事をしているのは中国人 1 の

み。困ったことや仕事上で分からないことは少なかったが、図面に関して作業が分からない

ことが若干あった。しかし、そうした問題の時に日本人に聞く場合でも自分たちの日本語で

充分に意思疎通することができた。懇親会は中国人同士だけで開かれた。 

職場での仕事のマニュアル化はきちんと進んでいた。特に安全に関するものは毎朝確認が

行われた。 

 

【労働条件】 

事例Ｃ10、Ｃ12 と同じ。 

 

（３）生活 

事例Ｃ10、Ｃ12 と同じ。 

 

５．帰国後の就業状況 

2014 年 12 月に帰国し、3 月から元の会社で働いている。日本に行ったことは現在の仕事

には一切影響していない。日本に行く前に既にリーダーになっていたから、戻っても同じ仕

事をしている。かなり給与は良い。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

技能実習で修得したことは、マネジメントの仕方、機械設備の扱い方などで、日本での経

験はたいへん勉強になった。改善点としては、日本人より良くやっているのに給与が低いの

で改善してほしい。 
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事例Ｃ12 Ｌさん 

１．プロフィール 

鎮江市の 37 歳の男性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間で建築業の会社で技能実

習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｌさんの最終学歴は中卒。来日前の仕事は、鉄骨加工 線形固定などで経験年数は 10 年

以上であった。技能実習への参加の動機は、日本は給与が高いこと、中国での待遇は低かっ

たし、海外に行ってみたいという気持ちもあった。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

事例Ｃ10、Ｃ11 と同じ。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

事例Ｃ10、Ｃ11 と同じ。 

 

 

（２）実習内容 

事例Ｃ10、Ｃ11 と同じ。 

 

（３）生活 

事例Ｃ10、Ｃ11 と同じ。 

 

５．帰国後の就労 

2015 年 4 月から働く予定。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本では管理の方法が中国より良いので、管理面が勉強になった。改善点としては、日本

人より技能実習生は良くやっているのに賃金が低く設定されているので、改善してほしい。 

 

 

事例Ｃ13 Ｍさん 

１．プロフィール 

鎮江市の 33 歳の男性。塗装の会社で 2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間で実習を
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行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｍさんの最終学歴は中卒で、来日前は、70 人から 80 人規模の個人経営の会社に 2 年勤務

し、船の上の大型機械のカビ防止のための塗装作業を行っていた。それ以前はアパレル関係

でパッケージ包装の会社で勤務時間表の作成など、管理者として生産管理を 10 年間行ってい

た。 

技能実習参加の動機は、お金を稼ぐためである。日本に行った友人が多く、技能実習で得

た収入で溶接の小さな会社を経営している者もいる。また、そうした友人たちを見ていて、

日本でのさまざまな経験が役立つと思った。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

日本の受入れ監理団体に直接連絡を取り、そこから上海の労務輸出会社で面接を受けるよ

うにという指示を得た。受入れ会社にいる中国人の知り合いでその人が日本の監理団体と連

絡をとってくれた。この段階で日本へのビザ取得費用、上海での 3 カ月間の日本語の訓練費

用として 2 万元を支払った。渡航費は会社が支払った。面接は、日本の受入れ監理団体と受

入れ会社からの人も来て行われた。面接のほか技能テストも受けたが不合格になることはな

かった。1 年に 3 人を派遣するので試験を受けてみるようにといわれた。アーク溶接、塗装、

機械の 3 つの仕事が提示され、塗装を選択した。 

事前研修の内容は、主には日本語、標語や交通安全など日本での生活に関する内容の研修

を受けた。受入れ企業の所在地や労働条件などについても説明を受けた。具体的には、作業

環境、勤務時間、待遇についての説明であった。日本については、中国でイメージしていた

よりも実際の方がずっと良かった。保証金や違約金についての契約などはなかった。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

実習実施機関は、岐阜の地元大手企業の下請け会社で、従業員は 40 人程度。 

 

（２）実習内容 

【仕事の内容】 

来日したあと、1 カ月の日本語研修と交通安全など日本での暮らし方の研修を受けた。ま

た、身体検査も受けた。実習内容は、塗装の仕事で、スーパーの非常口ドアの塗装などを行

った。具体的には、工場内で塗装を行い、現場で上塗りをするというものであった。1 年目

から 3 年目まで仕事は同じで、工場内での具体的作業は、原材料を成形して溶接を行い、そ

の資材に鍵を取り付け、さらに塗装を施すという流れの中で、塗装のみをやっていた。 
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年間を通して毎月 5 万個、5 千個を生産するという生産計画が決められていて、計画にそ

って生産していくという方法であった。仕事に慣れるまでには、1 カ月くらいかかった。仕事

は、枠とドアの塗装で、元請け会社にも中国人の実習生がいて、同じ仕事をずっとやってい

る。受入れ会社への配属の振り分けは受入れ団体が決めている。実習から 1 年で資格を取っ

た(技能実習鑑定証書のこと)。 

【職場の様子】 

工場内には、日本人 30 人、中国人 9 人（毎年 3 人ずつの実習生）、ブラジル人 1 人の従業

員がいた。仕事は中国人の先輩が教えてくれた。日本人のリーダーはいたが、中国人には中

国人が教えていた。同じ工程には 3 人が就いていたが、1 人が日本人で 2 人が中国人であっ

た。日本人は主に発送や出荷作業を担当していた。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

手取りは、1 年目は時給 750 円×7.5 時間×22 日で 12 万円ぐらい。2 年目以降はこれに 2000

円が毎年プラスされた。天引きは社会保険料以外に宿舎、光熱費として 1 万 5 千円。食費は

昼食代 200 円(会社と自己で折半)、朝と夜の食費は自費であった。 

②労働時間 

労働時間は、1 日 7 時間 30 分、残業は毎日 2 時間から 3 時間で月平均 60 時間ぐらい。3

年間同じ。土日は休み。夏は残業なし。 

③作業環境について 

塗装は換気が大事だが中国よりきちんとしていた。毎年 2 回の健康診断を受けた。防毒マ

スクを着用するなど安全に配慮されていた。作業場の壁には表が貼ってあり、塗装の有毒性

について書かれていた。3 年間健康診断は必ず受けた。 

職場の雰囲気としては、会社で毎年一緒に忘年会をやった。班長がよく世話をしてくれた

が、班長の奥さんは中国語を勉強していて積極的に話しかけてくれ、旅行にも一緒に行った。 

 

（３）生活 

宿舎は、新しいアパートで、2 階建ての 3ＤＫの間取りであった。1 人 1 部屋で 1 人あたり

10 平米程度の広さであった。設備はすべてそろっていた。4 部屋借りていた。 

禁止事項は日本人と同じ。不自由な点は特になかった。以前には 3 年間の実習が出来なか

った人、身体を壊した人もいると聞いていたが、実習中はそのようなことはなかった。Ｍさ

んたちが帰るとき、社長はまた来ないかと声をかけてくれた。 

 

５．帰国後の就業状況 

実習参加前と同じ会社に勤め、塗装の仕事をしている。給与は高くなっていて、日本での

経験が役に立っている。部門の責任者になった。現在の仕事の仕方は、日本で学んだ方法に
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変えた。監督の方法や工程のあり方を変えたが、会社も賛成してくれた。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

仕事を通じて様々なことが勉強になった。生活環境も良かった。帰国後に免許をとったが、

車の運転をするときも他の中国人より素質が良いといわれた。日本での経験が自律性を育て

てくれたおかげだと思っている。 

技能実習の改善点としては、作業環境や生活条件が悪いところがあると聞いている。外国

人登録証やパスポートをとり上げたり、買い物に自由に行かせないなどの制約を加えたり、

契約が守られていないという話も聞いている。そのような状況は改善されるべきだと思う。

（Ｍさん自身はそのようなことはなく、一般論としてとのコメントだった。） 

 

 

事例Ｃ14 Ｎさん 

１．プロフィール 

泰州市の 31 歳の女性。2011 年 11 月から 2014 年 11 月までの期間で、縫製工場で技能実習

を行った。実習は、団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｎさんの最終学歴は中卒。来日前の仕事は、繊維・服装（日本の高級下着メーカーの製品）

の下請工場で働いていた。 

技能実習参加の動機は、会社の薦めもあり、技術を高めたい、日本語能力、管理能力を高

めたいと思ったので会社の公募に応募した。日本での生活を経験してみたかったということ

もある。2007 年に来日前の会社に入社以来、毎年技能実習生を見てきたので自分も行きたい

と思っていた。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

会社が日本で技能実習を行う人材を選抜して、送出し機関への推薦を行っている。 

送出し機関との関係では、技能実習参加の選抜に合格した場合、1.5 万元から 2 万元を送

出し機関に支払う。これは、パスポート取得、検診、ビザ取得、160 時間の日本語研修、日

本語試験を受験し合格者に授与される泰州市発効の日本語検定証書等の費用であった。日本

側の選抜では、受入れ監理団体である協同組合の理事長が中国に来て面接を行った。同理事

長は、2 カ月に 1 度来中している。渡航費は日本側が負担した。違約金はない。 

来日前に事業の説明、労働条件、会社規模、所在地などの事前説明があった。事前説明内

容と実際は同じであった。 
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４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

繊維・服装業で婦人子供服を生産している愛媛県の会社である。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

どのようなデザインでも縫製が可能な人材育成をめざし、3 年間を通じて同じ作業を行う。

衣服・下着のすその処理や平 2 本縫いなどかなり高度な縫製を行う。4 人 1 組ですべての工

程が行われていたが、6 人 1 組工程が時期に編成され、この工程では中国よりも複雑なもの

を扱うこともあった。仕事の指導は、中国人実習生同士で教えあう部分と、日本人が教えて

くれる部分がある。日本人の指導員は 50 歳代の勤続の長いベテランの女性であった。 

【職場の様子】 

受入れ企業には、中国人実習生だけで 70 人、日本人は 50 人から 60 人が働いていた。中

国人実習生は、1 期 17 人から 18 人が来ていた。日本人はデザインやサンプルの出荷を担当。

彼らの雇用形態は分からないが、多くは正社員かもしれない。パートタイマーもいたと思う。

この会社では 30 年来、中国工場で日本から帰国した中国人技能実習生が人材として貢献して

いるが、現在も指導は中国人実習生同士での教え合いが基本である。約半月で 1 人で仕事が

できるようになる。技能実習では、管理面、技術力はよくわからないが、各工程で学ぶとこ

ろが多かった。中国と日本の違いもよくわからないが、強いて言えば、日本の職場の方が静

かだった。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

3 年間で手取りは 300 万円ぐらい。天引きされているのは、社会保険料、宿舎代、光熱費、

水道代など。食事は自炊。毎週水曜日には野菜が支給された。 

②労働時間 

労働時間は、1 日 7 時間 30 分。残業は 1 時間程度。土日祝日は休み。 

③作業環境 

中国と同じだが、どちらかというと中国より静かな環境である。仕事の教え方は分かりや

すい。職場の雰囲気は良かった。昼休みにスーパーマーケットに実習生が皆そろって行ける

ように配慮されていた。病院へもいつでも行けるように配慮されていた。 

 

（３）生活 

実習生のための宿舎が用意されており、男女別で 1 階が食堂、風呂、キッチン、娯楽室、

2 階が 1 部屋に 7 人から 8 人の構成で 8 部屋あった。 

生活面のサポートとしては、果物が支給され、毎月のようにぶどう狩りやみかん狩りに連
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れて行ってもらった。年 1 回の社員旅行もある。生活指導は特になかった。日本の生活には

不自由はなかった。 

 

５．帰国後の就業状況 

実習参加前と同じ会社で同じ仕事をすることが決まっていた。ショーツ(婦人下着)の縫製

を長期に渡り担当している。ショーツの縫製は他のインナーに比較すると難しい。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

3 年間、日本に行っても完全ではないので、3 ヵ月か 4 ヵ月単位の短期で派遣し、訓練し直

すような制度があればよいと思う。そうした訓練を通じて技術も向上するし、帰国後の職位

も上がる。 

改善点の要望は特にないが、期間が 3 年間でなく 4 年や 5 年など延長されれば、なお良い

のではないかと思う。 

 

 

事例Ｃ153 Ｏさん 

１．プロフィール 

蘇州市の 39 歳の女性。機械・金属生産の会社で 2012 年 9 月から 2014 年 10 月までの期間

で実習を行った。企業単独型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｏさんの最終学歴は中卒である。機械金属製品生産の会社に入社し、入社して 2 年勤務し

た後、1 年間日本で研修を受けた。その後 4 年を経て 2 年間日本での実習に参加した。来日

前の直前の仕事は、検査の仕事で 2 年間携わっていた。入社前は日系のアパレル会社に 10

年勤めた経験がある。 

技能実習に参加した動機は、自分の技能を高め、視野も広めたいと思ったから。勤務先の

会社内に日本での技能実習制度があり、勤務態度がよければ日本に行けるので、自分も申込

んでみようと思った。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

中国での勤務先は、実質的に日本企業の中国工場で、実習は中国の勤務先会社からの派遣

の扱いであった。実習の決定は、会社の責任者との面接とその後の日本の受入れ会社の社長

                                            
3 事例Ｃ15、事例Ｃ16、事例Ｃ17 のインタビューは、同じ日に 3 人が同席して行った。日本での技能実習につい

ては、同じ実習時期、監理団体、実施機関での技能実習であったため事例の記述にあたり手続き等の内容で重

複するものは省略して記載している。 
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との面接で行われる。保証金はないが、違約契約を結んだ。内容は、日本に派遣中の日本で

の基本給、社会保険料を中国の会社が支払うが、日本から戻って 3 年間は勤務しなければな

らないというもの。転職するような場合には 1 年分の給与を差し押さえるというもの。 

事前研修としては、会社で仕事をしながら、日本語の勉強を就業時間後に 1 カ月間行った。

事前説明は、仕事の内容、住居、勤務時間などであった。実際の日本での環境はすべて説明

どおりだった。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

中国での勤務先の親会社で埼玉県にある機械金属製造工場。工場の従業員数は、40 人から

50 人であった。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

2007 年 8 月から 2008 年 8 月の 1 回目の派遣（1 年間）では座学が中心の研修内容で、作

業は検査の仕事であった。2 回目になる今回の実習も、1 年目は勉強が中心で金属 2 級の証書

を取得、製造と検査（具体的には部品の目測、サイズ、異物や欠損がないか、バリがないか

どうか）の作業を行った。 

【職場の様子】 

 工場の規模は 40 人から 50 人。作業場の編成は、作業量に合わせて、1 人のときと 2、3 人

のときがある。また、すべて中国人のときと日本人が入るときとがあった。たとえば生産量

が少ないときは 1 人、生産量が多いときや取り付ける部品が多いときは 3 人といった様子で

ある。工場長は 63 歳ぐらいの日本人で、作業長は 30 代の日本人、7 年、8 年勤続の従業員が

検査責任者として 2 人から 3 人いた。仕事を教えてくれたのは日本に帰化した中国人の女性

でフルタイム勤務の人だった。親しみやすく、分かりやすく説明をしてくれた。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は、手取りが 1 年目は 13 万円から 14 万円、2 年目は、12 万円から 13 万円であった。

天引きは、社会保険料以外では、光熱費が 3 千円、宿舎代が 2 万円。食費は自費。 

②労働時間 

1 日 8 時間労働で、午前 9 時から午後 5 時までが定時、その間に昼食休憩が 1 時間であっ

た。残業は 2 時間から 3 時間、土日祝日は休み。3 年間同じであった。 

③作業環境 

中国と日本はほとんど同じで、日本の方が生産や作業のペースが速い。禁止されたことは

特にない。不自由を感じたことも特にない。自炊しているので食事は自分で作る。工場のト
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ップが正月にご馳走をしてくれる。職場の雰囲気もとても良く、みんな親切であった。実習

生のために旅行を企画し、食事に招待してくれた。年 1 回、ディズニーランドや千葉の海岸、

牧場に旅行、富士山や東京タワーへ出かけた。 

 

（３）生活 

宿舎は、会社に近い場所に新しいマンションがあり、3LDK の間取りで、1 部屋に 2 人で合

計 6 人が同居していた。1 人あたり 10 ㎡から 8 ㎡のスペースで、設備はほとんどそろってい

る。他にもう 1 部屋あり、やはり 6 人が同居していた。自転車が 1 人 1 台与えられた。生活

指導は日本人の主任が行い、日本に帰化した中国人が通訳をしてくれた。 

 

５．帰国後の就業状況 

日本での実習前は検査の仕事だったが、現在は製造の仕事をしている。製造は製造手当が

あるので賃金が上がったが、それ以外に変化がない。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本人は、仕事が真面目で積極的である。日本での経験を通じて意識が進歩した。生活は

節約の習慣が身についた。また、規則正しい生活が出来るようになった。 

今後は日本で学んだ技術をさらに活かしたい。自分の長所を伸ばしていきたい。 

 

 

事例Ｃ16 Ｐさん 

１．プロフィール 

蘇州市の 32 歳の女性。2012 年 9 月から 2014 年 10 月までの期間で埼玉県の機械・金属製

造工場で技能実習を行った（事例Ｃ15 と同じ）。企業単独型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｐさんの最終学歴は高卒。来日直前の 6 年間は工場の品質管理部門に従事していた。 

技能実習参加の動機は、生活条件をより豊かにするため、会社に技能実習制度があることを

知り、勤務態度がよければ日本に行けると知ったので、自分も申込んでみようと思った。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

事例Ｃ15、Ｃ17 と同じ。 
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４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

事例Ｃ15、Ｃ17 と同じ。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

1 年目は座学が中心で、製品(電子部品、パソコン、携帯部品)の目測検査で欠品を探す検査

の仕方を勉強した。2 年目は別の工場で人手が足りないときに、自分で機械を操作しての部品

製造、製品の包装、材料の切断などの作業を行った。機械を操作するためには金属機械証書

が必要だが、3 カ月勉強してそれを取得した。工場の現場でも勉強したが、他に社内で理論的

なことについて研修を受けた。日本人の先輩が来て講義してくれたが、実践的なことについ

ては、外部から専門家が来た。中国では、検査と製造をわけて採用するが、日本では 1 人の

従業員がどちらもやる。 

【職場の様子】【労働条件等】 

事例Ｃ15、Ｃ17 と同じ。 

 

（３）生活 

事例Ｃ15、Ｃ17 と同じ。 

 

５．帰国後の就業状況 

帰国後も仕事はそのままで変わらない。実習に出る前は、班長だったが、日本から帰って

きたら普通の職員に降格されていて職務手当が取り消された。給与が下がった。 

日本での勤務期間も職歴に入れてくれているので基本給は上がったが、職務手当がなくな

ったので全体では下がってしまった。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

仕事の仕方は、日本の方が中国より効率がよい。生活面でも節約を学んだし、規則正しい

生活ができるようになった。将来的には、自分で起業して新しいものを創造したい。 

改善点としては、日本語の無料講座を行ってほしい。日本語ができない中国人の交流の場

を設けてほしい。休みの日にどのように過ごしたら良いかわからないので、サポートしてほ

しい。 
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事例Ｃ17 Ｑさん 

１．プロフィール 

蘇州市の 23 歳の女性。実習期間は、2012 年 9 月から 2014 年 10 月の期間で、埼玉県の機

械・金属製造工場で技能実習を行った（事例Ｃ15、Ｃ16 と同じ）。企業単独型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｑさんの最終学歴は中卒。来日前は、工場の生産ラインに従事していた。入社して 2 年で

3 年間日本へ技能実習生として派遣された。技能実習への参加の動機は、技能を高め、視野

を広めたいという希望による。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

事例Ｃ15、Ｃ16 と同じ。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

事例Ｃ15、Ｃ16 と同じ。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

1 年目は、中国で製造したものと同じ部品を日本で製造した。2 年目は製造に関わる作業

や試験を受けた。また、新しい研修生がきて製造関係は彼らが担ったので、検査の仕事を主

にしていた。3 年目も製造と検査を行った。作業の分担は期間で決まるわけではなく、逐次

のニーズに応じて両方を行った。日本の管理者（主任）の指示により仕事はいろいろと変っ

た。 

【職場の様子】【労働条件等】 

事例Ｃ15、Ｃ16 と同じ。 

 

（３）生活 

事例Ｃ15、Ｃ16 と同じ。 

 

５．帰国後の就業状況 

仕事の内容も待遇も日本へ行く前と同じである。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本では、日本人や中国人の区別なく協力して仕事をすることを学んだ。仕事で仲間と団
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結することを学んだ。生活面では独立心が強くなった。家事ができるようになった。 

機会があれば新しい経験をさらにしたい。別の仕事もしてみたいと思っている。 

 

 

事例Ｃ184 Ｒさん 

１．プロフィール 

上海市の 23 歳の男性。2012 年 9 月から 2014 年 9 月までの期間、機械・金属製品生産の会

社で技能実習を行った。企業単独型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｒさんの最終学歴は技術系短期大学（中卒後 3 年間の専門学校）で機械・電子一体化を学

習した。卒業後現在の会社に入社し、機械・金属製品製造に 4 年間従事。来日直前には、製

造ラインの班長を務めていた。所持資格は短大在学時に電子中級資格取得、デジタル制御や

電子の分野の技能証書を取得。 

技能実習参加の動機は、日本に親戚がいたので日本を身近に感じていたことと日本は管理

の仕方や設備が進んでいるので勉強したかったためである。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

参加のための手続きは、会社内での公募に日本語の研修を受けて応募し、社内選抜を経て

派遣が決まった。会社側は、20 年以上の勤続年数の人を優先的に日本に送っていたが、2012

年以降、日中関係の緊張と円安の影響で応募者がいない状況であった。かつては中国での給

与が 2000 元のところを日本では 8000 元もらえた。しかし、最近では中国でも 5000 元に給与

が上がっており、日本は物価が高いのでメリットを感じる人が少なくなった。 

派遣のための研修は、基本的な日本語、日常語を学習した。日本語の試験で 50 音をさす程

度のもの。仕事関係の日本語は社員ならばだいたい理解し話すことができる。しかし、日常

語については日本人がいないので自分で勉強するしかない。研修は週 1 回で 2 カ月間、朝の

9 時から午後 4 時までの研修を合計 8 回受けた。 

渡航手続きは会社が行い、違約保証金を会社に 3000 元預けた。2 年間実習を行うので帰国

後最低 2 年間は勤務する。事前説明は会社の場所、工場の配置、給与、労働条件、残業状況、

3 交代制であること、1 日の労働時間についてなどであった。来日して働いてみて大きな違い

はなかったが、日本は税金が高い。事前説明では税込みで聞いていたので手取りはかなり少

なく感じた。中国での給与と変らない。会社内では、日本に行きたいと思う社員のインセン

                                            
4 事例Ｃ18、事例Ｃ19 のインタビューは、同じ日に 2 人が同席して行った。日本での技能実習については、同じ

実習時期、監理団体、実施機関での技能実習であったため事例の記述にあたり手続き等の内容で重複するもの

は省略して記載している。 
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ティブは、金儲けではなく、勉強をしたいということである。日本での配置は、日本に行っ

てから親会社が決めた。 

日本に行くための選抜試験は、まず社内の面接試験があり、日本に行くことが決まった人

がＴＶ会議システムで日本側の面接を受け、それに合格すると部門試験として 2 回の試験を

受ける。1 回目は 50 音図を暗記して書くという試験、2 回目は日本語のあいさつであった。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

 中国で勤務している工場の日本の親会社。新潟県長岡市にあり、1000 人以上規模、実習生

は 50 数名、現在はいない。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

2003 年から実習生受入れをはじめたが、2012 年で受入れを中止した。理由は給与レベルが

日本も中国も同じなので、中国人からの実習参加希望者がいなくなったことによる。 

2 年間の技能実習では、基盤に部品を貼り付ける仕事で中国と同じ仕事であった。LED、

オームなどを基盤に貼り付けるオペレーション。覚えるまでには 1 カ月の研修を受け、それ

以降は独力での作業となる。中国での仕事との違いは、日本の方が工程が複雑で、組立が中

国より後段階の仕事となっている。日本での仕事の方が難しい。 

【職場の様子】 

作業は 1 ライン 1 人(8工程)。1 日 8 時間で 1000 個の基盤に部品貼り付けを行う。大きな部

品のときは 500 個。チームは 5 人で 3 交代。15 人のうち 2 人が実習生。残りは日本人で正社

員もいれば契約社員もいる。職場全体では、生産ラインは 3 つ。3 人が部品貼り付け、1 人が

補助作業で、部品はそれぞれ異なるがそれを新しく調達する担当がいた。班長は、生産計画

を作成し、仕事のオペレーションを調整して作業員に指示を与える。 

仕事を教えてくれるのは班長で、仕事で分からないことは昼間は通訳を介して相談し、夜

は直接班長と交流した。機械の設備不良は他の人はわらかないので班長に聞いた。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

天引き後の給与は、2 年間通じて 8 万円。天引きは、社会保険料以外では、宿舎代の 1 万

1 千円。食費は自費。 

②労働時間 

3 交代で 8 時間労働。残業はほとんどない。土日祝日が休み。 

③作業環境 

日本は、たとえばセンサーなど設備が中国よりも進んでいた。 
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仕事の教え方については、わからないことがあれば分かるまで聞けといわれ、実践した。 

職場の雰囲気は、社員同士の交流が活発で良かった。 

 

（３）生活 

宿舎は 3 階建ての寮。2 階が寝室で 1 階はキッチンであった。20 平米の 1 部屋に 2 人で居

住した。生活設備はほとんどそろっていた。日本人とは日々連絡を取り合っていた。注意さ

れていたことは、夜自転車に乗るときは点灯すること、傘差し運転はだめ、門限は 10 時、部

屋内でタバコを吸ってはいけないなど。また、1 階には終業後 2 時間以上いてはいけないと

決められていた。日本人の管理人がいた。男子寮と女子寮の交流は禁止されていた。 

不自由なことは、門限と、タバコ、仕事が終わってからリビングに長くいられないこと。

また、リビングでの滞在時間が仕事後 2 時間というのは翌日の仕事に悪影響だからというこ

とだったが、不自由を感じた。 

 

５．帰国後の就業状況 

技術部で工程の設計デザインの仕事をしている。日本に行く前は工場勤務だったが、現在

はオフィスで働いている。ホワイトカラーに近い仕事になった。実習に参加したことで職位

や給与が高くなった。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本に行ったことで、中国よりもさらに進んだ技術や機械があることがわかった。視野を

広めることが出来た。改善への希望は、給与をもう少し上げてほしい。 

 

 

事例Ｃ19 Ｓさん 

１．プロフィール 

上海市の 24 歳の男性。2012 年 9 月から 2014 年 9 月までの期間、機械・金属製品生産の会

社で技能実習を行った。企業単独型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｓさんの最終学歴は、技術系短期大学（中卒後 3 年間の専門学校）で、デジタル制御を専

攻した。短大卒業後同社に入社。来日前の仕事は、生産ラインの機械オペレーターで、代替

でどのような作業でもこなす。所持資格はデジタル制御証書とデジタル制御や電子の分野の

技能証書である。技能実習参加の動機は、日本の方が管理や設備が進んでいるので勉強した

かったためである。 
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３．技能実習生として来日するまで 

事例Ｃ18 と同じ。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

 中国で勤務している工場の日本の親会社。新潟県長岡市にあり、1000 人以上規模、実習生

は 50 数名、現在はいない。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

中国でも日本でも仕事内容は同じで、製造組立ラインでＣ18 のＲさんの後工程の仕事であ

った。 

【職場の様子】【労働条件等】 

事例Ｃ18 と同じ。 

 

（３）生活 

事例Ｃ18 と同じ。 

 

５．帰国後の就業状況 

Ｃ18 のＷさんと同じく、実習前は工場の生産ラインの仕事をしていたが、帰国後は、技術

部でオフィスに机で行う仕事、具体的には、オペレーションのプランを作る仕事をさせても

らっている。実習に参加したことで、職位と給与が高くなった。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本に行ったことで、さらに進んだ技術や機械があることがわかった。視野を広めること

が出来た。日本人は真面目で、お金だけで働くのではなく、仕事を人生とつなげて考えてい

る。日本人の働き方が勉強になった。改善への希望としては、税金や社会保障の天引きにつ

いてなんとかならないだろうかと思った。 
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ベトナム 

事例Ｖ１ Ａさん 

１．プロフィール 

ハノイの 25 歳男性。2011 年 11 月から 2014 年 11 月までの期間で、機械金属生産の会社で

技能実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ａさんの最終学歴は、工科短大卒で、職務経験は実質的にない。日本に行く前に 1 カ月間

プレス関係の勉強のためにベトナム国内で研修に参加した。所有する資格は、ハノイ工科短

期大学卒業証書（自動車機械）と日本で取得した金属プレス加工 2 級の資格である。 

技能実習参加の動機は、海外にでることは勉強になると思った、特に日本を知りたかった

ことと、家族のために貯金をしたかったこともあった。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

大学内に LETCO（ハノイ工科大学人材養成派遣有限会社）という労務輸出会社があり、

そこを通じて技能実習制度を知った。希望する業務である機械分野で募集があった。LETCO

は、大学とは別組織だが大学の直営会社である。大学では機械を学んだので、卒業後にこの

分野の募集に応募して実習に参加した。 

技能実習生の選抜については、書類選考の後、一般教養についての試験とプレス技能に関

する試験を受けた。合格後に実習生受入れを希望する日本のプレス関係の企業を紹介された。

日本企業の担当者との面談、機械操作の実技試験を受けた。Ａさんの時は、10 人が受験し 3

人合格した。 

研修は、日本語を 6 カ月から 1 年間（企業により研修期間は異なり、ビザを待つ時間にも

よっても異なる）学ぶというものであるが、ハノイ工科大学日本センターで 6 カ月間の終日

研修を受けた。加えて、ベトナム日系企業での実務研修を 1 カ月間受けた。研修期間中の賃

金や手当てはなく、すべて自己負担だった。監理団体が負担する場合もあるが、費用は原則

的に自己負担で、4 から 6 カ月間の研修が基本であった。費用は、1 コースが 400 ドル（4 カ

月間）から 600 ドル（6 カ月間）であった。その他の費用は、渡航費用が 4500 ドルで労務輸

出会社に支払った。帰国後に 1000 ドルが返還された。違約補償金は支払っていないが、違約

したときには 2 万 5000 ドルの罰金を払うという契約をした。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

実習を行った会社は、名古屋市の従業員数 50人程度で、自動車部品を扱う金属プレス加工

会社であった。敷地内に本社と工場があり、ベトナムからの実習生 2 人以外は日本人が働い
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ていた。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

作業は、自動車部品に目印をプレスする仕事で、最初の 4 カ月は溶接を担当した。最初の

2 時間は先輩から指導を受けたが、その後は OJT による作業での仕事であった。5 カ月目か

らプレスの仕事に入った。具体的な作業はさまざまに異なる金型で 1 台の機械を使って様々

な作業を行うというものであった。 

最初の溶接の作業は、小さい部品をロボットのところにおくだけであったが、慣れるまで

に半日かかった。完全に 1 人でできるようになるまでに 1 カ月から 2 カ月以内の期間がかか

った。実習期間中に日本語検定 2 級を受験したが、不合格だった。 

【職場の様子】 

 溶接の仕事のときは、作業者は 7 人から 8 人で、労働時間は午前 8 時から午後 5 時まで、

残業は 2 時間程度であった。従業員の構成は 5 人が実習生、4 人が日本人で作業の際には必

ず 1 人日本人が入った。日本人は 50 代から 60 代の正社員であった。 

プレスの仕事の作業者は基本的に 4 人で、繁忙期は 5 人であった。1 人で 1 台分の自動車

部品を担当した。作業者の構成は 2 人の実習生と 2 人の日本人で、日本人はやはり 50 代から

60 代の正社員であった。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

1 年目が時給 758 円、2 年目と 3 年目は時給 800 円で、手取りは月 8 万 400 円程度（残業

のあるときは 10 万円から 13 万円）。天引きは社会保険料（4 千円から 8 千円）以外、宿舎代、

光熱費が 4 万円から 5 万 3 千円であった。食費は基本的に自炊であったが、昼食の弁当代は

半分自己負担で 4000 円であった。 

②労働時間 

労働時間は 1 日 8 時間（12 時から 45 分間が昼食休憩）で土日は休みの週 5 日勤務であっ

た。残業は、通常は 1 カ月 30 時間程度で繁忙期は土日出勤分を合計して月 60 時間程度であ

った。1 カ月に 2 回ぐらい休日出勤があるが、業務命令というより自発的に働いていた。 

③作業環境 

工場の機械設備はやや古く、何年も使い込んだ感じのものであった。安全面では、機械は

整備され、防護服が完備されていた。安全第一で機械にむやみに近づくとストップするよう

になっていた。 

職場環境は人間関係も含めて良かった。ミスがあると注意されるが、休憩時間にはいろい

ろと話をするなど日本人はとても親切にしてくれた。会社が忘年会などの親睦会も開催して

くれた。また、3 年間に 1 度だけだが、観光旅行にいくためのチケットを支給してくれたの
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で、名古屋城へ行った。 

 

（３）生活 

宿舎は、アパートで 3 部屋を借り 1 部屋に 1 人が住んでいた。ストーブとエアコンがなか

ったが、それ以外の設備はほとんど揃っていた。生活指導は日本人が行い、監理団体から派

遣された担当者が最初の 1 カ月間は特に丁寧に教えてくれた。 

禁止事項はなかった。法律違反をしないことや近所に迷惑をかけないことといった常識に

ついて指導があった。門限は特になかったが、翌日の仕事のことを考えて仕事が終わると早

く帰宅した。生活指導担当者は真面目で信頼できる人だった。 

 

５．帰国後の就業状況 

現在は、起業準備をしている。日本で修得したことを活かしたい。工業団地で働くと不自

由になってしまうので工業団地で働こうとは考えていない。働くとしたら、ホテルやレスト

ランで働くことを考えている。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

技能実習に参加して良かった点は、日本人の仕事の方法、生活の仕方を学ぶことが出来た

こと。たとえば、生活面ではゴミの扱い、仕事面では段取りの仕方などが特に勉強になった。

希望する改善点としては、現在は日本で働く期間は 3 年間以下であるが、労務輸出であるこ

とを考えると 3 年から 4 年は必要ではないかと思う。 

 

 

事例Ｖ２ Ｂさん 

１．プロフィール 

ハノイ在住の 25 歳の女性。2011 年 11 月から 2014 年 11 月までの期間で、縫製会社で技能

実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｂさんは、来日するまで台湾系企業でプラスティック成形の仕事を 3 年間行っていた。 

参加の動機は、ベトナムで日本語を学ぶことは難しいので、日本へ行って学びたいと思っ

たことによる。また、ベトナムとは異なる日本の文化風習、日本人の厳しい仕事の仕方を学

びたかった。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

労働輸出会社に自動車の椅子（シート）の縫製の仕事で申し込んだ。事前研修は、AIC と
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いう会社で行われ、その内容は 4 カ月間の日本語学習だった。違約契約を結んだが、その際

に 5000 ドルをデポジットとして支払った。この金額は帰国後全額返還された。日本に行って

からの仕事内容、労働条件、生活環境については事前説明があり、説明内容は実際と同じだ

った。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

実習を行った会社は、静岡県浜松市の縫製工場であった。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

仕事内容は縫製で 3 年間同じ仕事であった。ベトナムでの仕事と同じで自動車の椅子（シ

ート）の縫製の仕事である。 

【職場の様子】 

職場リーダーは日本人、社長はよく職場で作業に立ち会ってくれた。従業員数は会社全体

では 10 人程度、作業場の従業員数は 3 人で、Ａさんを含め 2 人が技能実習生であった。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

1 年目の手取りは 13 万円。2 年目は 13 万 1 千円、3 年目は 13 万 4 千円であった。残業代

は 1 時間当たり 900 円強であった。 

②労働時間 

1日の標準労働時間は 8時間で、実際に就業した時間は午前 8時から午後 7時 30分までで、

残業が 2 時間程度であった。残業は 1 カ月 40 時間くらい。 

③作業環境 

1980 年生まれで勤続 10 年の日本人管理者（職位は不明）が仕事を教えてくれた。 

 

（３）生活 

宿舎はアパートで 2 部屋に 1 人か 2 人、生活設備は十分であった。禁止事項はなかったが、

生活上指導されたことは帰宅時間が遅くならないようにということ。宿舎の管理者は親切で

付き合いやすい人だった。 

 

５．帰国後の就業状況 

帰国後 1 カ月経っていないが、現在は労務輸出会社（日系企業）で書類整理の仕事をして

いる。賃金は以前より高くなった。未経験の仕事なのでミスすることなく仕事をするよう注

意している。縫製から書類整理に仕事を変えたのは、働くのであれば日本で学んだ日本語を
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活かしたい、日系企業で働きたいと思っていたからである。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本人は時間に厳しく、仕事の仕方、管理の仕方が勉強になった。技能実習制度で改善し

てほしい点は、日本での生活に不自由しないように、ベトナム人が日本語をもっと話せるよ

うになるためのクラスを設置するか、そうしたクラスについての情報を提供すること。今後

さらに日本で勉強する機会がほしい。 

 

 

事例Ｖ３ Ｃさん 

１．プロフィール 

ハノイ在住の男性で、24 歳。2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間、NC 機械（機械・

金属製品製造）の会社で技能実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｃさんの最終学歴は、工業短大卒。実習に参加する前は、2 年 3 カ月間木材加工会社で木

製ベッドを製造していた。また、日本語を週 2 日から 3 日、自費で学んでいた。 

技能実習参加の動機は、日本人の仕事の方法や日本語を勉強したかったこと。周囲に技能

実習に参加した人が数人おり、皆、再度日本で勉強したいという希望を持っていたことなど。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

ハノイにある VINATEX という労務輸出会社に申し込んだ。書類を提出して 1 カ月間の日

本語研修を受け、日本人の面接を受けた。これに合格した後、6 カ月間の研修があった。研修

費用は、食事代、宿泊代で 1000 ドルであった。渡航費用は日本側が負担した。違約金や解約

した場合どうするかなどの契約については覚えていない。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

技能実習は、広島の規模 30人程度の会社で行った。会社には、ベトナム人の技能実習生が

8 人おり、他に中国人と日本人が働いていた。実習参加の同期は 1 人だが、帰国時には実習

生が 9 人いた。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

3 年間のうち最初の頃は、NC 機械でベッドに穴を開ける作業を行った。同じ仕事をしてい
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たのは、ベトナム人が 2 人（NC 機械を扱う先輩と自分）であった。Ｃさんの作業場に NC 機

械は 1 台あり、作業場全体では 2 台あった。NC 機械は 1 日あれば 1 人で扱えるようになる。

新しい作業は先輩から教えてもらった。 

3 年間の後半はカッターをかけ、テープを装着する作業を実習した。カッター作業は図面

通りに切断する作業で、いろいろな型があるので先輩に教わりながら仕事をした。カッター

作業の作業配置人数は 4 人から 5 人で、作業場全体では実習生が 5 人と日本人が 6 人以上い

た。 

【職場の様子】 

工場内の従業員数は 30 人程度であった。工場は 2 階建てで、1 階はプレス、カッター、

LC、ボーリング、テープ、面取りの作業を行っており、10 人の作業員が配置されていた。

また、2 階は塗装、組み立て作業で 20 人の作業員が配置されていた。 

2 台の NC 機械の担当者以外はボーリング、塗装、組み立て、プレスを行う従業員であっ

た。日本人が多かった。日本人責任者は 1 階に 30 代と 40 代の 2 人いた。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

手取りは、3 年間同じで 10 万円であった。残業代は時給 790 円で、毎月 2 万円から 3 万円。

食費は自費。天引きは社会保険料を除き宿舎代などが 1 万円程度であった。 

②労働時間 

1 日の労働時間は、午前 8 時から午後 5 時までの 8 時間（休憩 1 時間）。残業は冬の 12 月

から 4 月までの間は 1 日 2 時間から 3 時間で、1 カ月 60 時間、多いときは 120 時間であった。

冬は、土日が休みで週 5 日勤務となった。1 年目は土曜日勤務しても残業代は支給されなか

った。1 カ月に 2 回から 3 回土曜日に出勤した。2 年目からは改善された。 

③作業環境 

リーダーや先輩の仕事の教え方は分かりやすかった。 

 

（３）生活 

宿舎は、4 部屋で 1 部屋 2 人であった。生活設備は十分整っていた。会社が忘年会や子供

の日の催し物など、親睦会を開いてくれた。 

 

５．帰国後の就業状況 

3 週間前から働いている。小さな個人経営の日系企業で縫製作業を行っている。条件は悪

くはないと思う。日本での実習とは全く違う仕事だが、仕事の方法や時間管理の方法につい

ては日本での実習が役に立っている。 
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６．技能実習制度の成果と評価 

参加して良かったと思うことはたくさんある。広島での実習であったが、日本人の仕事の

方法は細かなところまで行き届いていて大変参考になった。ベトナムの会社はもっと人を日

本に派遣したら良いと思う。日本での仕事は勉強になることが多い。 

 

 

事例Ｖ４ Ｄさん 

１．プロフィール 

ホーチミンの 27 歳の男性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間、機械・金属製品生

産の会社で技能実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｄさんの最終学歴は高卒で、来日前は段ボール製造の仕事を 1 年間、台湾系の 200 人規模

の会社で行っていた。ＩＴ系の技能資格を持っている。 

技能実習への参加の動機は、家族のためにお金を稼ぎたかったということと、日本語の勉

強をしたかったこと。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

知り合いに日本での技能実習に参加した経験者がおり、その人の紹介で労務輸出会社の

HITECO に申込んだ。最初は口頭での申込みで書類は HITECO が準備してくれた。費用は渡

航費、日本での研修費、その他で合計 2500 ドルから 2700 ドルを支払った。途中で実習をや

めたら罰金という違約金契約はあったが、自分の場合はこの違約金契約に抵触することはな

かった。ベトナムでの事前研修期間は 4 カ月で、朝 4 時間、昼 4 時間の 1 日 8 時間、会場は

HITECO 内である。試験は、日本人による面接試験で、日本人 1 人と趣味などの内容につい

て話した。会社に関する事前説明は、給与、労働条件についてのもので、HETECO が説明と

相談を行った。実際に日本に行ってみて、事前説明との差はなかった。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

技能実習は、愛知県の 50 人規模の企業の子会社であった。子会社の従業員数は 20 人程度。

本社は木型を扱っていたが、子会社は鋳造を行っていた。従業員の構成は正社員 10 名で、こ

の他に日本人マネージャー、ベトナム人実習生 10 人、ブラジル人、インドネシア人がいた。 
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（２）実習内容 

【仕事内容】 

実習内容は、3 年間、鋳造、セット、仕上げという同じ作業の繰り返しであった。 

1 年目の最初の仕事は、砂つめ（木型に砂を入れる作業）を 1 カ月、その後鋳造とセット

の作業を 1 年間行った。2 年目からは砂つめ、鋳造、セットを繰り返しで実習した。指導は、

日本人で、50 歳代、35 歳、25 歳、21 歳（3 年目）の従業員であった。実習生の先輩も皆同

じ作業をしていたので、わからないところは教えてくれた。 

鋳造の作業は、最初にアルミを作り坩堝に入れ、火で焼く。液化したものをさらにカクハ

ンして鋳造のための砂つめの木型に、先に作ったアルミをいれて冷ますという作業であった。 

カットの仕事は余分なところを切って型を整えるという作業である。仕上げは、切断した

ものの表面をきれいにする。ショットという機械を使い小さい金属の粉を振り、研磨する。 

【職場の様子】 

作業組織の構成は、工場長 1 名、係長 1 名、班長 1 名、リーダー1 名。後輩が 3 人後から

加わった。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は手取りが 8 万円で 3 年間同じ。天引きは、宿舎、ガス、電気水道などで 3 万 7 千円、

それと社会保険料、税金等が控除された。食費は、朝夜は自炊で、昼は職場での弁当代が 1

カ月 7 千円であった。 

②労働時間 

1 日の労働時間は 8 時間、午前 8 時から午後 5 時まで 2 交代制で、2 週間ごとにシフトが

変わった。残業は 2 時間程度。1 年目は午前 8 時から 22 時のシフトなしで、月 90 時間くら

いの残業があった。会社側がシフトを導入したので、残業は減った。 

③作業環境 

鋳造の職場は、日本や中国の作業場とほとんど同じ。防護服を着たが暑かった。機械が古

く時々トラブルが発生するが、その時には機械の販売会社の人が来て修理していた。 

仕事の教え方は、ゆっくり教えてくれるが、日本語ができないと難しい。不明な点は実習

生の先輩が来て指導してくれる。 

職場の雰囲気は良く、懇親会をたびたび開いてくれた。家族的な企業で、従業員は皆やさ

しい人たちだった。 

 

（３）生活 

宿舎は、3 年間ずっと同じところで、3LDK のマンションに 1 部屋 2 人だったが、1 部屋 5

人のときもあった。設備は整っていたが、ストーブやエアコンがなかった。生活指導も特に

問題はなかった。人が増えて窮屈であったが、孤独を感じたことはなかった。同室の人たち
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との関係は複雑、トラブルの時は監理団体から工場に報告し、巡回指導の通訳がきて解決し

てもらう。トラブルは 2 から 3 カ月ごとに 1 回程度発生したが、内容は食事の後に皿を洗わ

ないなど日常的なことであった。 

 

５．帰国後の就業状況 

帰国後は仕事をしていない。レントハウスを購入し、家族をサポートしている。今後の予

定は、HIDECO で仕事の紹介を受けたので、日系企業の面接を待っている。日本語検定 4 級

をもっているが、日本語能力が足りないと感じている。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

日本語の勉強ができた。HIDECO もサポートしてくれる。身についたと実感していること

は仕事の方法、日本の生活の仕方を身に着けたこと。コミュニケーション能力が向上し仕事

管理能力も良くなったと思う。 

技能実習制度の改善点は、2 年延長して 5 年間いられるようになったら良いと思っている。 

 

 

事例Ｖ５ Ｅさん 

１．プロフィール 

ホーチミン在住の 27 歳の男性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間、機械・金属製

品生産の会社で実習を行った。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｅさんの最終学歴は、工科短大卒（ホーチミン商工短期大学機械専攻）で、来日前は、金

型製造の仕事を台湾とベトナムの合弁企業で行っていた。CNC機械旋盤の経験が 5カ月あり、

EDM 機械でコンセントの金型を作る作業をしていた。資格は商工短大の卒業証書で、IT 証書、

図面作成のアウトカット資格である。 

技能実習参加の動機は、日本が好きであることと勉強しながら仕事がしたかったこと。日

本の文化にも興味があり、日本での生活を経験したかった。また、短大で勉強した機械を日

本でさらに勉強したいと思った。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

ダックラック（DACLAC）省の仕事紹介センターに行き、ホーチミンの労務輸出会社であ

る HETICO を紹介された。HETICO での試験は、ベトナム語と数学、ベトナムのことわざの

説明だった。筆記試験が終わると、HETICO の面接があり、日本で何をしたいのかを聞かれ

た。その後、日本企業の面接（社長 1 人との面接）に合格し、日本へ行くことになった。同
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期では、8 人受験し 3 人が合格した。そのうち 2 人が日本語を勉強して日本へ行った。 

技能実習の申込みをしたときに 2700 ドル支払った。違約金契約やデポジットはない。契

約は本人と日本企業の契約書で、基本給、光熱費を天引きして 9 万円という内容であった。

その他の就労条件については書面でもらった。日本での配属先については面接のときに説明

を受けた。説明はほとんど機械に関することであった。実際に日本での技能実習は事前説明

と同じ内容だった。 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業

技能実習を行った会社は、名古屋市の精密機器の企業で従業員は 32 人。自動車や飛行機

のエンジン製造を行っていた。 

（２）実習内容

【仕事内容】 

精密機械の測定器を作る。自動車エンジンのキャパシティを測るものである。ベトナムで

は機械を扱えれば良かったが、日本では図面通りに生産することが求められる。3 年間同じ仕

事であった。設計部が図面を描くが、その図面通りに加工することが仕事で、機械旋盤機で

丸い部品を作っていた。作業で不明な点は日本人のリーダー（部長）に聞いた。また、ベト

ナム人の先輩に聞くこともあったが、先輩がわかることは限られた。3 カ月の指導の後は基

本的には独力ですべての作業を行った。 

作業では、単品を作るので難しいものもあり、失敗した時は残業になってしまった。1 日

の生産量は決まっていた。難しいときは常務が付き添って指導してくれた。 

【職場の様子】 

組織構成は、社長 1 人、常務 1 人、部長（リーダー、60 歳代）1 人、その下に機械ごとに

1 人。設備は、多機能機械、研磨機 4 台、旋盤機（NC）1 台、測定器 2 台、フライス加工機

2 台、フライス削りの機械旋盤 2 台などである。 

工場の従業員は 32 人で、ベトナム人は実習生が 4 人、日本人の雇用形態は正社員だが、 

64 歳と高齢の人たちが多かった。Ｅさんが帰国する時に若い人を雇ったようだ。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等）

1 年目の手取りは 10 万円。2 年目以降は、6 万円から 7 万円（残業代＋ボーナス）が追加

された。1 年目は残業がなかったので手取りが少ない。1 年 3 カ月までは基本給のみであっ

た。その後残業が毎日 1 時から 2 時間入り、月に 4 万円から 5 万円増えた。天引きは分から

ない。 

調査シリーズNo.144

労働政策研究・研修機構（JILPT）



－111－ 

②労働時間 

労働時間は、午前 8 時 15 分から午後 5 時までと午後 5 時から午後 9 時までの 2 シフトが

あった。残業は希望により残業したりしなかったりが可能であった。時給は 1000 円であった。

単品を作るので、難しいものもあり、失敗したとき残業になった。1 日の生産量は決まって

いた。 

③作業環境 

職場は安全に配慮されていた。日本人も同じ場所で働いており、1 人 1 台の作業台があっ

た。使用した機械は日本人と同じで、いろいろな新しい技能を身に着けることが出来た。ベ

トナムでは製造の際にサイズはおおよそで良いが、日本は精密さを要求される。集中して作

業する必要がある。鉄筋の熱捲簾（ほうれん）が大事ということを日本で習った。ベトナム

では習わなかった。 

職場の雰囲気も良かった。忘年会や新年会を開いてくれた。3 年目には旅行で東京に行った。

常務はベトナム人実習生に対して理解がある人で、5 年から 6 年ハノイに住んでいたことが

あるといっていた。 

 

（３）生活  

宿舎は、アパート（築 5 年から 6 年）で、1 人 1 部屋のワンルーム仕様が 6 部屋あり、寮

のようであった。昼食は 45 分休憩の中で寮に戻ってとる。基本的に休みの日は外に遊びに行

ったが、その時に不自由を感じたことは、電車の乗り方がよくわからなかったことである。

そのため滞在期間中、外出が思うようにはできなかった。日本語は日常の話し言葉は大丈夫

だと思う。分からないことがあっても日本人は優しいので親切に教えてくれた。 

 

５．帰国後の就業状況 

仕事を探している。機械に関する仕事がしたい。インターネットでも仕事を探しているが、

先日 HITECO に行き、書類を提出してきた。日本での経験や知識を活かせる仕事がしたい。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

実習に参加して良かったことは、実習生同士で交流を持てたこと、日本企業の良さがわか

ったことだった。来日前に働いていた台湾企業との違いは、日本人は親切に指導してくれる

し、勤勉に働くと優遇してくれる。日本人は 1、2 回でなく何回でも出来るまで指導してくれ

るほど熱心である。改善を希望する点としては、滞在期間を 3 年から 5 年に延ばしてほしい

ということである。 
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事例Ｖ６ Ｆさん 

１．プロフィール 

ホーチミンの 25 歳女性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間で、繊維・服装関係の

会社で技能実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｆさんの最終学歴は、高卒。来日前は、チャンバン工業団地の会社で、Ｔシャツの縫製の

仕事をしていた。中国系の会社で従業員規模 100 人（60％が女性）程度のところに 1 年勤続

し、襟の縫製作業を行っていた。それ以前は、靴の製造工場で 2 年間靴の製造作業と社員の

管理に従事していた。 

技能実習参加の動機は、家族が貧乏だったので、日本に行ってお金を稼ぎたいと思ったか

らである。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

近所に日本の技能実習の経験者がいて、彼女から話を聞き日本に行くことを勧められた。 

申し込みは、知り合いの紹介によりホーチミンの SULECO（労務輸出会社）で行った。手

続きは、口頭で SULECO に申し込みをし、筆記試験（数学の試験）を受けて合格した後、書

類（履歴書）を提出した。その後、日本企業の経営者がホーチミンに来て面接した。合格し

たら日本に行けるということであった。 

費用は、研修費 1000 万ドン、手数料 3500 ドルを事前に支払った。保証金などのデポジッ

トはなかった。違約契約もなかった。 

一緒に合格した人は 9 人で、そのうち 6 人が同じ会社で 3 人が別会社での実習となった。

日本企業との面接の段階で会社の給料、配属先、就労条件について説明を受けた。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

技能実習は、東京武蔵村山市の自動車シート縫製会社（家族で 2 社を経営）で行った。会

社の従業員規模は、全体で 110 人から 120 人、ベトナム人技能実習生以外にも中国人やフィ

リピン人の従業員がいた。内訳は、ベトナムからの実習生が 30 人、それ以外の外国人は中国

が 20 人、フィリピンが 20 人で永住者などであった。また、日本人は 30 人から 40 人であっ

た。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

作業の内容は、自動車シートの頭の部分の縫製であった。具体的には、1 年目は頭の部分
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の縫製、2 年目は肘掛部分、3 年目は背中部分で、それぞれ簡単な作業であった。毎年仕事の

担当が変わったのは、作業量の変動による。最初に仕事を教えてくれた人は、日本人の専門

技術者だった。仕事ができるようになるまでの期間は、頭の部分、肘掛、背中のそれぞれの

作業とも 1 カ月程度であった。作業が変わるときには技術的に熟練した先輩が教えてくれた。

この先輩は、工場内で豊富な仕事経験を持ち、勤続 6 年から 7 年、女性で 50 歳ぐらいの人で

3 つの作業をよく知っている人であった。使う機械は工業用のミシンと椅子専用のミシンで、

これらのミシンは使いやすく、操作は難しくない。機械の性能はベトナムのものとかわらな

い。技能実習生同士は、作業場が違っても一緒に住んでいた。先に日本に来た実習生の先輩

に必要があるときは相談した。仕事をしている間に教えてもらいたいことがあればお互いに

協力した。 

【職場の様子】 

会社は、社長（1 人）、常務（1 人）、課長（1 人）、係長（1 人）、主任（2 人）という構成

で全て日本人であった。また、主任 2 人は社長の子供である。 

作業の現場には、背中（ライナー）部分の作業と肘と頭の作業の工程にそれぞれ主任が 1

人おり、各主任の下に背中（ライナー）部分の作業に 40 人（実習生 10 人）、肘と頭部分の作

業に 40 人（実習生 20 人）の従業員がいた。 

基本的に兄が経営する会社で実習を行ったが、弟が経営する別会社の繁忙期には手伝いに

行って仕事をすることもあった。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は、1 年目の手取り 10 万円、2 年目以上時給で 100 円上がった。残業代は、1 日 2 時

間で 4 万円弱。天引きは、宿舎、社会保険料などで 2 万 5 千円以上。食費は自炊。 

②労働時間 

1 日の労働時間は午前 8 時から午後 5 時（昼休みは 12 時 10 分から 50 分）で、残業がある

ときは午後 7 時まで仕事をした。交代制ではなかった。 

③作業環境 

ベトナムの機械と違う点として、ベトナムでは座って作業するが、日本では立ったまま縫

製作業を行った。2 時間ごと 10 分休憩があり、きつくはなかった。 

仕事の教え方は、わかりやすかった。指導はマニュアル等ではなく口頭で行われた。職場

の雰囲気はよく忘年会などの親睦会が行われた。実習生の先輩が帰国する際に会社の食堂で

ピザや飲み物を購入して送別会を開いた。社長は、ベトナムに大変関心が深く、ベトナム人

のことをよくわかっていた。 

 

（３）生活 

宿舎は、アパートで 24 人が 1 部屋 6 人で 4 つの部屋に分宿していた。残り 6 人は弟の会
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社の借上げ宿舎に住んだ。宿舎の設備は、冷蔵庫、洗濯機、テレビ、電子レンジ、エアコン、

掃除機等などで会社がすべて準備してくれた。社長の奥さんが世話をしてくれた。生活指導

の主な内容は、休みの日に遠いところに行ってはいけないということと外泊の禁止などであ

った。 

 

５．帰国後の就業状況 

現在はヘアサロンで美容師見習いとしてヘアカットの仕事をしながら勉強中である。技能

実習とは全く違う仕事であるが、いろいろなことに挑戦してみたい。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

技能実習に参加したことで日本人の生活の仕方や生き方がわかり勉強になった。具体的に

は、自律的に仕事をコントロールすることを学んだことで、時間と仕事のコントロールがで

きるようになった。日本での技能実習はお金が稼げる点も良かった。 

会社により手続きが違うので改善点を指摘するのは難しいが、たとえば実習期間を 5 年に

変更したらよいのではないか。5 年間継続的にではなく、一旦帰国できるとさらによいように

思う。 

 

 

事例Ｖ７ Ｇさん 

１．プロフィール 

ホーチミン市の 22 歳の男性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間、機械・金属製品

製造の会社で技能実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｇさんの最終学歴は、高卒である。高校卒業後すぐに就職促進センター経由で、技能実習

を申込み、参加した。 

参加の動機は、家が貧しかったのでお金を稼ぐためである。韓国へ行くことも選択肢にあ

ったが、日本の技能実習の方が条件が良いので、日本を選択した。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

高卒後に就職促進センターに行き情報を収集した。このセンターが労務輸出会社の

HETICO を紹介してくれた。その後、HETICO に行き面接を受けた。面接後数カ月間自宅で

待機してから日本に行った。 

就業経験が全くなかったので、HETICO に行く前にヴィンラン省の職業センターで、午前

日本語、午後溶接というスケジュールで 1 カ月間研修を受けた。HETICO では、筆記試験（数
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学と文学、ベトナム語の試験）を受けて合格した。 

技能実習の職種は、HETICO がどのような会社の選抜試験を受けるかを決めてくれる。そ

して 1 社だけ指定の会社の選抜試験を受けて合格した。選抜試験は面接のみであった。 

HETICO では、筆記試験で 400 から 500 人が合格者し、健康診断で 200 人までに絞る。そ

こから面接を 10 人が受け、最終合格者は 6 人であった。この 6 人は 3 人構成のグループに分

けられ 2 か所の工場に派遣された。 

手数料等は、内訳はわからないが、2700 ドルであった。ヴィンラン省の職業センターでの

研修費は自己負担であった。HETICO では日本企業が日本語研修の費用を負担した。研修期

間は 4 カ月間で、内容は日本語のみを終日研修した。保証金などデポジットはなかった。 

事前説明との一致については、HETICO で、会社名、住所、会社の電話番号、業種、スタ

ッフの人数、労働条件など日系企業の情報が記載されたプロファイルをみた。また、健康や

技能など実習生の募集要件がプロファイルには記載されていた。面接に合格した後に労働契

約を結んだが、その際には詳細について説明を受けながら署名をした。HETICO での 4 カ月

の研修期間は暫定契約を結び、日本語研修が終了した時点で正式な契約を結んだ。 

契約書の内容は、1 時間当たり給与、仕事内容、残業の場合の計算、基本給、日本のカレン

ダーで働くこと、実習生にはボーナスがないなどが 1 年目の契約書で、2 年目も内容は同じ

であったが、2 年目に入る前に再度契約を結んだ。面接試験は受入れ企業の社長がベトナムへ

来て直接行った。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

技能実習は、長野県上田市にある従業員規模 200 人から 300 人のフライス加工の工場で行

った。実習実施工場以外にも何か所か工場がある。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

1 年目は、9 カ月程度が見習い期間を経て実習に入るための技能試験を受け、仕事と配置が

決められた。その試験は監理団体の担当者が確認していたが、技能の専門機関からも 2 人の

専門家が来て試験の状況をチェックした。 

その後の 1 年半はフライスの作業、さらにその後半年は面取り作業を行った。フライス作

業は、部品が大中小、長短と種類があったが、どのような製品の部品であったのかはわから

なかった。フライス機械に製品をいれて、フライスして設計図通りにサイズをとって製造し

た。作業をマスターするまでには 2 カ月かかった。指導者はベトナム人の先輩実習生であっ

た。先輩がわからないときは日本人の主任やリーダーに聞いた。 

1 人で仕事ができるようになるまでは先輩実習生と一緒に 2 カ月間作業を行い、2 カ月後か
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らは 1 人で作業した。指導体制は、自分が教えられたように新しい実習生に教えることにな

っており、Ｇさんの実習期間中には後から新しく 3 人が加わったので彼らに作業を教えた。 

フライスは、小さい製品のときは 1 人が 4 台、大きなものは 2 台をそれぞれ製品により使

い分けて作業を行った。作業は大変ではないが、機械が生産したものをチェックする作業で

あり、両面をフライスしなければならないので目視判断が必要であった。 

日本人の主任は、40 歳ぐらい（経験 8 年）で同じ作業を行っていた。日本人リーダーは 30

歳ぐらい（勤続 4 から 5 年ぐらい）でやはり同じ仕事していた。彼らの上に管理者がいて全

体のチェックをしていた。 

2 年半を経過した時点で、仕事内容がフライスから面取りに変わったのは、新しい日本人が

入ってきたことと、面取り作業の人手が足りなかったためだった。作業内容は、面取りの方

がフライスよりも簡単で、1 日の研修ですぐ作業が可能であった。面取り作業は、日本人が

教えてくれたが、その人も同じ面取り作業をしていた。 

面取り作業職場の人数は 7 人で、機械の種類も多様で合計 7 台あった。面取りは、角をと

る作業だが、サイズ計を使ってチェックを行う。品質管理の担当者もチェックするので、二

重にチェックを行っていた。 

トラブルの解決について、困ったときは主任かリーダーに相談した。解決しないときは、

監理団体の担当者にきてもらった。実習生は日本語で話した。実習生同士は良好な関係だっ

た。 

【職場の様子】  

従業員規模は 200 人から 300 人程度で、工場が他にも何か所かあった。技能実習生は 6 人

いたが、2 つのグループにわかれ 3 人ずつ配置された。工場間での移動はなかった。 

 技能実習生が配置された工場と作業は以下のとおりであった。 

A 工場：フライス（鉄筋の切断） 

B 工場：フライス作業は同じ。切断は鉄筋を切るほか、アルミを切る。 

会社の組織構成は、社長、常務、課長等であった。 

工場の組織構成は、工場長（1 人）、主任（4 人、5 人）、リーダー（6 人）、従業員（100 人

以下。主に日本人、永住者のフィリピン人女性 2 人、ベトナム人実習生 10 人）であった。 

日本人の仕事は、永住者フィリピン人や技能実習生とも同じ仕事で雇用形態は正社員やア

ルバイトであった。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金の手取りは、1 年目が 8 万 6 千円、2 年目が 8 万 2 千円、3 年目が 8 万 2 千円で、3 年

目の後半は 12 万 6 千円であった。残業代は 3 年間同じで毎月 4 万円程度。天引きは、税、社

会保険料を除き、宿舎代が光熱費などで 2 万 5 千円程度であった。食費は自炊。 
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②労働時間 

1 日 8 時間労働で、2 交代制で昼番と夜番があった。昼番は午前 9 時から午後 6 時、夜番

は午後 9 時から午前 6 時であった。1 カ月毎に交代した。残業は毎月 40 時間程度で、仕事が

多いときは 45 時間から 50 時間であった。 

③作業環境 

安全対策は日本人と全くであった。作業場は多少は汚れているが、整理整頓はなされてい

た。仕事が終わった後はフライスのくずをすて、次の人のためにきれいにすることが習慣化

していた。 

仕事は、指示どおりに行っていれば間違えることもなく、わかりやすかった。マニュアル

はあった。安全のための保護具や手袋の装着の仕方などもわかりやすい。しかし、具体的な

作業自体のマニュアルは特になく、口頭で教えられた。就業前に毎日 10 分の打ち合わせが行

われた。職場の雰囲気は悪くなかった。新年会、忘年会、送別会、お盆など懇親会が頻繁に

開かれた。 

 

（３）生活 

宿舎は、2 階建ての会社の寮（1 階は倉庫で 2 階部分が宿舎）で、部屋の構成は、共同キ

ッチンと 3 部屋があり、1 部屋 3 人から 4 人が生活していた。設備は、エアコン、炊飯器、

電気レンジ、電気コンロ、テレビ、冷蔵庫などそろっていて生活に不自由はなかった。 

生活面の面倒を見てくれる人は、実習生を管理する人で常勤の職員だった。最初は男性だ

ったが 40 歳代の女性に代わった。終業後何かトラブルが起きたときの連絡先の役割や病気時

のケア、病院に連れていくなどでしてくれた。 

生活上、禁止事項は多くなかったが、友人の宿泊、本人の外泊は禁止されていた。外泊は

事前許可があれば可能だったので、不自由を感じる点は特になかった。 

 

５．帰国後の就業状況 

2015 年 12 月初めから、ホーチミンではなく Tan Thuan 工業団地で働いている。実家に帰

って 1 カ月休んだ後、このままでは良くないと思い働いた。この仕事は、ホーチミンの知人

から紹介された。化粧品会社で従業員 100 人ぐらいの日系企業である。 

ボトルのふたを閉める作業が主な仕事だが、それ以外にもボトルの洗浄などさまざまな作

業をする。現在の作業ユニットは 17 人構成（女性が多い）である。給与は 1 カ月 460 万ドン

（約 230 ドル）。仕事の内容は、日本で技能実習したこととは全く違う。しかし、日系企業な

ので日本語の勉強が少しできる。勤勉な勤務態度が求められる。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

技能実習に参加して日本企業で働いたことで、日本人の考え方、生活方法、静かな振る舞
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い、上司を大事にする姿勢や仕事の方法を学ぶことができた。  

改善を希望する点は、実習期間が 3 年では短いので 5 年に延長してほしい。1 年目の給料

は保証金の返済があるので貯金ができず、貯金は 2 年目と 3 年目になる。期間が 5 年に延長

されればさらに貯金ができる。技能実習に参加するために、渡航費用として 2700 ドル支払っ

たが、これ以外にも食事代、研修代、移動代などを合計すると 5000 ドルは支払っている。 

 

 

事例Ｖ８ Ｈさん 

１．プロフィール 

ホーチミンの 27 歳の女性。2011 年 10 月から 2014 年 10 月までの期間、関係の会社で技能

実習を行った。団体監理型。 

 

２．経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

Ｈさんの最終学歴は、交通運輸短大卒で、卒業後 3 年半、経理の勉強をした。来日前は、

短大卒業後に入った商業サービス会社で経理を担当していた。同社は、ベトナム企業で、日

本の大手建築会社の独占販売会社となっており、建設機材の断熱材を製造する会社である。

同社の事務局スタッフは 20 名だが、建設部門の労働者数は繁閑に応じて変動した。 

技能実習参加の動機は、偶然としか表現できない。友達が技能実習に参加したいが一人で

は申し込みができないというので一緒に申し込みをした。一緒に面接を受けたところ、友達

は健康診断で落ちてしまった。 

 

３．技能実習生として来日するまで 

友人がインターネットで見つけた労務輸出会社 SULECO で、筆記試験（数学 24 問。20 問

以上正答で合格）を受け、それに合格してから申請書類を書いた。その後、健康診断と日本

の受け入れ企業の社長による実技試験、面接があった。実技試験では、ミシンを使い指示通

りに縫製するというものだった。面接では、日本へ行きたい理由や目的などについて聞かれ

た。40 人受験し、合格者は 9 人（受入れ会社は 2 社で、6 名と 3 名に分かれた）であった。

2 社は兄弟が経営する会社で、兄の会社と弟の会社である。仕事の内容は車の椅子の縫製と

いうことだった。合格後は、6 カ月間 SULECO で日本語を勉強した。縫製の仕事は経験がな

かったが、SULECO で縫製の訓練を受けた。 

技能実習はインターネットで SULECO を調べて見つけた。手数料等は、日本語の研修に

500 ドル、宿泊費は 60 万ドン（6 カ月間）、渡航費用として 1500 ドル支払った。合計 1500

ドルは面接合格のとき 750 ドル、残りは日本への行くことが決まったときに支払った。保証

金などのデポジットはなかったが、Ｈさんの実習参加の翌年からは必要になった。違約契約

は SULECO と結んだが、日本に行ったあとに母親が受け取ったので内容はわからない。日本
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企業との労働契約も渡航前に結んだ。内容は、給与（時間給）とその支払い方法、残業代と

その支払い方法のほかに、家賃、電気代、ガス、水道代等の控除のことだった。1 年ごとに

改定された。 

日本に実際にいってみて、日本の物価が高いことに驚いた。ベトナムでは時給 700 円だが、

日本では 837 円であった。 

 

４．実習期間中のこと 

（１）受入企業（事例 V6 と同じ会社） 

受け入れ先は東京武蔵村山市の自動車シート縫製会社（兄弟で 2 社を経営）だつた。従業

員規模は、2 社で 110 人程度で、ベトナム人技能実習生以外にも中国人やフィリピン人の従

業員がいた。およその人数は、ベトナムからの実習生が 30 人、中国人が 20 人、フィリピン

が 20 人で、中国人やフィリピン人は永住者などであった。また、日本人は 30 人から 40 人で

あった。 

 

（２）実習内容 

【仕事内容】 

3 年間同じ作業だったが、自動車のモデルにより、素材や椅子の形などが違う。たとえば、

薄いもの、厚いもの、発泡の部分だとか、ライナーの部分だとか、大きいものなど様々だっ

た。 

具体的作業では、発泡は 5 ミリの厚さで専用機械をつかう。ほかの人で大きな部材を扱う

人は、8 ミリ、10 ミリなど 1 台で全部を縫製するのではなく、ラインで行っていた。 

ラインの構成は、2 人から 3 人ぐらい。早く進める必要があるときは人数を増やした。た

とえば 3 人で頭、背中、肘掛の各部分を分担した。最初に仕事を教えてくれた人は、ベトナ

ム人の先輩（2 年目か 3 年目の人）で日本人同士は教えあうが、日本人から教えてもらって

もわからないことがある。難しい部分はベトナム人がやるので日本人ができないことがある

からだ。フィリピン人、中国人は簡単なところをやる。 

 最初の仕事ができるようになるまで、3 カ月から 4 カ月かかる。最初の日にサンプルを製

作する。その後独力で作業を行う。ひとつのモデルの製品製作が終わると主任と課長に報告

し、次のモデルの製作の指示を課長から受けた。弟の会社、兄の会社の両方で作業するが、

製作しているものが弟会社のものか兄会社のものかはわからない。 

 ベトナムで聞いていたのは弟の会社での仕事だが、実際は主に兄の会社で働いた。寮など

は弟の会社のものだった。家族経営の会社で、経営層は兄（社長）、弟（社長、兄会社の専務

兼任）、弟（兄会社常務）、兄社長の夫人と常務の夫人は姉妹であった。 

【職場の様子】 

作業チームの構成は、課長 1 人、チームリーダー1 人、中国 7 人から 8 人、フィリピン 9
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人、ベトナム 8 人から 9 人（実習生）、日本人 10 人であった。同期での合格者は 3 人だが 1

人は妊娠で来日せず、来日した 2 人のうち 1 人は、来日後に逮捕されたので結局 1 人になっ

た。日本人の仕事は大体実習生とも同じであった。日本人は縫製もしていたが、パッキング

作業が多い。外国人は縫製のみであった。日本人、外国人ともに雇用形態はさまざまで正社

員もいた。 

【労働条件等】 

①賃金、福利厚生（宿舎等） 

賃金は、手取りで 1 年目が 20 万円、2 年目と 3 年目が 15 万円、残業代は 1 年目が 5 万円

で、2 年目と 3 年目は 3 万円程度であった。天引きは、税・社会保険料を除き、家賃、ガス

水道等等で 2 万 7 千円であった。食費は自炊で 2 万円ぐらいかかった。 

②労働時間 

1 日の労働時間は午前 7 時 45 分から午後 5 時まで、残業は 1 日 2 時間から 3 時間程度、毎

月 30 時間ぐらいであった。 

③作業環境 

作業場はとても清潔で、毎日整理整頓を自分でやらなければならない。機械は安全に配慮

されており、照明等も問題はない。日本人も同じ環境であった。作業の道具の中にデジタル

パネルという先進機械もあった。仕事は、先輩が教えてくれたが、わかりやすかった。新製

品の製造指示は、モデルとおりに作れるように図面や見本が用意されていた。 

職場の雰囲気は、とても良かった。また、新しい人が来る場合、会社の担当者は空港まで

出迎えてくれた。会社は、従業員のために歓迎会、送別会、毎年の忘年会を開いてくれた。

会合への参加費は負担したが、1 人 5000 円は高いと思った。 

毎月曜日に社長、常務、専務が朝礼を行った。それ以外に毎日、課長、主任、係長が出席

して前日の仕事に対するコメントをもらった。前日に間違えたことなどが指摘され、再発し

ないように注意が促された。 

 

（３）生活 

宿舎等は、清潔なアパートで 8 人（4 人で 1 ユニット、1 部屋 2 人で構成）が 2 ユニット

あった。部屋の広さは 1 部屋が 6 畳ぐらい。アパートは、2 年目から 3 年目の節目に引越し

て以前より広くなった。生活設備は、洗濯機、エアコン、炊飯器、電気レンジ、電気コンロ、

冷蔵庫などすべてそろっていた。生活面で面倒を見てくれた人は、兄の会社の常務の夫人で

あった。 

生活指導等は行き届いていた。具体的指導内容は、友達を泊めてはいけない、遠くへ行く

ときは報告する、雨の日や夜間での自転車の乗り方など、常識的なことを実習参加の冒頭に

告げられた。内容は、監理団体の管理者に通訳してもらった。 

不自由を感じた時は、ベトナム人同士のけんかの時で、内容は部屋の片付け方など日常的
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な些細なことであった。ほとんどを自分たちで解決した。ベトナム人を日本人が嫌いになら

ないように気をつけた。 

 

５．帰国後の就業状況 

2014 年 11 月から帰国後 2 週間で働き始めた。会社は建築材の販売会社で、業務は受付業

務。仕事内容は、お客様対応と書類整理、契約書のチェックである。給与や処遇は、3 年間

ベトナムにいなかったのでその間のキャリア的がブランクとなり、一番低い段階から仕事を

再開している。試用期間はない。給与は 3 年前が 500 万ドンであったが現在は 600 万ドンで

ある。技能実習で修得したことは、時間を守るということと仕事を集中的にやる意識が高ま

ったということである。 

 

６．技能実習制度の成果と評価 

実習参加して良かった点は、日本の旅行ができたこと。（ディズニーランド、東京スカイ

ツリー、千葉県、群馬県、栃木県、富士山などを観光した。） 

日本語も少しだけだが勉強できた。勉強時間や日本語を使う機会が足りなかったと思う。

上司は英語で話し、他の日本人はあまり自分たちのところに来なかった。 

技能実習制度について改善した方が良いと思う点は、期間を延長すること。3 年間という

期間は短いので 5 年間に延ばす方向が好ましい。自分たちが参加した時は違約契約のデポジ

ットがなかったが、現在は 4500 ドルから 5000 ドルかかる。1 年目は返済しなければならな

いので、貯金を考えると 3 年では短い。 
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フィリピン 

ケースＰ１5 Ｄさん 

１ プロフィール 

Ｄさんは 30 歳の男性である。 

 2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、建材工場の技能実習生として日本に滞在した。技能

実習は団体監理型の技能実習である。 

 

図１ Ｄさんの経歴6 

 
 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

 Ｄさんの家族構成は、配偶者と子供である。 

Ｄさんは、高校を卒業後、家具製造の仕事に就いていた（図 1）。 

 よく知られたように、フィリピンでは国外で就労する者が多い。Ｄさんも日本以外の国で

就労する道もあったが、日本で技能実習を受けることを選んだ。日本を選んだ理由は、他国

へ行くより日本の方が時間的に近かったためである。また、技能実習生への応募動機は、家

族の生活のために収入を得るためと述べている。 

技能実習生への応募は、NGO の送出し組織を通じて行った。この NGO（※本人のコメン

トのまま）は、海外への労働者派遣や技能実習生の送出しを行っている。Ｄさんが利用した

NGO は、フィリピン国内での仕事内容と技能実習の職種内容の整合性にあまり厳格ではない。

しかし、フィリピン国内での仕事と受入れ国での仕事の整合性を重視している NGO もある

とのことであった。Ｄさんは後者の NGO の採用試験で不合格になったので、前者の NGO を

経由して技能実習生となった。 

 

３ 技能実習生として来日するまで 

 フィリピン国内で健康診断を受け、3 カ月間にわたり日本語などの集合研修の後来日した。

                                            
5 以下、区別のため、フィリピンの事例にはＰと事例番号を用いている。 
6 フィリピンの教育制度は、2013 年から義務教育期間が 10 年から 13 年に延長された。旧制度では、小学校 6

年-中等教育 4 年（現地では高校と呼ぶ）で、本文中の「高校を卒業」は日本の中学卒業に相当する。文中の

図は、該当する制度の標準的な年齢を想定して作成した。詳しくは、例えば、外務省の下記のホームページ

（http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC11400.html）を参照。また、吉田競人、松浦勝翼

(2013)「フィリピンにおける職業訓練の概要」『職業能力開発総合大学校紀要』第 42 号、40～44 ページも参照。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
年齢

技能実習

（建材の
製造）

家具製造高校卒業

（歳）

求職中
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過去に日本語を勉強したことはなかった。 

来日後、愛知県内で 1 カ月間、日本語研修を受け、その後実習場所の企業に配属となった。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

Ｄさんを受入れた企業は、建築資材（木材加工）製造業企業である。従業員数は約 80 人

（従業員のうち 1 名は日系フィリピン人）で、技能実習生の人数は 3 人であった。 

 

（２）実習内容 

技能実習の内容は、建具製造で、具体的には、建材加工（階段に使われる木材の加工、パ

ッキング）である。 

配属された初日には安全教育や仕事の説明などがあった。実習で行う作業に慣れるまで 3

カ月から 4 カ月くらいかかった。しかし、作業そのものよりも日本語の方が難しかったとい

う。技能実習 2 号に移行する際に受けた基礎 2 級の試験も、実技は難しくはなかったが、日

本語の試験が難しかった。 

 残業は 1 カ月に 4 時間程度と少なかった。ただ、たまに休日出勤があった。 

賃金は、技能実習 1 年目が時給約 790 円、2 年目が時給約 800 円、3 年目も時給約 800 円であ

った。 

 

（３）生活 

技能実習期間中は、アパート（2 人 1 部屋）で生活した。賃金から住居費や光熱費で 3 万

円程度支払い、そのほかに税金や社会保険料など合計で 5 万円ほど差し引かれた。 

 既述したように、実習生への応募目的な家族の生活のためであるので、生活費以外は国の

家族に送金するか貯金をした。 

 食事は自炊したが、残業があるときには、外食したり、店で食品を購入したりした。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｄさんは現在求職中である。日系企業への就職を希望している。帰国後、日系企業の社員

募集に応募し、面接を受けたが、採用にならなかった。 

Ｄさんによると、フィリピンでは日本と同じ仕事は見つからないという。日本とフィリピ

ンとでは、仕事上の技術が異なっている。そのため、今後、仕事の幅を広げて求職活動をす

ることを考えている。 

Ｄさんは、技能実習期間中に貯めたお金で帰国後に小規模の食料品店を開業した。店は主

に配偶者がやっている。現在の生活は、店の収入などでまかなっている。 
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６ 技能実習制度の成果と評価 

技能実習に対する要望として、Ｄさんは、日本語研修の時間を増やしてもらいたいと言っ

ている。フィリピンでの 3 カ月間と日本での 1 カ月間の研修期間だけでは作業上の指示や注

意の日本語を理解するのは難しいからである。 

Ｄさんは、総じて技能実習の経験をプラスに評価している。理由は、技能実習生への応募

目的（家族のためにお金を得ること）が果たされたから、また、3 年の限られた期間ではあ

ったが、日本で生活できたからだという。 

 

 

ケースＰ２ Ｂさん 

１ プロフィール 

Ｂさんは 24 歳の男性である。 

 2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、技能実習生として日本に滞在した。技能実習は団体

監理型の技能実習である。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

 Ｂさんは、高校を卒業後、塗装業（住宅の塗装）で働いてきた（図 2）。 

 外国人技能実習生への応募動機は、家族の生活に必要な収入を得るためである。 

技能実習への応募は、NGO の送出し組織を通じて行った。日本以外の国で就労することも

可能であったが、Ｂさんは日本での技能実習を選んでいる。その理由は、知人から日本での

技能実習は、他の国での就労に比べて仕事を丁寧に指導してくれるという話を聞き、それで

日本で技能実習を受けることに決めた。 

 

図２ Ｂさんの経歴 

 
 

３ 技能実習生として来日するまで 

 Ｂさんは、フィリピン国内で健康診断を受け、3 カ月間の日本語などの集合研修を受け来

日した。日本語はこの研修期間にはじめて勉強した。 

来日後、愛知県内で 1 カ月間日本語や日本での生活について研修を受け、その後実習場所

の企業に配属となった。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
年齢 （歳）

技能実習（とび） 求職中高校卒業
塗装業（家などの塗

装）
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４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

受入れ企業の業種は建設業である。企業の従業員数はわからないという。これは、技能実

習場所（建築現場）に直接配属になったためである。 

同じ実習場所に配属になっていた技能実習生の数は 2 人（Ｂさん以外のもう 1 人は 2 年目

の技能実習生）である。実習場所は主に住宅の建設現場で、5 人から 10 人くらいの作業員が

働いていた。建物の規模や作業工程によって人数が変わったので、同じ企業の従業員か、他

社の従業員かわからなかった。 

 

（２）実習内容 

配属された初日に、上司から作業上の注意や安全についての説明などがあった。 

 技能実習の職種は「とび」である。とび作業といっても、1 年目は建築資材を手渡すこと

くらいしかできなかった。2 年目になると、建物の 2 階でとび作業を行うようになり、3 年目

は 2 階から 3 階のとび作業も少しこなすようになった。 

 仕事時間は、午前 7 時から午後 8 時くらいまで、それ以降の残業はなかった。工期に遅れ

があるときは休日も出勤したが、頻度は少なかった。 

賃金は、月給制で月 19 万円くらいであった。 

Ｂさんは、来日から 6 カ月間くらいは仕事に関する日本語が理解できなかったので、返事

が曖昧になったと振り返る。仕事に関する日本語が理解できなかったので、上司に怒られた

こともあった。建築に関わる作業では、ミスや不注意がケガや事故につながるので、上司も

悪気がなかったかも知れないが、怒られたときには気分が落ち込んだという。 

そうした中、上司の配偶者がフィリピン人であったため、日本での生活や情報などを教え

てもらうことができた。また、仕事に関する日本語がどうしてもわからないときにも、通訳

をしてもらった。 

日本語では敬語が特に難しかった（建設現場の仕事だったので、上下関係が厳しかった）。

また、フィリピンや来日後に勉強した日本語は標準語であったこともあって、配属先の地域

の方言が全くわからなかった。 

残念ながら、実習期間の途中でこの上司が異動になったので、その後は通訳をしてくれる

人がいなくなって日本語に苦労したという。 

 

（３）生活 

給料は、生活費以外は国の家族に送金するか貯金をした。 

 食事はほとんど自炊をしたが、たまに外食した。 
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５ 帰国後の就業状況 

Ｂさんは現在求職中である。建設の仕事の募集に対して応募したものの、採用にはならな

かった。住宅を建てるにしても、ビルを建てるにしても、フィリピンと日本では建築の技術

や仕事の進め方が違うので、フィリピンでは日本での経験を活かすことは難しいという。 

日本では技能実習の期間が 3 年から 5 年に延長されると聞いている。できれば、もう一度

日本に行きたいと思っている。 

なお、Ｂさんは日本で技能実習をして得たお金で家を建てたとのことである。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

Ｂさんは、技能実習について、仕事に就く良い機会だと肯定的に評価している。ただ、技

能を身につけるには良いが、仕事をしながら日本語を身につけるのは難しいとのことである。

日本語を一から勉強し、仕事ができるようになるまでは、3 年間の実習期間は短いと感じて

いる。 

 

 

ケースＰ３ Ｊさん 

１ プロフィール 

Ｊさんは 26 歳の男性である。 

2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、建築資材の工場で技能実習生として日本に滞在した。

技能実習は団体監理型である。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

 Ｊさんは高校卒業後、音楽（ミキサー）の仕事をしていた（図 3）。 

 外国人技能実習生への応募動機は、収入を得るため、若いときに新しいことを学びたかっ

たこと、そして、仕事の仕方を身につけたかったからである。 

技能実習生への応募は、NGO の送出組織を通じて行った。他の送出団体にも応募したが、

そちらは合格にならなかった。後者の送出団体では、規則が厳しく、フィリピン国内で就い

ていた仕事内容と日本での技能実習の仕事内容が同じでなければ合格にならない。Ｊさんが

利用した NGO はこの条件が比較的緩やかだった。 

 Ｊさんは日本以外の国で就労することも考えたが、日本以外の国では、渡航費の自己負担

や保証金などが求められると聞いたので、費用負担がない日本での技能実習を選んだ。 
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図３ Ｊさんの経歴 

 

３ 技能実習生として来日するまで 

 フィリピン国内で健康診断を受け、日本語の集合研修を 3 カ月間受けて来日した。来日後、

1 カ月間日本語、日本での生活について研修を経て、実習場所の企業に配属となった。 

 日本での仕事については、フィリピンで契約を結ぶ時に説明を受けた。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

受入れ企業は建築資材（建具など木材加工）の製造しており、従業員数は 70～80 人くら

いであった。パート･アルバイト、派遣会社の社員もいたので、正確な従業員数はわからない。

技能実習生の人数は合計 3 人であった。 

 

（２）実習内容 

実習開始時に作業上の注意や安全についての注意があった。製造ラインに配属され、簡単

な作業からはじめ、2 年目からは他のラインの作業も手伝うようになり、仕事の範囲が広が

った。3 年目にはより難しい作業をこなすようになった。 

 Ｊさんは当初、仕事上の日本語が全く理解できなかった。研修で勉強した日本語は日常生

活に使う日本語が中心で、実際に仕事現場で使われる日本語とは違っていた。敬語やていね

い語などもわかりにくかった。 

 実習の作業に慣れるまで半年くらいかかったが、作業は慣れればそれほど難しいものでは

なかった。 

 労働時間は朝 8 時から夕方 5 時まで（休息、昼休みを含む）で、その後残業があった。残

業時間は、夏から秋にかけて多く、3 時間から 4 時間残業した日もあった。 

 給料は、時給 800円くらい。毎年時給額が 10円くらい上がった（最低賃金が上がったため）。 

 

（３）生活 

生活は、同じ会社の技能実習生 3 人がアパートで暮らしていた。宿舎の費用の他、光熱費、

税金、保険、年金など 5 万円くらい給料から引かれた。そのほか、宿舎の清掃費が月額 600

円、共益費が月額 200 円かかった。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
年齢 （歳）

求職中高校卒業 音楽関係（ミキサー）
技能実習（建築

資材製造）
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食事は自炊をしていた。 

自分の生活費以外は、国の家族に送金し、残りを貯金した。 

技能実習の期間中、ケガをして通院したことがあった（※筆者注：労働災害ではない）。

その際、会社の人が医療機関に同行してくれた。 

  

５ 帰国後の就業状況 

J さんは現在求職中である。日本で学んだ技能を活かして就職したいが、フィリピンには

技能実習の作業と同じ仕事がなく、仕事が見つからない。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

Ｊさんは、日本の技能実習制度は費用の負担が少ないので、自分にとって良い機会であっ

たと肯定的に評価している。ただ、仕事の内容がフィリピンとは違っているので、技能実習

を終えた後、身につけたことを活かせないのが残念だという。 

なお、Ｊさんは日本で技能実習をして得たお金で家を建てたが、資金が不足しており、ま

だ完成していない。 

 

 

ケースＰ４ Ｍi さん 

１ プロフィール 

Ｍi さんは 45 歳の女性である。 

 2011年 10月から 2014年 9月まで、婦人服の縫製工場で技能実習生として日本に滞在した。

企業単独型の技能実習である。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）フィリピンでの職歴 

 Ｍi さんは、高校を卒業後、他の縫製工場を経て、日系企業に 12 年間勤めていた（図 4）。

縫製の仕事に就いた経緯は、高校のショートコースでドレスメイキングを学んだからである。

それ以外に特別な技術もなかったので、縫製の仕事に就いた。 

日本で技能実習を受ける直前の職位は、婦人服製造ラインのマネージャーであった。 
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図４ Mi さんの経歴 

 
 

（２）技能実習生の選考、事前研修 

 Ｍi さんが勤めている会社では婦人服などの製造を行っている。従業員数は約 300 人である。

同社では、従業員を技能実習生として日本の親会社に送出している。以前は 3 カ月間の研修

として日本に送出していたが、現在は 3 年間の技能実習として送出している。 

日本に送出す実習生の人数は毎年 5 人程度で、東北地方などに立地している工場に配置し

ている。そのため、フィリピンの工場の従業員 300 人のうち 10％程度が日本での研修あるい

は技能実習の経験を有している。 

 技能実習生として日本に送出されるにあたり、仕事のパフォーマンスの要件が課される。

要件を満たすには、5 年から 10 年程度の経験年数が必要である。 

 技能実習生の選考は、フィリピンの工場に常駐している日本人スタッフ、工場の役員、管

理職などが行う。また、実習生になるには本人の希望と共に家族の同意が必要である。 

 渡航費など、技能実習を受けるための費用の本人負担はない。 

  

３ 技能実習生として来日するまで 

 来日前、日本語などの事前研修はあまりなかった。日本での仕事内容や労働条件などにつ

いての説明はなかった。 

 また、来日後にも研修の時間は少なかった。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

受入れ企業はフィリピンの日系企業の親会社である。技能実習場所は東北地方の工場で、

海外ブランドの婦人服全般を製造している。従業員規模は 50 人くらい。この工場の日本人従

業員のほとんどが 50 から 60 歳代の中高年の女性である。従業員の何割かはフィリピン人の

技能実習生である。 

 

（２）実習内容 

技能実習場所の工場に配属になり、最初の日に労働条件などの説明があった。 

16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46
年齢 （歳）

日系企業で婦人服製造（製
造ラインマネージャー）

縫製業

高校卒業
（ショート

コースでド
レスメイキ

ング履修）

技能実習（婦人
服製造）

元の会社
で就業（職

位、給与
は同じ）
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製造ラインに配属されたが、日本での技能実習の作業内容もフィリピンでの仕事の内容と

同じであった。日本の方が難しい作業を行っている、ということもなかった。むしろ、フィ

リピンの工場の方が納期に厳しいという点で、プレッシャーを感じていた。 

日本での仕事は週 6 日制で、これはフィリピンと同じである。 

勤務時間は、午前 8 時から午後 5 時まで、その間、休息時間や昼休みがあった。 

日本人従業員は、パートタイムの人が多かったので、夕方早く帰る人がいた。 

仕事内容は、フィリピン人の技能実習生も日本人従業員も同じである。フィリピン人の実

習生も仕事の経験があるので、日本人と比べて技能レベルに変わりはなかった。 

注文によって工程数やロットなどが違っているので、作業工程のどこに配属になるかは、

その日によって違っていた。 

仕事上の指揮は日本語で行なわれたが、フィリピン人の通訳がいたので、日本語ができな

くても支障はなかった。 

賃金は日給月給制で、納期や注文によって、1 カ月に 14 万円から 15 万円くらいになるこ

ともあったし、12 万円くらいのこともあった。 

 

（３）生活 

宿舎では 2 人 1 部屋で生活していた。 

給料から宿舎費用、光熱費などで 3 万円くらい引かれた。また、他に宿舎にはお米が用意

されており、「お米代」が引かれた。税金、保険、年金などを合わせると、全部で 5 万円くら

い給料から引かれた。 

食事は自炊していた。 

生活費以外は、国の家族に送金し、残りは貯金した。 

日本での生活について会社から何らかの制限を課されるようなことはなかった。携帯電話

を取り上げられることも、パスポートや預金通帳を預かることも、外出の制限といったこと

もなかった。 

  

５ 帰国後の就業状況 

3 年間の技能実習修了後、Ｍｉさんは送出し企業に復職している。上記のように、Ｍi さん

は婦人服ラインのマネージャーであったが、技能実習修了後も職位は同じで、賃金額も変わ

っていない。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

Ｍｉさんは、技能実習生の感想について、フィリピンでの仕事も日本での技能実習も内容

が同じなので、作業場所が変わったこと以外に特別なことはないとのことであった。フィリ

ピンでは男性も女性も海外で就労することが珍しくないので、そのなかの 1 つに過ぎないと
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思っている。 

海外で働き、フィリピンに帰国しても仕事が見つからない人がいるので、（※失業期間を

経ずに）職場に戻ることが出来たという点では、自分は良かったかも知れないという。 

 

 

ケースＰ５ Ｍa さん 

１ プロフィール 

Ｍa さんは 39 歳の女性である。 

 2011 年 10 月から 2014 年 9 月まで、上記のＭi さんとともに、婦人服の縫製工場で技能実

習生として日本に滞在した。企業単独型の技能実習である。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）フィリピンでの職歴 

 Ｍa さんとＭi さんは同じ会社に勤めている。そのため、共通する事項は記述を省略する。 

Ｍa さんは、高校を卒業後、しばらく仕事をしていない期間があった。その後、短期の仕

事をしながら求職活動を行ったものの良い仕事が見つからなかった。現在のドレスメーカー

に採用され、10 年間勤めている。日本で技能実習を受ける直前の職位は、婦人服製造ライン

の一般作業員（役職なし）であった（図 5）。 

 

図５ Ma さんの経歴 

 

（２）技能実習生の選考、事前研修 

 Ｍｉさんの記述を参照。 

  

３ 技能実習生として来日するまで 

 来日前、フィリピンでは日本語などの事前研修がなかった。また、来日直後も研修はなか

ったが、配属先の日本の工場には通訳がいたので、仕事や生活をする上での心配はなかった。 

日本での仕事内容や労働条件などについて、フィリピン国内での説明は行われなかった。 

  

16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40
年齢 （歳）

高校卒業

飲食店、ドレスショッ

プなどで短期的な就

労

日系企業で婦人服製

造

技能実習

（婦人服

製造）

元の会社

で就業（職

位、給与

は同じ）
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４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

受入れ企業はフィリピンの日系企業の親会社で、技能実習場所は東北地方の工場である。

ここでは、海外有名ブランドの婦人服を製造している。技能実習場所の従業員規模は 50 人ほ

どで、フィリピン人技能実習生も多くいた。日本人従業員は中高年の女性ばかりである。 

 

（２）実習内容 

技能実習場所に配属になり、最初の日に労働条件などの説明があった。 

婦人服の製造ラインの縫製の工程に配属された。日本での技能実習の作業内容も、フィリ

ピンでの仕事の内容も同じであったが、ミシンなどの工場設備はフィリピンの方が新しかっ

た。しかし、日本のミシン設備の方が使いやすかった。 

配置先の作業工程は、毎日ローテーションがあり、易しい工程から高度な技術が必要な工

程まで、すべての工程を経験できるようになっていた。 

日本での仕事の時間は、フィリピンの工場と同じ週 6 日制であった。たまに残業をするこ

とがあったが、長時間ではなく、1 日 1 時間から 2 時間程度であった。 

給料の計算は日給月給制で、成果によるボーナスの支給があった。ボーナスは、ライン単

位で支給され、金額は 1 日 3000 円くらいであった。 

 

（３）生活 

技能実習生は、2 人 1 部屋の宿舎で生活していた。部屋が広かったので、快適だった。 

Ｍａさんは給料から毎月フィリピンに送金していた。金額は月 20000 円くらい。生活費を

除いた残りを貯金していた。 

宿舎は工場に隣接していたので、昼休みは宿舎に戻り、そこで食事をした。 

日本での生活で困ったことは特にない。生活上の制約もなかった。 

日本での生活では、実習場所が東北地方で、冬に気温が低いので驚いた。はじめて雪を見

たが、日本人の話では、（※実習期間中は）雪は少なくなったとのことである。 

日本で重い疾病にかかることもなかった。 

  

５ 帰国後の就業状況 

3 年間の技能実習修了後、Ｍa さんは送出し企業に復職した。技能実習修了後も職位は同じ

で、賃金額も変わりはない。 

日本での貯金で家を建てたが、資金不足でまだ完成していない。 

６ 技能実習制度の成果と評価 

特にコメントはなかった。  
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インドネシア 

ケースＩ１7 Ｂさん 

１ プロフィール 

Ｂさんは 30 歳の男性である。 

 2011 年 11 月から 2014 年 11 月まで、東海地方の機械・金属関係の工場で技能実習を受け

た。 

企業単独型の技能実習である。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）インドネシアでの職歴と送出し企業 

 Ｂさんは 4 年制大学の日本語学科を卒業し、いったん営業の仕事に就いたが、その後、友

人を手伝い、イベントやセミナー運営の仕事に転じた。しかし、会社がうまくいかなくなり、

失業。5 カ月間失業した後、日系企業の契約社員となった（図 6）。 

  

図６ Ｂさんの経歴8 

 

Ｂさんが入社した日系企業では、3 年間日本の親会社で技能実習を経験後、正社員となる

ことができる制度が作られ、Ｂさんは、その第 1 期生 5 人のうちの 1 人として技能実習を受

けた。 

 就職先の企業の制度である技能実習を受けることにした動機は、この企業に就職する前に、

失業を経験しており、一刻も早く不安定な契約社員から安定した正社員の仕事に就きたかっ

たこと、また、大学で日本語を学んでおり、日本に行ってみたかったからである。 

 技能実習生になるためには、この企業独自の選考に合格しなければならない。選考は、常

駐の日本人社員が担当した。 

 

（２）事前研修 

技能実習生の選考試験の合格者は、160 時間の日本語研修を受けた。日本語研修は、基礎

日本語のレベルである。Ｂさんは日本語学科を卒業していたので、研修の内容はほとんど身

                                            
7 以下、区別のため、インドネシアの事例にはＩと事例番号を用いている。 
8 インドネシアの教育制度は日本と同じ 6-3-3（-4）制で、それに基づいて図を作成した。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
年齢 （歳）

大学卒業
（日本語

学科）

営業→セミナー
などイベント運

営会社

失業
技能実習（自動
車部品製造）

日系
企業

入社

日系企業
復職
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についていたものばかりであった。 

 インドネシア国内での研修期間の終わり頃、日本での技能実習の内容（仕事内容、賃金、

労働条件、生活など）の説明があった。 

 

３ 来日後研修 

 来日後、受入れ企業で簡単な研修が行われた。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

Ｂさんを受入れた企業は、中部地方の輸送用機械器具製造業企業で、従業員数は約 760 人。

日本の工場とインドネシアの現地法人とでは、製造している製品が異なる。また、工場の設

備も日本の工場の方が新しい。 

 

（２）実習内容 

Ｂさんは、工場の二輪・四輪自動車のキャブレターの製造ラインに配属となった。 

技能実習の 1 年目はアッセンブリング、2 年目と 3 年目はＮＣ旋盤の作業を行った。 

同じラインには日本人社員が配置されており、仕事上の指導を受けた。Ｂさんは、既述し

たように、生産現場の仕事を経験したことがなかったが、1 カ月程度で仕事をこなせるよう

になった。仕事上の日本語はこれまで馴染みのないものであったが、他の 4 人の技能実習生

に比べると、日本語を学んだ経験がある分、仕事に関する指導内容の理解が早かった。同期

の 4 人の技能実習生は、日本語の指示内容がわからないので、仕事に慣れるまでにより長い

時間が必要であった。 

 実習は、午前 8 時から午後 5 時までであったが、部門によって 2 シフト制と 3 シフト制が

あり、夜勤は午後 10 時から翌午前 7 時まで、午前 0 時から午前 9 時までとなっていた。 

 賃金は時給で計算され、1 年目は時給 835 円、2 年目は時給 845 円、3 年目は時給 860 円で

あった。 

Ｂさんは、技能実習 3 年目の後半に間接部門に異動となる（Ｂさんは、この時点からイン

ドネシア法人の正社員になった）。間接部門に異動になった時点で、会社と時給について交渉

したところ、時給 1000 円に引き上げてくれた9。 

 

（３）生活 

日本では、社員寮で生活していた。日本での技能実習期間中、生活上の制限はなかった。

インドネシアでの事前の説明では、給料から社会保険や年金が引かれることについて説明が

                                            
9 Ｂさんは、日本法人では技能実習制度がはじまったばかりで、細かい労働条件などを整備できていなかたので

はないか、と述べている。 

調査シリーズNo.144

労働政策研究・研修機構（JILPT）



－135－ 

なかった。また、寮では土曜日・日曜日、祝祭日などの休日には食事が出なかったことも事

前に説明がなかった。 

Ｂさんは、給料から生活費を除いて、日本からインドネシアの家族に毎月 5 万円～6 万円

送金していた。 

 

５ 帰国後の就業状況 

上記のように、Ｂさんは技能実習期間中にインドネシア法人の正社員になり、帰国後は、

生産管理の他、社内で日本語の通訳の仕事も任されている。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

 Ｂさんは技能実習制度について、次のような課題があると述べている10。1 つは、技能実習

生の送出し前の日本語研修を充実させること。2 つめは、日本での労働条件を明確にし、事

前の告知と違いがないようにすること。3 つめは、帰国後の処遇を明確にすることである。 

そのほか、受入れ企業の課題として、宗教的な配慮をしてほしいと述べている。 

 

 

ケースＩ２ Ｊさん 

１ プロフィール 

Ｊさんは 24 歳の男性である。 

 2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、中部地方の機械・金属関係の工場で技能実習を受け

た。 

団体監理型の技能実習である。 

 

図７ Ｊさんの経歴 

 

２ 経歴と来日直前までの就労、技能実習参加の動機 

（１）インドネシアでの職歴 

 Ｊさんは高校普通科を卒業、その後は仕事に就いていなかった。しかし、仕事に就かなけ

                                            
10 技能実習制度全般と言うより、現在勤務している日系企業の企業単独型技能実習制度についてのコメントで

ある。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
年齢 （歳）

大学在学
中

技能実習（電子
部品製造）

高校卒業
未就業
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ればならないと思い、就職先の選択肢の 1 つとして、日本の技能実習を考えた。家族に技能

実習の経験者がいたこと、子供の頃から日本に行ってみたいと思っていたことも、技能実習

生に応募する誘因になっている。 

Ｊさんは、日本の監理団体がインドネシアの大学などの教育機関、地方の労働局11に掲示

している技能実習生の募集広告を見て応募を決めた（図 7）。 

 

（２）事前研修 

応募後は、インドネシア国内で 3 カ月間、日本語、日本文化、計算、体育などの研修を受

けた。 

研修の後半に、日本での技能実習の内容、賃金、生活の条件などの説明を受け、契約をし

た。 

 渡航までに、健康診断の費用、資料のコピー代、ビザなどの費用負担はあったが、渡航費

負担や保証金徴収といったことはなかった。 

 

３ 来日後研修 

 来日後、1 カ月間首都圏で日本語などの研修が行われた。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

Ｊさんを受入れた企業は、中部地方の電子部品（液晶ディスプレィ関連の部品）製造業企

業である。従業員数は約 50 人である。 

同社は、1993 年から研修・技能実習生を受入れており、一時期は 16 人の技能実習生を受

入れていたが、Ｊさんが実習生の期間に受入れていた実習生は 8 人であった。 

 

（２）実習内容 

技能実習の第 1 日目、会社の管理職社員から安全衛生について説明を聞いたが、Ｊさんは

日本語がわからなかったので理解できず、2 年目、3 年目の技能実習生に説明してもらったと

のことである。 

実習は、1 年目は簡単な作業からスタートし、2 年目、3 年目と次第に難しい作業、責任を

伴う作業へと進んだ。Ｊさんが配属されたラインには、2 年目の技能実習生が配属されてい

たので、ハンダ付けなどの作業を教えてもらった。 

実習生（2 号）に移行する際の基礎 2 級の試験は、実技は簡単に感じたが、日本語が難し

かった。 

                                            
11 インドネシアの自治体の 1 部門である。 
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仕事に慣れると、他の作業工程を手伝うこともあった。Ｊさんは、新しい仕事を覚えるこ

とは楽しいことだったと言っている。3 年目には、技能実習生の中で 1 人だけ、製品検査も

任されるようになった。 

仕事は、夜勤もあったが、残業はほとんどなかった。土日は休みであったが、1 カ月に 1

日だけ、土曜日の出勤があった。 

賃金は時給 700 円くらいだったが、毎年、最低賃金が引き上げられ分、時給が上がった。 

 給料から部屋代、光熱費、社会保険などが引かれ、手取り額は、月 9 万円から 10 万円くら

いとなった。 

 

（３）生活 

技能実習の 1 年目と 2 年目はアパートで生活していた。アパートでは 1 部屋に技能実習生

2 人が生活していた。3 年目にはアパートから 1 軒家に移った。この家は、受入れ先企業の社

長が所有している家だったので、部屋代が不要になり、負担は、光熱費の約 5000 円だけにな

った。 

日本での技能実習期間中、病気で手術を受けた。初診の際には監理団体の担当者が同行し

てくれた。手術で 2 週間くらい入院したが、その期間は 60％くらいの所得保障があり、また、

手術や入院の費用は保険から支払われた。入院中、会社の人が見舞いに来なかったので寂し

く感じたという。 

日本語の勉強に時間を割いたが、試験のＮ4 は合格したものの、Ｎ3 は 3 回失敗した。特

に漢字が難しいと思う。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｊさんは、帰国後は日系企業に就職したいと考えていた。しかし、日系企業の人材募集要

件に最終学歴大卒以上という要件があったので、希望は適わなかった。そのため、Ｊさんは、

大学の社会人コース（マネジメントの学位取得コース）に入学した。インドネシアの技能実

習生のうち、帰国後、大学に進学したのは 3 人だけということである。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

 Ｊさんによると、実習生の立場からは技能実習制度の制度上の問題はないが、受入れ企業

の環境や生活環境（寮・宿舎）の整備が必要であるという。寮や宿舎の中には、台所がない

場合もあり、生活上不便だからである。 

また、技能実習制度を終えたことが帰国後の就職の際にどのような効果を持つか尋ねたと

ころ、付加価値になるかも知れないが、だからといって、就職に有利とはいえないと答えて

いる。 
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ケースＩ３ Ｄさん 

１ プロフィール 

Ｄさんは 24 歳の男性である。 

 2011 年 11 月から 2014 年 11 月まで、機械・金属関係の工場で技能実習を受けた。 

団体監理型の技能実習である。 

 

２ 経歴と来日直前までの就労、技能実習参加の動機 

（１）インドネシアでの職歴 

 Ｄさんは工業高校を卒業し、教育機器の製造業企業、二輪車の部品の生産管理の仕事をし

ていた。その後、卒業した高校で、技能実習生の募集広告を見て応募することに決めた12（こ

れは、日本の監理団体がインドネシアの大学などの教育機関、地方の労働局13に掲示してい

るものである）（図 8）。 

 

図８ Ｄさんの経歴 

 
（２）事前研修 

応募後は、インドネシア国内で 3 カ月間にわたって研修を受けた。研修期間中に、日本で

の技能実習の内容、賃金、生活の条件などについて説明され、その後、契約をした。 

 健康診断、ビザ手続きに要する費用負担はあったが、渡航費負担や保証金徴収といったこ

とはなかった。 

 

３ 来日後研修 

 来日後、1 カ月間、日本語や日本での生活について研修が行われた。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

Ｄさんを受入れた企業は、首都圏にある機械･金属関係（トラクターのマフラー、スペア

                                            
12 インドネシアでは、日本の監理団体が財団（※送出し機関と思われる）と連携し、公立学校に対して技能実

習生の募集情報を提供しており、在学生だけではなく、卒業生も利用できる。 
13 インドネシアの地方自治体の 1 部門とのことである。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
年齢 （歳）

工業高校

卒業

教育機器製造

業、二輪車の部

品の生産管理

技能実習（機

械・金属関係）

日系企業

就職
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パーツなどの製造）の製造業企業である。従業員数は約 70 人である。 

 

（２）実習内容 

実習場所では、まず安全衛生について説明され、その後、仕事について説明があった。 

Ｄさんは、金属プレス加工、ＮＣ旋盤、アッセンブリーなどの仕事をローテーションで一

通り経験した後、主にＮＣ旋盤、プレス作業を担当することになった。 

仕事を覚えるまでには 8 カ月くらいかかった。作業そのものより、テクニカルタームを理

解するのに時間がかかった。また、機械を扱う作業であったので、誤って操作することによ

って重大な事故につながる可能性があるので、安全に操作するよう注意した。 

日本人社員と技能実習生 2 人くらいが同じラインに配置されていた。技能実習生は、1 年

目と 2 年目、1 年目と 3 年目というように、仕事上の指導ができるよう配慮されていた。 

1 年目は、仕事に慣れるだけで時間が過ぎた。しかし、2 年目、3 年目には、責任を伴う仕

事、自分で判断しなければならない仕事（具体的には、自分で材料や部品を選んで、製品を

作る作業）を任されるようになった。Ｄさん 1 人で作業を任されていた時期も 6 カ月間くら

いあった。 

日本人社員のリーダーから仕事の技術面だけではなく、仕事上の細心の配慮が大事である

ということまで教えてもらい、今でも感謝している。 

勤務時間は午前 8 時から午後 5 時までで、夜勤はなかった。トラクターなどの農機具は、

秋から冬にかけて繁忙期となるので、この期間は残業があった。 

賃金は、時給 880 円くらいだったが、最低賃金の引き上げに伴って、毎年 10 円くらいず

つ上がった。 

ただ、休暇取得と賃金の支払いがインドネシアでの事前の告知と違っていた。休暇分の給

料は支払われると思っていたが、休むとカットされた。 

 

（３）生活 

日本では、技能実習生が 2 人 1 部屋のアパートで生活していた。 

日本で技能実習を受けているときに、病気（虫垂炎）で手術を受け、10 日くらい仕事を休

んだ。医療費は、会社の人に立て替えてもらった。 

給料からインドネシアの家族に定期的に送金し、残りは貯金した。貯金で帰国後すぐに家

を新築した。 

なお、日本での技能実習期間中に、いわゆるブローカーから他の企業への転職の誘いを受

けるようなことはなかった（仮にそういうことがあったとしても、配属先の会社の待遇が良

かったので、行く気もなかった）。 
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５ 帰国後の就業状況 

Ｄさんは、日本にいるときからインドネシアの友人を通じて現地の求人情報を入手し、帰

国後、日系企業に就職した。現在、自動車のシートのマスターモデルを製作する仕事に就い

ており、調査時にはジョグジャカルタ近郊で研修中であった。現在の職位はリーダーである。 

就職する際、技能実習の経験と日本語能力が有利に働いたと思っている。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

 Ｄさんは、技能実習制度について、実習生本人次第でプラスにもマイナスにもなると評価

している。 

 制度の良い点は、日本語を習得できること、お金を得られることである。一方、課題とし

て、日本語のレベルアップのための学習環境の整備など、実習生に対して一定の配慮が必要

であると述べている。 
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タ イ 

ケースＴ14１ Ｃさん 

１ プロフィール 

Ｃさんは 28 歳、男性である。 

 2011 年 11 月から 2014 年 11 月まで、機械･金属関係の工場で技能実習生として滞在した。

技能実習は団体監理型である。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）タイでの職歴 

 Ｃさんは短期大学を卒業後、ファーストフードなどのアルバイト店員として働いていたが、

失業した。求職活動期間中に、日本の技能実習生の募集広告を見て、知人の技能実習経験者

の話を聞くなど情報を収集した。そして、収入を得るため、また、将来、安定的な仕事に就

くために技能を身につける必要があると感じ、技能実習に応募した。 

他国への出稼ぎも可能であったが、日本の技能実習生に応募しようとした理由は、話を聞

いた実習生経験者がこの制度を高く評価していたからである（図 9）。 

 

図９ Ｃさんの経歴15 

 

（２）技能実習生の選考、事前研修 

 技能実習生への応募は、日本の監理団体を通じて行った。健康診断を受診した後、タイ国

内で 3 カ月間日本語の集合研修を受けた。日本語を勉強したのは初めてであった。日本での

技能実習の概要や労働条件などの説明を受け、その後契約を結んだ。 

渡航費や保証金など、本人の費用負担はなかった。 

  

３ 来日後研修 

 来日後、1 カ月間、日本語、日本での生活などについて研修を受け、北関東の機械･金属関

係の工場に配属となった。 

 

                                            
14 以下、区別のため、タイの事例にはＴと事例番号を用いている。 
15 タイの教育制度は日本と同じ 6-3-3(-4)制で、それに基づいて図を作成した。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

短期大学

卒業 飲食店の店員など
技能実習(機械・

金属加工）
求職中

年齢 （歳）
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４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

受入れ企業は、自動車部品を製造しており、従業員数約 200 人で、技能実習生は 5 人であ

った。実習生は全員がタイ出身者であった16。この工場では、技能実習生の他、日系ブラジ

ル人が 10 人以上働いていた（日系ブラジル人が直接雇用か間接雇用かは不明である）。 

 

（２）実習内容 

Ｃさんは主に金型製作作業を担当した。タイ国内で経験のない仕事であったし、日本語も

十分理解できなかったので、実習期間のはじめの頃は不安であった。 

実習は、簡単な作業からスタートし、次第に難しい作業へと移っていった。1 年目は仕事

と日本語に慣れるだけで時間が過ぎていった。しかし、2 年目からは段取りもわかるように

なり、自分からカイゼンのアイディアを出せるようになった。 

仕事の指導は、30 歳代の主任（日本人社員）と 2 年目、3 年目の技能実習生から受けた。

主任の日本語が理解できないときには、2 年目、3 年目の技能実習生に教えてもらった。 

仕事上の失敗も何度か経験したが、仕事そのものはチャレンジングで面白かった。 

勤務は、2 週間おきに昼の勤務と夜勤が変わった。 

賃金額は月 14 万円～20 万円くらいで、残業や夜勤をこなすと賃金額も多くなったが、金

額には変動があった。この金額から住居費、光熱費、税･社会保険、年金などが引かれたので、

手取り額は 9 万円～10 万円くらいであった。 

 

（３）生活 

技能実習生は、宿舎で生活しており、2 人 1 部屋（広さは 4 畳くらい）であった。宿舎に

は、共用の洗濯機、冷蔵庫、ガスコンロなどが備えてあった。 

家族に送金していたが、送金額は多くない。生活費を除いた残りは、カメラ、ＰＣ、楽器

などの購入や旅行17に行ったりしたので、あまり貯金はできなかった。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｃさんは、音楽活動をしながら求職中である。 

タイには、技能実習で習得した技能を活かせるような金型の仕事は多くない。できれば、

ラインの仕事ではなく、管理の仕事を希望している。希望賃金は月額 30000 バーツくらい。 

日本語をもっと勉強し、通訳の仕事をすることも考えているという。 

 

                                            
16 同社では、別の工場でベトナム人の技能実習生（7～8 人）を受入れている。 
17 静岡県の工場に配属になったタイの友人と旅行をしたとのことである。 
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６ 技能実習制度の成果と評価 

Ｃさんは技能実習制度について、マイナスの面はないと評価している。特に、失敗しても

チャンスがもらえること、仕事を通じて物事の考え方、やり方を学ぶことができることをプ

ラスに評価している。 

 

 

ケースＴ２ Ｍさん 

１ プロフィール 

Ｍさんは 38 歳の女性である。 

2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、中国地方の自動車部品製造工場で技能実習を受けた。

企業単独型の技能実習である。 

 

図 10 Ｍさんの経歴 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）タイでの職歴 

 Ｍさんは高校卒業後、大手スポーツ用品メーカーの工場で製造ラインの仕事に就いていた18。

その後、現在の日系自動車部品工場に転職した。 

現在の主な仕事は、自動車のドアのゴムシールドの取り付け作業である。経験年数は 8 年

である（図 10）。 

賃金そのものは、スポーツ用品メーカーの方が高かったが、現在住んでいる地域の物価水

準が低いので、実質的な賃金は同じくらいである。また、現在の会社の方が福利厚生面で恵

まれている。 

 

（２）技能実習生の選考、事前研修 

Ｍさんが勤務する日系企業には、社内に技能実習送出し制度がある。技能実習生に選ばれ

るためには、仕事のパフォーマンスに関する基準が定められている。そのほか、筆記試験、

工場長、役員・管理職などとの面接試験を実施し、合格者が日本の親会社の工場に送出され

                                            
18 同社の工場はタイ国内に 2 箇所ある。 
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る。日本で技能実習を受けるためには、家族の同意を得ることも条件となっている。 

Ｍさんが働くタイの工場では、従業員の多くが日本での技能実習を経験しいている。日本

での処遇など労働条件は、日本に行く前に説明があったが、よく知られた会社の制度なので、

概要は知っていた。 

日本への渡航費や保証金の徴収などはなかった。 

  

３ 来日後研修 

技能実習生に選ばれると、タイ国内で 3 カ月、日本で 1 カ月計 4 カ月間の日本語研修（日

常会話と仕事上の日本語）を受ける。Ｍさんはこの 4 カ月間の研修では、日本語は上達しな

かったと言っている。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

技能実習生を受入れている日本の親会社は、自動車部品をはじめ、住宅用建材、インフラ

関連の建材を製造しており、中国地方に 4 つの工場がある。従業員数は、およそ 1400 人であ

る。日本の自動車メーカー各社の他、英独の自動車メーカーとも取引があった。 

同社では、タイ、中国、ベトナム、インドネシアなどの海外の工場から技能実習生を受入

れている19。 

 

（２）実習内容 

技能実習の内容は、Ｍさんがタイの工場で担当していたものと同じ自動車部品の製造であ

る。既に経験していた仕事なので、日本での技能実習だからといって戸惑うことはなかった。

問題は、日本語だけだった。 

タイ国内で行われた仕事内容の説明と違っている点もなかった。 

同じラインに日本人社員が配置されており、仕事上の指導を受けることもあった。 

毎年 3 月には技能実習生も参加してカイゼンのコンクールが開催されていた。Ｍさんも、

技能実習の 3 年間、すべて参加した。 

日本での基本給は 3 年間ほぼ同じであった。ただ、残業時間や夜勤の日数によって変動が

あった。平均すると、手取りで 18 万円くらいだった。日本での夜勤は 20 時から翌朝 7 時 10

分までで、これに残業が加わると 9 時までの勤務となる。残業時間は月 30 時間までだった。

タイの工場の方が残業時間は多く、残業代は安い。 

日本で技能実習を受けている期間中、タイの給料はそのまま支給され、日本での給料も支

給されたので、経済的にプラスになった。タイか日本、一方の賃金はそのまま貯金できた。 

                                            
19 Ｍさんを受入れた企業のホームページの記述による。 
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（３）生活 

技能実習生は、会社借り上げの一軒家で生活していた。費用負担は月 1 万円くらい。他の

費用は会社が負担した。生活に必要な設備も用意されていたので、実習生の費用負担は生活

費だけだった。 

家族への送金もしていた。送金に必要な手続きはすべて会社が代行してくれた。あまりお

金を使うことがなかったので、3 年間で 130 万バーツほど貯金することができた。 

年末年始や夏休み中に中国四国を旅行したのが思い出である。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｍさんは、日本での技能実習修了後、タイの日系企業の工場に復職している。 

実習前と実習後で職位に変わりはなく、また、賃金額もほとんど変わりはない。ただ、日

本での技能実習を受ける前は日給制の正社員だったが、復職後は月給制の正社員になった。

そのため、生活が安定するようになったという。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

Ｍさんは、技能実習制度が帰国後の仕事をする上でプラスになったし、なにより経済的に

大きなプラスになったと肯定的に評価している。チャンスをくれた会社に感謝している。 

 

 

ケースＴ３ Ｄさん 

１ プロフィール 

Ｄさんは 35 歳の女性である。 

 2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、既出のＭさんとともに自動車部品の工場で技能実習

を受けた。企業単独型の技能実習である20。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）タイでの職歴 

 Ｄさんは高校卒業後、食品工場（冷凍食品）で製造ラインの仕事をしていたが、その後、

現在の日系自動車部品工場に勤務するようになった21。 

主な仕事は、自動車のドアウエザーストリップの製造で、経験年数は 5 年である（図 11）。 

  

                                            
20 以下では、Ｍさんのインタビュー記録と重複する部分は、一部省略する。 
21 賃金は前の食品工場より現在の会社の方が良いとのことである。 
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図 11 Ｄさんの経歴 

 

（２）技能実習生の選考、事前研修 

Ｍさんの記述と同じである。 

  

３ 来日後研修 

 来日後に簡単な研修があった。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

技能実習生を受入れている日本の親会社は、自動車部品、住宅用建材、下水道などの建材

を製造している。本社の他、工場が中国地方にある。企業全体の従業員数は約 1400 人。 

技能実習生は、4 か所の工場から実習を受ける工場を自分の希望で選ぶことができる。ど

の工場も同じ県内に立地しており、賃金や労働時間をはじめとする労働条件は同じである。 

 

（２）実習内容 

Ｄさんが配属となった工場の従業員数は約 300 人である。Ｄさんは、タイの工場で担当し

ていた仕事と同じく自動車部品の製造で技能実習を受けた。タイの仕事と同じなので、作業

を行う上で戸惑うことはなかった。日本に行ったばかりの時期は日本語がほとんど理解でき

なかったので、同じラインの日本人社員から、仕事上の指導を受けてもそれを活かすことが

できなかった。 

日本とタイの工場では、仕事内容や製品（車種、取引メーカーは違う）はほぼ同じだが、

日本の方が厳密な品質管理を行っており、勉強になった。3 年間毎年参加したカイゼンのコ

ンクールもプラスになった。 

日本での基本給は 3 年間ほぼ同じで、残業時間や夜勤の日数で金額が変わった。日本での

夜勤は、20 時から翌朝 7 時 10 分までで、これに残業が加わると 9 時までの勤務となる。残

業時間は月 30 時間以内と決まっていた。 

賃金の手取り額で月 17 万円から 20 万円くらいであった。 
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（３）生活 

生活は、会社借り上げの一軒家で、技能実習生 10 人くらいが共同生活をおくっていた。タ

イの工場の同僚と一緒に技能実習を受けたので、ホームシックになるようなことはなかった。 

宿舎の費用負担は月 1 万円くらいで、光熱費などの一部は会社が負担した。家族に毎月送

金をしていたが、必要な手続きは会社が行ってくれた。 

生活費と送金の残りは貯金していた。3 年間で 140 万バーツほど貯金し、帰国後、家を新

築した。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｄさんは、日本での技能実習修了後、タイの日系企業の工場に復職している。職位は同じ

で、賃金額もほとんど変わりはない。Ｍさんと同じく、技能実習を受ける前の日給制正社員

から実習修了後は月給制正社員になった。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

Ｄさんは、日本での技能実習生としての経験が、仕事上の技能向上にもプラスになったと

評価している。日本での経験は非常にラッキーであったという。他の会社で働いていたらこ

うした経験はできなかったと思う。もちろん、経済的にもプラスであった。現在の会社に勤

め続けたいと思っている。 

 

 

ケースＴ４ Ｗさん 

１ プロフィール 

Ｗさんは 25 歳の女性である。 

2011 年 10 月から 2014 年 11 月まで、四国地方の農家で技能実習を受けた。団体監理型の

技能実習である。Ｗさんの実家は農家であるが、Ｗさん自身は農業の経験は全くない。 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）タイでの職歴 

 Ｗさんは高校普通科を卒業後、タイ国内の大手コンピュータ部品関連工場で記憶媒体の生

産の仕事に就いていた。しかし、1 年ほどで仕事を辞め、仕事に就かずに家にいた（図 12）。 
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図 12 Ｗさんの経歴 

 

 家の近くに日本語学校があり、Ｗさんは 3 カ月の日本語コースを受講した。費用は 3 万バ

ーツで、自己負担である（図 13 の①、以下同じ）。そこに「日本の会社」22が技能実習生の応

募者を集めるために訪れ（②）、そこで選ばれて技能実習生として日本に来ることになった 

 この「日本の会社」は、日本語学校に定期的に訪れて技能実習生を募集するわけではない。

もし 3 カ月間の在学中にこの会社が募集に来ない場合には、技能実習生として日本に行くこ

とはできない。そして、Ｗさん自身は、この経路がタイ国労働省を通さない、非公式の経路

であることを知っていた。 

 技能実習生として日本に来るに当たり、ビザ手続き、渡航費、健康診断、保証金などの名

目で、合計 30 万バーツをタイ人23の担当者に対して支払った（③）。Ｗさんはこの費用を借

金などで工面した。保証金は技能実習修了後、返還されるということであった。「日本の会社」

と監理団体の関係はわからない（④、④’） 

 Ｗさんに対する事前の説明では、日本の工場で働くということであった。 

 

図 13 Ｗさんの送出しから受入れまでの流れ 

 

注：図の実線はＷさんのコメントで確認できた部分を、点線は確認できなかった部分を表す。 

                                            
22 Ｗさんのコメントによる。Ｗさんもこの「日本の会社」について詳しくわからなかったという。仲介業者で

あることも考えられる。 
23 このタイ人は、日本人を日本語学校に来る際に同行していたが、日本語学校の職員ではないという。 
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（２）事前研修 

Ｗさんは、費用を自己負担した日本語学校の 3 カ月コースの他に、事前研修は受けていな

い。 

  

３ 来日後研修 

 来日後、日本語研修が 1 カ月くらいあり、その後実習場所に行くことになった。事前の説

明では工場で働くということであったので、実習場所が農家であるとは思わなかった。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ農家 

Ｗさんの技能実習の実施機関は四国地方にある農家であった（⑤）。この家の主人は船の

設計の仕事をしており、主に奥さんが農業をやっていた。技能実習生の受入れはＷさんが初

めてで、また、タイ語ができる人は周辺にいなかった。 

日本の工場で働くという事前の説明とは異なり、農家で働くというので、Ｗさんは驚いた。

しかし、どこに相談したら良いのか、タイ語で相談できるところもわからなかったし、日本

語は全くといっていいほど理解することが出来なかったので、結局誰にも相談できなかった。

すぐにでも帰国したかったが、渡航費もなく、保証金を預けているので、そのまま我慢して

働くしかなかった。 

 

（２）実習内容 

農家での技能実習では、野菜の出荷作業などを行った。Ｗさんが配属された農家には指導

員がほぼ毎日来ていたが、その指導員もタイ語が出来なかった。そのため、何を話している

のか、何を指示されているのか、全く理解できなかった。 

実習期間中は、市場が開いている時は朝 4 時半に起床し、5 時から作業を行った。作業が

終わるのは夜の 10 時過ぎになることもあった。 

食事は自炊をしていた。Ｗさんは作業が終わるまで、食事や休息はほとんどとらなかった。

作業が終わる前に休むと、それだけ作業が残り、深夜まで作業をしなければならなかったか

らである。休まないで作業を続け、作業が終わってから休むようにした。 

賃金は一番多いときで月 18万円から 19万円くらい、少ないときは 12万円くらいであった。

3 年間で賃金は少し上がったが、それが最低賃金の上昇によるのか、賃金を上げてくれたの

か、わからなかった。 

 

（３）生活 

技能実習の期間中、Ｗさんは近隣の他の農家に配属になった実習生 5 人と一軒家で生活し

ていた。部屋は 2 人 1 部屋である。 
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給料から住居費、光熱費、税金、社会保険料など、合計で 5 万円くらい引かれた。年金に

ついては支払っていなかったと思うが、詳しくはわからないとのことであった。 

生活費を除いた残額から、1 カ月に 3 万バーツくらいずつ、郵便局から家に送金していた。

他に 3 年間で 20 万バーツくらい貯金した。 

 宿舎の家には電話があり、電話の使用を禁止されていたわけではないが、遠慮もあり、ほ

とんど使わなかった。家族とは、フェイスブックやスカイプで連絡を取った。携帯電話を買

うことができなかったので、タイから持参したＰＣでネットがつながるように、プロバイダ

契約を結んだ。契約は、寮の近所の造船所で働いている中国人に手続きしてもらった。 

 実習場所の農家から一番近くのスーパーまで行くにも自転車で 20 分くらいかかったので、

休日に買い物に出かけることもあまりなかった。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｗさんは、タイへの帰国後、仕事に就いていない。求職活動もしていない。 

技能実習に行く前に預けた保証金は、帰国後に返還されるとのことであったが、全く戻っ

ていない24。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

 Ｗさんから、技能実習制度についてコメントはなかった。 

 

 

ケースＴ５ Ｃさん 

１ プロフィール 

Ｃさんは 27 歳の男性である。 

 2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、北陸地方の機械・金属関係の工場で技能実習を受け

た。 

団体監理型の技能実習である。 

 

図 14 Ｃさんの経歴 

 

                                            
24 2015 年 3 月の調査時点。 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

求職中
技能実習(機械・

金属加工）
空港（機械整備）勤務短大卒業

年齢 （歳）
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２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）タイでの職歴 

 Ｃさんは短大卒業後、空港の機械整備の仕事に就いていた。以前から海外で働くことを考

えており、就労先を探していた。いくつかの国を検討するうちに、帰国した技能実習生の話

を聞く機会があり、働きやすく、生活も良いイメージを持ったので、技能実習生として日本

に行くことにした。 

 居住地近くの労働局に技能実習生の募集広告が掲示されていたので、それを見て応募した

（図 14）。 

 

（２）事前研修 

応募後は、日本の監理団体が対応した。タイ国内で 3 カ月間日本語などの研修を受けた。 

 費用は、パスポート申請と健康診断にかかる分だけが自己負担で、それ以外の渡航費の負

担はなく、また、保証金などの徴収もなかった。 

 渡航前に日本での技能実習についての説明があり、労働条件などの話を聞いた。その上で、

内容に同意し、契約を結んだ。 

 

３ 来日後研修 

 来日後、1 カ月間の日本語、日本での生活に関する研修があった。日本語検定試験も受験

した。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

Ｃさんは、北陸地方にある機械･金属関係の工場に配属になり、そこで技能実習を受けた。

この企業では、トラクター、バスのサスペンションなど、自動車部品を製作しており、首都

圏にも工場がある。Ｃさんが配属された工場の従業員数はおよそ 120 人で、6 人の技能実習

生を受入れていた。技能実習生は全員タイ人であった。 

 

（２）実習内容 

Ｃさんの技能実習の職種は溶接である。工場では技能実習生用のカリキュラムが用意され

ており、3 年間で易しい作業から高度な作業へと進むようになっていた。 

Ｃさんは、タイで溶接の仕事の経験が全くなかった。しかし、1 週間くらいで技能実習の

仕事ができそうだと感じた。Ｃさん自身、会社が用意したカリキュラムがよくできていたと

評価しており、より高度な、難しい作業にも無理なく進むことができた。 

しかし、他の技能実習生と同様、日本語の習得に苦労したと述べている。特に、仕事に関

する技術的な日本語を習得することが難しかった。 
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基礎 2 級の試験は普段行っている作業に比べると簡単な内容であったが、日本語は事前に

勉強したのにかなり難しく感じた。 

基本給は、技能実習の 1 年目が月 14 万円弱、2 年目が 14 万円くらい、3 年目が 15 万円く

らいであった。これに残業代が加算される。残業は月 60 時間までだった。平均すると、基本

給に 6 万円くらい加算された。 

土曜日は原則として出勤したが、夜勤はなかった。 

 

（３）生活 

技能実習生 6 人は、会社が用意した寮で共同生活をしていた。2 段ベッドであったが、1

段ずつ使うのではなく、1 人で 2 段使っていた。 

パスポート、預金通帳の取り上げ、携帯電話、ＰＣなどの使用禁止などはなかった。外出

など、行動の制限もなかった。 

国の家族との連絡は、フェイスブックやスカイプで行った。 

 タイの家族には不定期に（生活に困ったときなど）送金していた。自分の生活費などを除

いたお金は貯金した。 

 周辺の工場でも技能実習生を受入れていたので、実習生だけで休日に釣りをしたり、サッ

カーをしたりして過ごした。 

 食事（味付け）にもすぐ慣れ、日本での生活で困るようなことはなかった。健康面でも大

きな問題はなく、風邪を引いたくらい。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｃさんは、現在、求職活動中である25。自動車部品製造の仕事や、技能実習で身につけた

溶接の技術を活かせる仕事を探している。タイにも自動車部品の工場や溶接の仕事がある。

これまで数社の面接インタビューを受けたが、採用されなかった。 

Ｃさんの居住している地域周辺に日系企業はなく26、日系企業がある地域までは、車で 5

時間から 6 時間かかる。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

 Ｃさんは、日本の技能実習制度について、技術を習得する面でも経済的にもプラスになっ

たと肯定的に評価している。 

 なお、Ｃさんの居住している地域周辺では、技能実習制度がらみの犯罪（詐欺）が多く発

生しており、Ｃさんの近所の家でも土地を担保に 20 万バーツ詐取されたと聞いたので、制度

                                            
25 日本での貯金で自動車を購入したとのことである。 
26 この地域でも日系企業を誘致しているとのことであるが、現在進出した事例はない。 
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の適切な運営を希望していた27。 

ケースＴ６ Ｐさん 

１ プロフィール 

Ｐさんは 27 歳の男性である。 

 2011 年 10 月から 2014 年 10 月まで、北関東の機械・金属関係の工場で技能実習を受けた。 

団体監理型の技能実習である。 

 

図 15 Ｐさんの経歴 

 

２ 経歴と来日直前の就労、技能実習参加の動機 

（１）タイでの職歴 

 Ｐさんは高校卒業後、自動車部品工場でプレス作業を 1 年、子供服の工場で商品管理の仕

事を 2 年、紳士服・婦人服の販売を 1 年、軍隊を 1 年経験している（図 15）。 

収入を得るためと日本語を勉強する機会がほしかったことから日本の技能実習生に応募

しようと思った。居住地近くのタイ国労働省に日本の技能実習生募集の掲示を見て、応募し

た。 

 

（２）事前研修 

タイ国内で 3 カ月間日本語などの事前研修を受けた。これは日本の監理団体が行っている

ものである。 

 技能実習にかかる費用は、パスポート申請と健康診断にかかる分だけが自己負担で、渡航

費などの他の費用負担はなかった。保証金などの徴収もなかった。 

 渡航前に日本での技能実習についての説明があり、仕事内容、賃金、労働時間、生活など

の条件に関する話を聞いた上で、同意の上契約を結んだ。 

事前の説明と実際の技能実習とで異なる点はなかった。 

                                            
27 前出のＷさんもこの地域出身である。 
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軍隊
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年齢 （歳）

高校卒業
自動

車部

品工

場勤

務

紳

士・

婦人

服販

売
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中
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３ 来日後研修 

 来日後、1 カ月間の日本語、日本での生活について研修を受けた。 

 

４ 実習期間中のこと 

（１）受入れ企業 

Ｐさんは、北関東にある機械･金属関係の工場に配属になり、そこで技能実習を受けた。

この工場では、駆動系、ギアなどの自動車部品を製作していた。工場の従業員数はおよそ 100

人で、5 人の技能実習生を受入れていた。技能実習生は全員タイ人であった。 

 

（２）実習内容 

Ｐさんは工場でＮＣ旋盤、マシニングを担当した。 

工場に配属になった最初の日に、安全衛生についての研修があった。説明は日本語で行わ

れが、通訳がいたため理解できた（当時のＰさんの日本語能力では日本語の説明を理解でき

なかった）。 

技能実習は、まず、工場の主な工程を一通り経験した。その後、1 年目と 2 年目にはＮＣ

旋盤を、3 年目にはマシニングを主に担当した。 

Ｐさんは、タイで自動車部品製造（プレス作業）の仕事を経験しているが、日本での技能

実習の仕事に慣れるまで 4 カ月くらいかかった。これは、作業が難しいからではなく、日本

語を理解するのに時間がかかったためで、特に、仕事に関する日本語を理解することが難し

かったとのことである。 

実習の指導は、主に同じ工程の日本人社員から受けた。そのほか、2 年目、3 年目の技能

実習生からも教えてもらった。 

仕事に慣れてからは、主に担当していた旋盤やマシニング以外の作業も手伝うことがあっ

た。工程を一通り経験していたので、他の作業を手伝う場合も慣れるまで多くの時間はかか

らなかった。 

賃金は、基本給が技能実習 1 年目、2 年目が月 14 万円くらい、3 年目が 15 万円くらいで

あった。残業代が加算されると月 20 万円から 23 万円くらいになった。 

残業は、休日出勤を含め、多くても 40 時間くらい。月 1 回、土曜日出勤があったが、夜勤

はなかった。 

 

（３）生活 

住居は技能実習生用の寮が用意されていた。勤務時間のシフトがあったので、食事は実習

生がそれぞれで自炊していた。 

寮費、光熱費、税金、社会保険、年金などで 1 カ月に 4 万円から 5 万円くらい給料から引

かれたので、給料の手取り額は月 15 万円から 18 万円くらいになった。 
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家族との連絡はラインやフェイスブックなどを利用した。費用がかからないので、ほとん

どの技能実習生がそうしていた。他国から来日している技能実習生も、家族との連絡に電話

を使う者は少ないようである。 

タイの家族には、月に 3 万バーツから 4 万バーツくらい送金し、残りを貯金した。 

パスポート、預金通帳、携帯電話の取り上げ、電話の使用制限・禁止、外出の制限などは

なく、生活は自由だった。 

 

５ 帰国後の就業状況 

Ｐさんは、日本での貯金をもとにキノコ栽培の起業を準備している。起業は前から考えて

いたとのことである。現在、菌種培養のための施設を建設中である。 

 

６ 技能実習制度の成果と評価 

 Ｐさんは、日本の技能実習制度が経済的に非常にプラスになったと評価している。タイは

学歴社会であるが、高卒で学歴がなくても、技能実習を経験し、帰国後には自営業を行った

り、会社を起こしたりすることが可能になるからである。 

 また、日本での技能実習をする前に、もっと日本語を勉強する機会（時間）があれば、技

能実習生にとっても、実習生を受入れる会社にとってもプラスになるのではないかという。 

そのほか、Ｐさんは、送出し国であるタイの問題であるが、と前置きして、技能実習を騙

った詐欺が多いので注意が必要であるとも述べている。 
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資料 １ 
 
 
 
 
 
 

「帰国技能実習生フォローアップ調査」 

（アンケート調査票） 
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【団体監理型 or 企業単独型】 

                     
帰国技能実習生フォローアップ調査票（日本語調査票） 

 

日本での技能実習の修了おめでとうございます。 

 

こちらは、日本国厚生労働省から委託を受けた研究機関です。今後の技能実習制度をより良いものとする

ため、技能実習修了者の皆様のご意見をお伺いします。以下のアンケートに是非ご協力下さい。 

 

当アンケートは記念品を送るために記名をお願いしていますが、記名および回答により不利益な扱いを受

けることは絶対にありません。また、個人名を漏らすことも絶対にありません。なお、無記名で回答されて

も差し支えありません。 

 

【回答の方法】 

・選択式の質問では、該当項目にチェック×をしてください。それ以外の質問では、枠線内に数字や母

国語で具体的内容をご記入ください。 

・アンケートは、帰国後 1 か月以内に記入し、返送して下さい。郵送、電子メール、FAX のいずれの方

法でも提出できます。 

・郵送の場合は、記入後は同封の封筒に入れ、投函してください。（投函する際に、切手を貼る必要はあ

りません。） 

・電子メールでの回答を希望の場合には、別紙【回答の仕方】を参考にして、指定の電子メールアドレ

スへ送信してください。 

 

※ 全ての調査項目を記入し、氏名及び連絡先を明記の上、返送を頂いた方には、お礼として、記念品を

お送りします（2015 年 3 月発送予定）。下記に送付先をご記入ください。なお、記載内容等について、こ

ちらから電子メール等で確認させて頂く場合もありますので、ご了承ください。 

 

お名前（日本語標記）  

お名前（母国語標記）  

ご住所（母国語標記） 

 

 

 

E-mail:                                           Phone: 

 

本調査のお問い合わせ先:（独）労働政策研究・研修機構   〒177 東京都練馬区上石神井 4-8-23  

                                              TEL：+81-3-5903-6314  or +81-3-5991-9653 

E-mail: keizai@jil.go.jp 

野村かすみ、渡辺博顕 

 

【最初にあなたご自身について伺います】 

 

１．性別  □a.男性  □b.女性 

 

２．年齢（本調査票を記入した時点）    歳 

 

３．技能実習期間 （年月を記入してください。） 

(1)入国した年 ２０   年（西暦） (2)入国した月    月 (3)帰国した月    月 

 

４．あなたが日本で行った技能実習の職種について教えてください。 

□a.農業  □b.漁業     □c.建設 

□d.食料品製造  □e.繊維・衣服（縫製）       □f.機械・金属製品製造 

□g.溶接  □h.プラスチック成形（強化プラスチック成型含む） 

 □i.その他（具体的に：                   ） 
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2 

 

 

【現在（帰国後）の状況を伺います。】 

 

５．帰国後、技能実習が、役に立ちましたか。 

□a.役にたった      □b.役に立たなかった 

５-1 役に立ったことについて教えてください。（複数選択可） 

 □a.習得した技能  □b.品質管理や生産管理の方法 □c.仕事に対する意識 

□d.職場の規律  □e.職場の安全対策  □f.会社の経営方法 

□g.日本語能力の修得  □h.日本人との交流  □i.日本での生活経験 

 □j.日本で貯めたお金  □k.昇進した   □l.起業した 

 

６．帰国後の就職状況（本調査票を記入した時点）について教えてください。 

□a.雇用されて働いている   □b.雇用されて働くことが決まっている    □c.起業している 

□d.進学している     □e.仕事を探している  □f.何もしていない □g.その他 

 

７．６で、「雇用されて働いている」、「雇用されて働くことが決まっている」又は「起業している」と

回答した方は、次の項目に教えてください。 

（１）従事する仕事の内容について教えてください。 

□a.実習で行った仕事と同じ仕事  

□b.実習と同じ仕事ではないが同種の仕事 

□c.実習で行った仕事と異なる仕事 

（２）勤務先は、日本の企業ですか。   □a.日本の企業       □b.それ以外 

（３）帰国後の就職先における給与について教えてください。 

□a.来日前より上がった □b.来日前と同じ □c.来日前より下がった 

□d.来日前は働いていなかった 

 

８．６で、「何もしていない」又は「その他」と回答した方は、次の項目に教えてください。 

仕事や進路等について、今後の予定や希望はありますか。 

□a.予定や希望はない 

□b.予定や希望はある 

 

８－１ □a.雇用されて働くこと □b.起業すること □c.進学すること   

□d.その他（具体的に：                         ） 

 

 

【日本で技能実習を行っていたときのことを伺います。】 

 

９．あなたが日本で技能実習を行っている期間中、賃金は、事前に約束した（契約した）とおりに支払われ

ましたか。 

□a.契約どおり（又は契約より多く）支払われた  □b.契約とは異なり賃金は少なかった 

□c.講習手当や賃金について事前に知らされていない 

 

１０．あなたが日本で行った技能実習で、次のようなことがあれば選んでください。（複数選択可） 

□a.携帯電話の使用を禁止された  □b.インターネットの使用を禁止された 

□c.パスポートを取り上げられた  □d.貯金通帳を取り上げられた 

□e.母国語の新聞を読むことを禁止された □f.技能実習生だけで外出することを禁止された 

□g.日本にいる知り合いの技能実習生に電話したり、会うことを禁止された 

□h.上記のようなことはなかった 

 

１１．技能実習及び生活に関して困ったことがあった時に、誰に相談しましたか。 

 □a.実習実施機関の生活指導員 □b.JITCO 母国語相談   □c.他の技能実習生 

 □d.監理団体の担当者  □e.送出し機関     

□f.その他（具体的に：                                 ） 
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１２．コミュニケーションの問題以外で、技能実習や生活で困ったことはありましたか。 

□a.困ったことはなかった。 

□b.困ったことはあった。 

 

１２－１. それはどのようなことでしたか。（複数回答可） 

（職場環境関連） 

□a.仕事が厳しい（キツイ）   □b.仕事が忙しすぎる 

□c.仕事の分担が良くなかった       □d.残業が多い  □e.残業が少ない 

□f.日本人から殴られた・暴力をふるわれた □g.日本人から精神的に嫌がらせを受けた 

（処遇関連） 

□h.賃金が少ない       □i.残業代が少ない    □j.有給休暇を取得できない

（日本での生活関連） 

□k.家族と離れて寂しかった         □l.人との交流がなく孤独であった 

□m.住居が良くない        □n.家賃が高い 

□o.交通ルールや規律が分からない      □p.病院が分からない、病院へ行くことができない 

 

【来日直前における母国でのことを伺います。】 

 

１３．来日前の仕事の状況について教えてください。 

□a.雇用されて働いていた  □b.起業していた  □c.仕事はしていなかった 

□d.その他（具体的に：                               ） 

 

１４．あなたが日本に来た目的を選択してください。（複数回答可） 

□a.技能の習得のため □b.日本語を勉強するため  □c.日本での生活を経験するため 

□d.お金を稼ぐため □e.帰国後起業するため  □f.その他 

 

１５．送出機関、監理団体に保証金等※を預ける契約を入国前に結びましたか。 
※保証金等とは実習生本人または親族などから送出機関、監理団体に預ける金品、不動産などを指すもので、失踪をした場合

等に送出機関、監理団体に対する保障に充てられるものです。なお、日本への渡航費用などの工面のために行う借金ではあ

りません。 

□a.はい             □b.いいえ 

１６．送出機関、監理団体に保証金等※を預けましたか。 

□a.はい           □b.いいえ 

１６－１．「はい」の場合、技能実習終了後に返還されましたか。 

 □a.全部返還された  □b.一部返還された  □c.全く返還されなかった 

 

１７.労働契約の不履行に係る違約金の支払い又はその他の財産を引き渡す契約を締結させられましたか。 

□a.はい     □b.いいえ 

１８．自由記述欄（その他ご意見等がある場合には母国語でご記入ください。） 

 

 

 

 

以上でアンケートは終了です。ご記入が終わりましたら、同封の返信用封筒に入れて投函して下さい。 

ご協力ありがとうございました。 

 
※ FAX で送信される場合は、次の番号までお願いします。（通信料金は、送信者の負担となります。） 

   FAX 番号：＋813-3594-1113       FAX 宛先：KASUMI NOMURA, JILPT 

※ 下記の 3 つの中から記念品（別紙写真参照）を選んでください。後日(2015 年 3 月ごろ)お届けします。1頁目の 

住所の記載もお忘れのないようにお願いします。 

□ ３色ボールペン   □ ライティングホルダー   □ あぶらとり紙 

 
日本での技能実習の様子や帰国後の働き方について、インタビューを行う予定です。ご協力くださる方は、      

下記に「×Y インタビューを受けます」のようにチェックを入れてください。 

□Y インタビューを受けます    □N インタビューは受けません 
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資料 ２ 
 
 
 
 
 
 

「帰国技能実習生フォローアップ調査」 

（アンケート調査） 

付属統計：属性×国別、各設問×属性のクロス集計結果 
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国別回答者の属性(上段数値は回答数、下段数値は列の数値に対する％。以下） 

 
管理タイプ別回答状況 

 

性別回答状況 

 
年齢別回答状況 

 
職種別回答状況 

 
 

 

 

合計 中国 ベトナム フィリピン インドネシア タイ

578 397 26 67 61 27

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

合計

53 28 0 4 8 13

9.2% 7.1% 0.0% 6.0% 13.1% 48.1%

521 366 26 62 53 14

90.1% 92.2% 100.0% 92.5% 86.9% 51.9%

4 3 0 1 0 0

0.7% 0.8% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0%

企業単独

監理団体

無回答

264 143 13 38 55 15

45.7% 36.0% 50.0% 56.7% 90.2% 55.6%

308 249 13 28 6 12

53.3% 62.7% 50.0% 41.8% 9.8% 44.4%

6 5 0 1 0 0

1.0% 1.3% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0%

男性

女性

無回答

227 174 13 9 23 8

39.3% 43.8% 50.0% 13.4% 37.7% 29.6%

193 114 11 31 32 5

33.4% 28.7% 42.3% 46.3% 52.5% 18.5%

158 109 2 27 6 14

27.3% 27.5% 7.7% 40.3% 9.8% 51.9%

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 20 2 3 13 1

6.7% 5.0% 7.7% 4.5% 21.3% 3.7%

18 17 0 0 1 0

3.1% 4.3% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0%

24 20 1 1 2 0

4.2% 5.0% 3.8% 1.5% 3.3% 0.0%

67 54 0 13 0 0

11.6% 13.6% 0.0% 19.4% 0.0% 0.0%

95 81 7 6 0 1

16.4% 20.4% 26.9% 9.0% 0.0% 3.7%

166 109 7 17 26 7

28.7% 27.5% 26.9% 25.4% 42.6% 25.9%

52 25 4 11 9 3

9.0% 6.3% 15.4% 16.4% 14.8% 11.1%

56 30 3 10 5 8

9.7% 7.6% 11.5% 14.9% 8.2% 29.6%

54 35 2 5 5 7

9.3% 8.8% 7.7% 7.5% 8.2% 25.9%

7 6 0 1 0 0

1.2% 1.5% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0%

縫製・衣服縫製

無回答

その他

食料品製造

建設

漁業

農業

プラスチック成形強化プラス

チック成形含む

溶接

機械・金属製品製造
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管理タイプ別、性別、国別、年齢別、職種別クロス集計結果 

問 5 帰国後、技能実習が、役に立ちましましたか。 

 

 

 

 

 

 

合計 役に立った 役に立たなかった 無回答

578 568 7 3

100.0% 98.3% 1.2% 0.5%

合計

521 512 6 3

100.0% 98.3% 1.2% 0.6%

53 52 1 0

100.0% 98.1% 1.9% 0.0%

4 4 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答

管

理
タ

イ
プ

監理団体

企業単独

264 261 3 0

100.0% 98.9% 1.1% 0.0%

308 301 4 3

100.0% 97.7% 1.3% 1.0%

6 6 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

性

別

男性

女性

無回答

397 388 6 3

100.0% 97.7% 1.5% 0.8%

26 26 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

67 67 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

61 60 1 0

100.0% 98.4% 1.6% 0.0%

27 27 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

国
別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

227 222 2 3

100.0% 97.8% 0.9% 1.3%

193 190 3 0

100.0% 98.4% 1.6% 0.0%

158 156 2 0

100.0% 98.7% 1.3% 0.0%

26歳以上30歳以下

31歳以上

年

齢
区

分
別

20歳以上25歳以下

39 39 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

18 18 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

24 22 2 0

100.0% 91.7% 8.3% 0.0%

67 66 1 0

100.0% 98.5% 1.5% 0.0%

95 90 2 3

100.0% 94.7% 2.1% 3.2%

166 164 2 0

100.0% 98.8% 1.2% 0.0%

52 52 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

56 56 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

54 54 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

7 7 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

職
種

農業

漁業

建設

食料品製造

縫製・衣服縫製

機械・金属製品製

造

溶接

その他

無回答

プラスチック成形

強化プラスチック
成形含む
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問 5－1 役に立ったことについて教えてください。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

合計 修得した技能 品質管理や生産管
理の方法

仕事に対する意識 職場の規律 職場の安全対策 会社の経営方法 日本語能力の修得 日本人との交流 日本での生活経験 日本で貯めたお金 昇進した 起業した 無回答

合計 568 393 221 322 283 212 66 345 275 353 337 43 40 3

100.0% 69.2% 38.9% 56.7% 49.8% 37.3% 11.6% 60.7% 48.4% 62.1% 59.3% 7.6% 7.0% 0.5%

512 350 192 283 243 182 57 309 237 307 310 42 38 3

68.4% 37.5% 55.3% 47.5% 35.5% 11.1% 60.4% 46.3% 60.0% 60.5% 8.2% 7.4% 0.6%

52 41 27 36 39 30 9 35 36 44 26 1 2 0

78.8% 51.9% 69.2% 75.0% 57.7% 17.3% 67.3% 69.2% 84.6% 50.0% 1.9% 3.8% 0.0%

4 2 2 3 1 0 0 1 2 2 1 0 0 0

50.0% 50.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答

管

理
タ
イ
プ

監理団体

企業単独

388 249 153 204 179 119 39 215 162 218 238 38 14 3

64.2% 39.4% 52.6% 46.1% 30.7% 10.1% 55.4% 41.8% 56.2% 61.3% 9.8% 3.6% 0.8%

26 24 5 20 19 16 3 16 19 20 12 3 4 0

92.3% 19.2% 76.9% 73.1% 61.5% 11.5% 61.5% 73.1% 76.9% 46.2% 11.5% 15.4% 0.0%

67 46 30 39 32 22 6 39 40 42 40 0 11 0

68.7% 44.8% 58.2% 47.8% 32.8% 9.0% 58.2% 59.7% 62.7% 59.7% 0.0% 16.4% 0.0%

60 51 19 42 28 36 14 51 32 49 28 0 7 0

85.0% 31.7% 70.0% 46.7% 60.0% 23.3% 85.0% 53.3% 81.7% 46.7% 0.0% 11.7% 0.0%

27 23 14 17 25 19 4 24 22 24 19 2 4 0

85.2% 51.9% 63.0% 92.6% 70.4% 14.8% 88.9% 81.5% 88.9% 70.4% 7.4% 14.8% 0.0%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

261 184 117 157 139 115 40 157 118 167 135 8 21 1

70.5% 44.8% 60.2% 53.3% 44.1% 15.3% 60.2% 45.2% 64.0% 51.7% 3.1% 8.0% 0.4%

301 204 102 164 143 97 26 185 154 185 199 35 19 2

67.8% 33.9% 54.5% 47.5% 32.2% 8.6% 61.5% 51.2% 61.5% 66.1% 11.6% 6.3% 0.7%

6 5 2 1 1 0 0 3 3 1 3 0 0 0

83.3% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 16.7% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性
別

男性

女性

無回答

222 154 74 128 114 81 26 142 121 139 135 20 12 0

69.4% 33.3% 57.7% 51.4% 36.5% 11.7% 64.0% 54.5% 62.6% 60.8% 9.0% 5.4% 0.0%

190 132 79 115 90 76 21 129 93 115 111 10 17 1

69.5% 41.6% 60.5% 47.4% 40.0% 11.1% 67.9% 48.9% 60.5% 58.4% 5.3% 8.9% 0.5%

156 107 68 79 79 55 19 74 61 99 91 13 11 2

68.6% 43.6% 50.6% 50.6% 35.3% 12.2% 47.4% 39.1% 63.5% 58.3% 8.3% 7.1% 1.3%

年

齢
区

分
別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 26 9 18 12 7 3 22 18 27 17 2 3 1

66.7% 23.1% 46.2% 30.8% 17.9% 7.7% 56.4% 46.2% 69.2% 43.6% 5.1% 7.7% 2.6%

18 13 1 10 16 4 1 11 10 10 12 0 0 0

72.2% 5.6% 55.6% 88.9% 22.2% 5.6% 61.1% 55.6% 55.6% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

22 17 7 13 14 8 3 10 5 11 10 2 2 0

77.3% 31.8% 59.1% 63.6% 36.4% 13.6% 45.5% 22.7% 50.0% 45.5% 9.1% 9.1% 0.0%

66 40 26 30 25 18 5 42 29 29 46 6 8 1

60.6% 39.4% 45.5% 37.9% 27.3% 7.6% 63.6% 43.9% 43.9% 69.7% 9.1% 12.1% 1.5%

90 67 41 50 43 26 10 46 44 53 64 15 3 0

74.4% 45.6% 55.6% 47.8% 28.9% 11.1% 51.1% 48.9% 58.9% 71.1% 16.7% 3.3% 0.0%

164 114 67 95 80 75 29 113 86 117 97 12 12 1

69.5% 40.9% 57.9% 48.8% 45.7% 17.7% 68.9% 52.4% 71.3% 59.1% 7.3% 7.3% 0.6%

52 39 22 37 29 25 8 34 31 37 23 1 4 0

75.0% 42.3% 71.2% 55.8% 48.1% 15.4% 65.4% 59.6% 71.2% 44.2% 1.9% 7.7% 0.0%

56 32 18 31 27 25 2 30 27 36 26 4 2 0

57.1% 32.1% 55.4% 48.2% 44.6% 3.6% 53.6% 48.2% 64.3% 46.4% 7.1% 3.6% 0.0%

54 38 24 32 36 24 5 31 20 32 35 1 6 0

70.4% 44.4% 59.3% 66.7% 44.4% 9.3% 57.4% 37.0% 59.3% 64.8% 1.9% 11.1% 0.0%

7 7 6 6 1 0 0 6 5 1 7 0 0 0

100.0% 85.7% 85.7% 14.3% 0.0% 0.0% 85.7% 71.4% 14.3% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他

無回答

食料品製造

縫製・衣服縫製

機械・金属製品製
造

溶接

プラスチック成形

強化プラスチック
成形含む

職

種

農業

漁業

建設
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問 6 帰国後の就職状況（本調査票を記入した時点）について教えてください。 

 

 

 

 

 

 
 
  

合計 雇用されて働いて
いる

雇用されて働くこ
とが決まっている

起業している 進学している 仕事を探している 何もしていない その他 無回答

578 212 85 78 9 138 29 19 8

100.0% 36.7% 14.7% 13.5% 1.6% 23.9% 5.0% 3.3% 1.4%

合計

521 169 82 76 9 132 27 18 8

100.0% 32.4% 15.7% 14.6% 1.7% 25.3% 5.2% 3.5% 1.5%

53 42 3 2 0 5 0 1 0

100.0% 79.2% 5.7% 3.8% 0.0% 9.4% 0.0% 1.9% 0.0%

4 1 0 0 0 1 2 0 0

100.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0%

管

理

タ
イ

プ

監理団体

企業単独

無回答

264 63 50 43 4 79 12 10 3

100.0% 23.9% 18.9% 16.3% 1.5% 29.9% 4.5% 3.8% 1.1%

308 148 33 34 5 58 16 9 5

100.0% 48.1% 10.7% 11.0% 1.6% 18.8% 5.2% 2.9% 1.6%

6 1 2 1 0 1 1 0 0

100.0% 16.7% 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0%

性

別

男性

女性

無回答

397 164 57 52 6 77 23 10 8

100.0% 41.3% 14.4% 13.1% 1.5% 19.4% 5.8% 2.5% 2.0%

26 6 2 2 1 13 0 2 0

100.0% 23.1% 7.7% 7.7% 3.8% 50.0% 0.0% 7.7% 0.0%

67 15 17 11 1 19 2 2 0

100.0% 22.4% 25.4% 16.4% 1.5% 28.4% 3.0% 3.0% 0.0%

61 12 8 11 1 22 3 4 0

100.0% 19.7% 13.1% 18.0% 1.6% 36.1% 4.9% 6.6% 0.0%

27 15 1 2 0 7 1 1 0

100.0% 55.6% 3.7% 7.4% 0.0% 25.9% 3.7% 3.7% 0.0%

国
別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

227 88 29 19 7 57 12 9 6

100.0% 38.8% 12.8% 8.4% 3.1% 25.1% 5.3% 4.0% 2.6%

193 60 27 32 1 54 11 8 0

100.0% 31.1% 14.0% 16.6% 0.5% 28.0% 5.7% 4.1% 0.0%

158 64 29 27 1 27 6 2 2

100.0% 40.5% 18.4% 17.1% 0.6% 17.1% 3.8% 1.3% 1.3%

年

齢

区

分
別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 8 3 9 1 10 5 3 0

100.0% 20.5% 7.7% 23.1% 2.6% 25.6% 12.8% 7.7% 0.0%

18 16 1 0 0 1 0 0 0

100.0% 88.9% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0%

24 1 2 16 0 4 1 0 0

100.0% 4.2% 8.3% 66.7% 0.0% 16.7% 4.2% 0.0% 0.0%

67 34 11 11 1 6 1 3 0

100.0% 50.7% 16.4% 16.4% 1.5% 9.0% 1.5% 4.5% 0.0%

95 43 12 8 1 21 3 2 5

100.0% 45.3% 12.6% 8.4% 1.1% 22.1% 3.2% 2.1% 5.3%

166 63 25 14 3 47 8 3 3

100.0% 38.0% 15.1% 8.4% 1.8% 28.3% 4.8% 1.8% 1.8%

52 7 14 4 2 19 3 3 0

100.0% 13.5% 26.9% 7.7% 3.8% 36.5% 5.8% 5.8% 0.0%

56 25 6 4 0 16 3 2 0

100.0% 44.6% 10.7% 7.1% 0.0% 28.6% 5.4% 3.6% 0.0%

54 15 9 12 1 9 5 3 0

100.0% 27.8% 16.7% 22.2% 1.9% 16.7% 9.3% 5.6% 0.0%

7 0 2 0 0 5 0 0 0

100.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 71.4% 0.0% 0.0% 0.0%

農業

漁業

建設

食料品製造

無回答

職
種

縫製・衣服縫製

機械・金属製品製
造

溶接

プラスチック成形
強化プラスチック

成形含む

その他
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問 7－(1) 従事する仕事の内容について教えてください。 

 

 

 

 

 

 

合計 実習で行った仕事

と同じ仕事

実習と同じ仕事で

はないが同種の仕

事

実習で行った仕事

と異なる仕事

無回答

375 212 70 54 39

100.0% 56.5% 18.7% 14.4% 10.4%

合計

327 180 63 49 35

100.0% 55.0% 19.3% 15.0% 10.7%

47 31 7 5 4

100.0% 66.0% 14.9% 10.6% 8.5%

1 1 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

管

理
タ

イ
プ

監理団体

企業単独

無回答

156 74 39 27 16

100.0% 47.4% 25.0% 17.3% 10.3%

215 136 30 27 22

100.0% 63.3% 14.0% 12.6% 10.2%

4 2 1 0 1

100.0% 50.0% 25.0% 0.0% 25.0%

性
別

男性

女性

無回答

273 162 54 31 26

100.0% 59.3% 19.8% 11.4% 9.5%

10 2 4 3 1

100.0% 20.0% 40.0% 30.0% 10.0%

43 21 6 10 6

100.0% 48.8% 14.0% 23.3% 14.0%

31 11 5 9 6

100.0% 35.5% 16.1% 29.0% 19.4%

18 16 1 1 0

100.0% 88.9% 5.6% 5.6% 0.0%

フィリピン

インドネシア

タイ

国

別

中国

ベトナム

136 71 35 14 16

100.0% 52.2% 25.7% 10.3% 11.8%

119 67 16 22 14

100.0% 56.3% 13.4% 18.5% 11.8%

120 74 19 18 9

100.0% 61.7% 15.8% 15.0% 7.5%

年

齢

区

分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

20 6 5 5 4

100.0% 30.0% 25.0% 25.0% 20.0%

17 16 0 1 0

100.0% 94.1% 0.0% 5.9% 0.0%

19 6 5 4 4

100.0% 31.6% 26.3% 21.1% 21.1%

56 38 8 7 3

100.0% 67.9% 14.3% 12.5% 5.4%

63 48 10 5 0

100.0% 76.2% 15.9% 7.9% 0.0%

102 51 24 7 20

100.0% 50.0% 23.5% 6.9% 19.6%

25 13 3 8 1

100.0% 52.0% 12.0% 32.0% 4.0%

35 17 5 8 5

100.0% 48.6% 14.3% 22.9% 14.3%

36 16 10 9 1

100.0% 44.4% 27.8% 25.0% 2.8%

2 1 0 0 1

100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

職

種

農業

漁業

建設

食料品製造

縫製・衣服縫製

機械・金属製品製
造

溶接

プラスチック成形
強化プラスチック

成形含む

その他

無回答
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問 7－(2) 勤務先は、日本の企業ですか。 

 

 

 

 

 

 

合計 日本の企業 それ以外 無回答

375 104 209 62

100.0% 27.7% 55.7% 16.5%

合計

327 62 204 61

100.0% 19.0% 62.4% 18.7%

47 42 4 1

100.0% 89.4% 8.5% 2.1%

1 0 1 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

管

理

タ

イ

プ

監理団体

企業単独

無回答

156 48 77 31

100.0% 30.8% 49.4% 19.9%

215 55 129 31

100.0% 25.6% 60.0% 14.4%

4 1 3 0

100.0% 25.0% 75.0% 0.0%

性

別

男性

女性

無回答

273 53 177 43

100.0% 19.4% 64.8% 15.8%

10 2 6 2

100.0% 20.0% 60.0% 20.0%

43 18 14 11

100.0% 41.9% 32.6% 25.6%

31 16 10 5

100.0% 51.6% 32.3% 16.1%

18 15 2 1

100.0% 83.3% 11.1% 5.6%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

136 31 86 19

100.0% 22.8% 63.2% 14.0%

119 34 64 21

100.0% 28.6% 53.8% 17.6%

120 39 59 22

100.0% 32.5% 49.2% 18.3%

年

齢
区

分
別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

20 2 11 7

100.0% 10.0% 55.0% 35.0%

17 0 17 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

19 2 10 7

100.0% 10.5% 52.6% 36.8%

56 9 42 5

100.0% 16.1% 75.0% 8.9%

63 19 38 6

100.0% 30.2% 60.3% 9.5%

102 31 50 21

100.0% 30.4% 49.0% 20.6%

25 8 12 5

100.0% 32.0% 48.0% 20.0%

35 14 15 6

100.0% 40.0% 42.9% 17.1%

36 17 14 5

100.0% 47.2% 38.9% 13.9%

2 2 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答

職

種

農業

漁業

建設

食料品製造

縫製・衣服縫製

機械・金属製品製

造

溶接

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

その他
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問 7－(3) 帰国後の就職先における給与について教えてください。 

 

 

 

 

 

 

合計

来日前より上がっ

た

来日前と同じ 来日前より下がっ

た

来日前は働いてい

なかった

無回答

375 270 31 19 8 47

100.0% 72.0% 8.3% 5.1% 2.1% 12.5%

合計

327 231 26 18 8 44

100.0% 70.6% 8.0% 5.5% 2.4% 13.5%

47 38 5 1 0 3

100.0% 80.9% 10.6% 2.1% 0.0% 6.4%

1 1 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

管

理

タ

イ

プ

監理団体

企業単独

無回答

156 98 16 13 4 25

100.0% 62.8% 10.3% 8.3% 2.6% 16.0%

215 168 15 6 4 22

100.0% 78.1% 7.0% 2.8% 1.9% 10.2%

4 4 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性

別

男性

女性

無回答

273 213 17 10 2 31

100.0% 78.0% 6.2% 3.7% 0.7% 11.4%

10 5 0 3 1 1

100.0% 50.0% 0.0% 30.0% 10.0% 10.0%

43 23 5 6 3 6

100.0% 53.5% 11.6% 14.0% 7.0% 14.0%

31 14 9 0 1 7

100.0% 45.2% 29.0% 0.0% 3.2% 22.6%

18 15 0 0 1 2

100.0% 83.3% 0.0% 0.0% 5.6% 11.1%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

136 99 10 8 2 17

100.0% 72.8% 7.4% 5.9% 1.5% 12.5%

119 82 10 6 4 17

100.0% 68.9% 8.4% 5.0% 3.4% 14.3%

120 89 11 5 2 13

100.0% 74.2% 9.2% 4.2% 1.7% 10.8%

年

齢

区

分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

20 8 2 1 2 7

100.0% 40.0% 10.0% 5.0% 10.0% 35.0%

17 16 0 0 0 1

100.0% 94.1% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9%

19 8 3 1 1 6

100.0% 42.1% 15.8% 5.3% 5.3% 31.6%

56 44 3 7 0 2

100.0% 78.6% 5.4% 12.5% 0.0% 3.6%

63 54 3 2 1 3

100.0% 85.7% 4.8% 3.2% 1.6% 4.8%

102 72 8 3 2 17

100.0% 70.6% 7.8% 2.9% 2.0% 16.7%

25 13 6 2 0 4

100.0% 52.0% 24.0% 8.0% 0.0% 16.0%

35 25 3 1 1 5

100.0% 71.4% 8.6% 2.9% 2.9% 14.3%

36 28 3 2 1 2

100.0% 77.8% 8.3% 5.6% 2.8% 5.6%

2 2 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

職

種

農業

漁業

建設

食料品製造

縫製・衣服縫製

機械・金属製品製

造

溶接

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

その他

無回答
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問 8 仕事や進路等について、今後の予定や希望はありますか。 

 

 

 

 

 

 
  

合計 予定や希望はない 予定や希望はある 無回答

48 6 41 1

100.0% 12.5% 85.4% 2.1%

合計

45 4 40 1

100.0% 8.9% 88.9% 2.2%

1 1 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

2 1 1 0

100.0% 50.0% 50.0% 0.0%

管

理

タ

イ

プ

監理団体

企業単独

無回答

22 2 20 0

100.0% 9.1% 90.9% 0.0%

25 4 21 0

100.0% 16.0% 84.0% 0.0%

1 0 0 1

100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

性

別

男性

女性

無回答

33 6 26 1

100.0% 18.2% 78.8% 3.0%

2 0 2 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

4 0 4 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

7 0 7 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

2 0 2 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

21 3 18 0

100.0% 14.3% 85.7% 0.0%

19 2 17 0

100.0% 10.5% 89.5% 0.0%

8 1 6 1

100.0% 12.5% 75.0% 12.5%

年

齢

区

分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

8 0 7 1

100.0% 0.0% 87.5% 12.5%

1 0 1 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

4 1 3 0

100.0% 25.0% 75.0% 0.0%

5 1 4 0

100.0% 20.0% 80.0% 0.0%

11 3 8 0

100.0% 27.3% 72.7% 0.0%

6 0 6 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

5 0 5 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

8 1 7 0

100.0% 12.5% 87.5% 0.0%

機械・金属製品製
造

溶接

プラスチック成形

強化プラスチック
成形含む

その他

農業

建設

食料品製造

縫製・衣服縫製

職
種
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問 8－1 仕事や進路等について、今後の予定や希望はありますか。 
「b.予定や希望がある」と答えた人 

 

 

 

 

 

 
 

合計 雇用されて働くこ
と

起業すること 進学すること その他 無回答

41 13 14 4 8 2

100.0% 31.7% 34.1% 9.8% 19.5% 4.9%

合計

40 13 13 4 8 2

100.0% 32.5% 32.5% 10.0% 20.0% 5.0%

1 0 1 0 0 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

管
理

タ

イ
プ

監理団体

無回答

20 6 6 3 4 1

100.0% 30.0% 30.0% 15.0% 20.0% 5.0%

21 7 8 1 4 1

100.0% 33.3% 38.1% 4.8% 19.0% 4.8%

性

別

男性

女性

26 9 9 3 4 1

100.0% 34.6% 34.6% 11.5% 15.4% 3.8%

2 1 0 0 1 0

100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

4 1 3 0 0 0

100.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0%

7 2 2 1 1 1

100.0% 28.6% 28.6% 14.3% 14.3% 14.3%

2 0 0 0 2 0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

18 6 5 1 5 1

100.0% 33.3% 27.8% 5.6% 27.8% 5.6%

17 6 6 3 1 1

100.0% 35.3% 35.3% 17.6% 5.9% 5.9%

6 1 3 0 2 0

100.0% 16.7% 50.0% 0.0% 33.3% 0.0%

年

齢

区
分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

7 2 3 1 1 0

100.0% 28.6% 42.9% 14.3% 14.3% 0.0%

1 1 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

3 0 1 1 0 1

100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3%

4 3 0 0 1 0

100.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

8 1 4 1 2 0

100.0% 12.5% 50.0% 12.5% 25.0% 0.0%

6 3 0 1 2 0

100.0% 50.0% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0%

5 2 2 0 0 1

100.0% 40.0% 40.0% 0.0% 0.0% 20.0%

7 1 4 0 2 0

100.0% 14.3% 57.1% 0.0% 28.6% 0.0%

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

その他

職

種

農業

建設

食料品製造

縫製・衣服縫製

機械・金属製品製

造

溶接
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問 9 あなたが日本で技能実習を行っている期間中、賃金は、事前に約束した（契約した）とおりに支払われてい

ましたか。 

 

 

 

 

 

 
 

合計 契約どおり（又は

契約より多く）支

払われた

契約とは異なり賃

金は少なかった

講習手当や賃金に

ついて事前に知ら

されていない

無回答

578 544 16 10 8

100.0% 94.1% 2.8% 1.7% 1.4%

合計

521 493 12 9 7

100.0% 94.6% 2.3% 1.7% 1.3%

53 48 3 1 1

100.0% 90.6% 5.7% 1.9% 1.9%

4 3 1 0 0

100.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%

管

理
タ

イ
プ

監理団体

企業単独

無回答

264 249 9 3 3

100.0% 94.3% 3.4% 1.1% 1.1%

308 289 7 7 5

100.0% 93.8% 2.3% 2.3% 1.6%

6 6 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性
別

男性

女性

無回答

397 370 12 9 6

100.0% 93.2% 3.0% 2.3% 1.5%

26 26 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

67 64 2 0 1

100.0% 95.5% 3.0% 0.0% 1.5%

61 58 2 0 1

100.0% 95.1% 3.3% 0.0% 1.6%

27 26 0 1 0

100.0% 96.3% 0.0% 3.7% 0.0%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

227 213 7 3 4

100.0% 93.8% 3.1% 1.3% 1.8%

193 182 5 4 2

100.0% 94.3% 2.6% 2.1% 1.0%

158 149 4 3 2

100.0% 94.3% 2.5% 1.9% 1.3%

年
齢

区
分
別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 37 1 0 1

100.0% 94.9% 2.6% 0.0% 2.6%

18 18 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

24 23 1 0 0

100.0% 95.8% 4.2% 0.0% 0.0%

67 64 2 1 0

100.0% 95.5% 3.0% 1.5% 0.0%

95 86 4 1 4

100.0% 90.5% 4.2% 1.1% 4.2%

166 154 4 5 3

100.0% 92.8% 2.4% 3.0% 1.8%

52 49 3 0 0

100.0% 94.2% 5.8% 0.0% 0.0%

56 53 0 3 0

100.0% 94.6% 0.0% 5.4% 0.0%

54 53 1 0 0

100.0% 98.1% 1.9% 0.0% 0.0%

7 7 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

漁業

農業

無回答

その他

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

溶接

機械・金属製品製

造

職

種

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設
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問 10 あなたが日本で行った技能実習で、次のようなことがあれば選んでください。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 
  

合計 携帯電話の使用を
禁止された

インターネットの
使用を禁止された

パスポートを取り
上げられた

貯金通帳を取り上
げられた

母国語の新聞を読
むことを禁止され

た

技能実習生だけで
外出することを禁

止された

日本にいる知り合
いの技能実習生に

電話したり、会う

ことを禁止された

上記のようなこと
はなかった

無回答

578 19 4 2 2 1 6 4 532 21

100.0% 3.3% 0.7% 0.3% 0.3% 0.2% 1.0% 0.7% 92.0% 3.6%

合計

521 19 4 2 2 1 4 4 478 20

3.6% 0.8% 0.4% 0.4% 0.2% 0.8% 0.8% 91.7% 3.8%

53 0 0 0 0 0 2 0 50 1

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 94.3% 1.9%

4 0 0 0 0 0 0 0 4 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

管
理

タ

イ
プ

監理団体

企業単独

無回答

397 10 2 2 2 0 4 2 374 11

2.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.0% 1.0% 0.5% 94.2% 2.8%

26 1 0 0 0 0 0 0 25 0

3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 96.2% 0.0%

67 4 0 0 0 1 0 2 56 6

6.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 3.0% 83.6% 9.0%

61 1 1 0 0 0 1 0 54 4

1.6% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 88.5% 6.6%

27 3 1 0 0 0 1 0 23 0

11.1% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 0.0% 85.2% 0.0%

国
別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

264 11 1 2 0 1 3 2 238 10

4.2% 0.4% 0.8% 0.0% 0.4% 1.1% 0.8% 90.2% 3.8%

308 8 3 0 2 0 3 2 288 11

2.6% 1.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.0% 0.6% 93.5% 3.6%

6 0 0 0 0 0 0 0 6 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

性

別

男性

女性

無回答

227 12 4 1 2 1 3 3 203 9

5.3% 1.8% 0.4% 0.9% 0.4% 1.3% 1.3% 89.4% 4.0%

193 4 0 0 0 0 2 0 181 7

2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 93.8% 3.6%

158 3 0 1 0 0 1 1 148 5

1.9% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.6% 0.6% 93.7% 3.2%

年

齢

区

分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 1 1 0 0 0 0 0 35 3

2.6% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 89.7% 7.7%

18 0 0 0 0 0 0 0 18 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

24 3 0 0 0 0 0 0 21 0

12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 87.5% 0.0%

67 2 0 1 0 0 0 0 60 4

3.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 89.6% 6.0%

95 1 0 0 0 0 0 0 90 4

1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 94.7% 4.2%

166 5 1 1 0 1 2 1 156 2

3.0% 0.6% 0.6% 0.0% 0.6% 1.2% 0.6% 94.0% 1.2%

52 1 0 0 0 0 1 1 49 1

1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 1.9% 94.2% 1.9%

56 5 1 0 2 0 3 1 48 2

8.9% 1.8% 0.0% 3.6% 0.0% 5.4% 1.8% 85.7% 3.6%

54 1 1 0 0 0 0 1 48 5

1.9% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 88.9% 9.3%

7 0 0 0 0 0 0 0 7 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

職

種 機械・金属製品製

造

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設

漁業

農業

無回答

その他

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

溶接

調査シリーズNo.144

労働政策研究・研修機構（JILPT）
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問 11 技能実習及び生活に関して困ったことがあった時に、誰に相談をしましたか。 

 

 

 

 

 

 

合計 技能実習機関の生
活指導員

ＪＩＴＣＯ母国語
相談

他の技能実習生 監理団体の担当者 送り出し機関 その他 無回答

578 361 21 153 256 171 30 6

100.0% 62.5% 3.6% 26.5% 44.3% 29.6% 5.2% 1.0%

合計

521 334 21 142 232 161 23 6

64.1% 4.0% 27.3% 44.5% 30.9% 4.4% 1.2%

53 26 0 10 24 8 7 0

49.1% 0.0% 18.9% 45.3% 15.1% 13.2% 0.0%

4 1 0 1 0 2 0 0

25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

管
理

タ
イ
プ

監理団体

企業単独

無回答

397 284 3 128 188 144 17 3

71.5% 0.8% 32.2% 47.4% 36.3% 4.3% 0.8%

26 7 6 6 10 5 1 0

26.9% 23.1% 23.1% 38.5% 19.2% 3.8% 0.0%

67 29 8 10 25 7 1 2

43.3% 11.9% 14.9% 37.3% 10.4% 1.5% 3.0%

61 35 4 5 14 5 10 1

57.4% 6.6% 8.2% 23.0% 8.2% 16.4% 1.6%

27 6 0 4 19 10 1 0

22.2% 0.0% 14.8% 70.4% 37.0% 3.7% 0.0%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

264 165 7 45 92 59 17 3

62.5% 2.7% 17.0% 34.8% 22.3% 6.4% 1.1%

308 190 13 104 160 108 13 3

61.7% 4.2% 33.8% 51.9% 35.1% 4.2% 1.0%

6 6 1 4 4 4 0 0

100.0% 16.7% 66.7% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0%

性

別

男性

女性

無回答

227 149 6 70 101 69 12 3

65.6% 2.6% 30.8% 44.5% 30.4% 5.3% 1.3%

193 108 10 46 82 58 15 2

56.0% 5.2% 23.8% 42.5% 30.1% 7.8% 1.0%

158 104 5 37 73 44 3 1

65.8% 3.2% 23.4% 46.2% 27.8% 1.9% 0.6%

年
齢

区
分
別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 23 3 9 19 7 2 0

59.0% 7.7% 23.1% 48.7% 17.9% 5.1% 0.0%

18 15 0 0 4 3 0 0

83.3% 0.0% 0.0% 22.2% 16.7% 0.0% 0.0%

24 15 1 2 5 4 0 0

62.5% 4.2% 8.3% 20.8% 16.7% 0.0% 0.0%

67 41 1 8 36 15 4 1

61.2% 1.5% 11.9% 53.7% 22.4% 6.0% 1.5%

95 57 5 38 45 30 3 3

60.0% 5.3% 40.0% 47.4% 31.6% 3.2% 3.2%

166 103 6 60 83 59 16 2

62.0% 3.6% 36.1% 50.0% 35.5% 9.6% 1.2%

52 35 2 13 16 17 3 0

67.3% 3.8% 25.0% 30.8% 32.7% 5.8% 0.0%

56 30 3 14 23 22 1 0

53.6% 5.4% 25.0% 41.1% 39.3% 1.8% 0.0%

54 36 0 8 23 9 1 0

66.7% 0.0% 14.8% 42.6% 16.7% 1.9% 0.0%

7 6 0 1 2 5 0 0

85.7% 0.0% 14.3% 28.6% 71.4% 0.0% 0.0%

職

種

無回答

その他

溶接

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設

漁業

農業

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

機械・金属製品製

造

調査シリーズNo.144

労働政策研究・研修機構（JILPT）
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問 12 コミュニケーションの問題以外で、技能実習や生活で困ったことはありましたか。 

 

 

 

 

 

 

合計 困ったことはな

かった

困ったことはあっ

た

無回答

578 389 185 4

100.0% 67.3% 32.0% 0.7%
合計

521 357 160 4

100.0% 68.5% 30.7% 0.8%

53 30 23 0

100.0% 56.6% 43.4% 0.0%

4 2 2 0

100.0% 50.0% 50.0% 0.0%

管
理

タ

イ
プ

監理団体

企業単独

無回答

264 167 96 1

100.0% 63.3% 36.4% 0.4%

308 218 87 3

100.0% 70.8% 28.2% 1.0%

6 4 2 0

100.0% 66.7% 33.3% 0.0%

性
別

男性

女性

無回答

397 268 126 3

100.0% 67.5% 31.7% 0.8%

26 20 6 0

100.0% 76.9% 23.1% 0.0%

67 53 13 1

100.0% 79.1% 19.4% 1.5%

61 33 28 0

100.0% 54.1% 45.9% 0.0%

27 15 12 0

100.0% 55.6% 44.4% 0.0%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

227 150 74 3

100.0% 66.1% 32.6% 1.3%

193 145 48 0

100.0% 75.1% 24.9% 0.0%

158 94 63 1

100.0% 59.5% 39.9% 0.6%

年
齢

区

分
別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 31 8 0

100.0% 79.5% 20.5% 0.0%

18 16 2 0

100.0% 88.9% 11.1% 0.0%

24 15 9 0

100.0% 62.5% 37.5% 0.0%

67 52 15 0

100.0% 77.6% 22.4% 0.0%

95 62 30 3

100.0% 65.3% 31.6% 3.2%

166 109 57 0

100.0% 65.7% 34.3% 0.0%

52 30 21 1

100.0% 57.7% 40.4% 1.9%

56 35 21 0

100.0% 62.5% 37.5% 0.0%

54 35 19 0

100.0% 64.8% 35.2% 0.0%

7 4 3 0

100.0% 57.1% 42.9% 0.0%

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

溶接

機械・金属製品製

造

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設

漁業

農業

職

種

無回答

その他

調査シリーズNo.144
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問 12－1 それはどのようなことでしたか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 
  

合計 仕事が厳しい(き
つい）

仕事が忙しすぎる 仕事の分担が良く
なかった

残業が多い 残業が少ない 日本人から殴られ
た・暴力を振るわ

れた

日本人から精神的
に嫌がらせを受け

た

賃金が少ない 残業代が少ない 有給休暇を取得で
きない

家族と離れて寂し
かった

人との交流が泣く
孤独であった

住居が良くない 家賃が高い 交通ルールや規律
がわからない

病院が分からな
い、病院に行くこ

とができない

無回答

185 35 8 20 5 40 3 15 29 19 23 138 18 20 30 3 15 1

100.0% 18.9% 4.3% 10.8% 2.7% 21.6% 1.6% 8.1% 15.7% 10.3% 12.4% 74.6% 9.7% 10.8% 16.2% 1.6% 8.1% 0.5%
合計

160 30 7 19 5 33 3 15 23 17 22 113 17 20 29 3 12 1

18.8% 4.4% 11.9% 3.1% 20.6% 1.9% 9.4% 14.4% 10.6% 13.8% 70.6% 10.6% 12.5% 18.1% 1.9% 7.5% 0.6%

23 4 1 1 0 7 0 0 5 2 1 23 1 0 1 0 3 0

17.4% 4.3% 4.3% 0.0% 30.4% 0.0% 0.0% 21.7% 8.7% 4.3% 100.0% 4.3% 0.0% 4.3% 0.0% 13.0% 0.0%

2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0

50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

管

理
タ

イ
プ

監理団体

企業単独

無回答

126 25 5 13 4 27 2 10 19 12 11 97 15 10 18 3 13 1

19.8% 4.0% 10.3% 3.2% 21.4% 1.6% 7.9% 15.1% 9.5% 8.7% 77.0% 11.9% 7.9% 14.3% 2.4% 10.3% 0.8%

6 1 0 2 0 3 0 0 2 2 0 4 1 1 1 0 0 0

16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 66.7% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%

13 1 0 0 0 2 0 0 0 1 1 10 0 0 3 0 0 0

7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7% 76.9% 0.0% 0.0% 23.1% 0.0% 0.0% 0.0%

28 4 2 4 1 8 1 3 5 4 11 18 2 7 7 0 0 0

14.3% 7.1% 14.3% 3.6% 28.6% 3.6% 10.7% 17.9% 14.3% 39.3% 64.3% 7.1% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

12 4 1 1 0 0 0 2 3 0 0 9 0 2 1 0 2 0

33.3% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 16.7% 8.3% 0.0% 16.7% 0.0%

国

別

中国

ベトナム

フィリピン

インドネシア

タイ

96 18 5 11 4 27 3 12 19 11 17 59 8 16 23 1 6 1

18.8% 5.2% 11.5% 4.2% 28.1% 3.1% 12.5% 19.8% 11.5% 17.7% 61.5% 8.3% 16.7% 24.0% 1.0% 6.3% 1.0%

87 16 3 9 1 12 0 2 10 7 6 77 10 4 5 2 9 0

18.4% 3.4% 10.3% 1.1% 13.8% 0.0% 2.3% 11.5% 8.0% 6.9% 88.5% 11.5% 4.6% 5.7% 2.3% 10.3% 0.0%

2 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0

50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性
別

男性

女性

無回答

74 16 2 10 2 15 2 9 16 11 13 55 7 9 9 2 4 0

21.6% 2.7% 13.5% 2.7% 20.3% 2.7% 12.2% 21.6% 14.9% 17.6% 74.3% 9.5% 12.2% 12.2% 2.7% 5.4% 0.0%

48 10 5 6 2 13 1 2 8 4 6 37 5 6 10 0 6 1

20.8% 10.4% 12.5% 4.2% 27.1% 2.1% 4.2% 16.7% 8.3% 12.5% 77.1% 10.4% 12.5% 20.8% 0.0% 12.5% 2.1%

63 9 1 4 1 12 0 4 5 4 4 46 6 5 11 1 5 0

14.3% 1.6% 6.3% 1.6% 19.0% 0.0% 6.3% 7.9% 6.3% 6.3% 73.0% 9.5% 7.9% 17.5% 1.6% 7.9% 0.0%

年
齢

区
分
別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

8 3 2 2 1 1 1 0 0 1 1 6 0 3 2 0 0 0

37.5% 25.0% 25.0% 12.5% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 75.0% 0.0% 37.5% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 1 3 0 1 1 1 2 1 1 4 0 1 3 0 1 0

0.0% 11.1% 33.3% 0.0% 11.1% 11.1% 11.1% 22.2% 11.1% 11.1% 44.4% 0.0% 11.1% 33.3% 0.0% 11.1% 0.0%

15 5 0 0 0 2 0 0 4 1 4 12 2 1 1 0 2 0

33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 13.3% 0.0% 0.0% 26.7% 6.7% 26.7% 80.0% 13.3% 6.7% 6.7% 0.0% 13.3% 0.0%

30 1 0 1 0 5 0 1 2 1 2 26 4 1 1 0 3 0

3.3% 0.0% 3.3% 0.0% 16.7% 0.0% 3.3% 6.7% 3.3% 6.7% 86.7% 13.3% 3.3% 3.3% 0.0% 10.0% 0.0%

57 7 0 2 0 16 0 7 8 5 5 42 4 6 7 0 4 0

12.3% 0.0% 3.5% 0.0% 28.1% 0.0% 12.3% 14.0% 8.8% 8.8% 73.7% 7.0% 10.5% 12.3% 0.0% 7.0% 0.0%

21 8 2 3 2 5 1 3 4 3 4 12 6 6 7 0 1 0

38.1% 9.5% 14.3% 9.5% 23.8% 4.8% 14.3% 19.0% 14.3% 19.0% 57.1% 28.6% 28.6% 33.3% 0.0% 4.8% 0.0%

21 5 1 5 0 7 0 2 5 3 5 18 0 1 4 2 1 0

23.8% 4.8% 23.8% 0.0% 33.3% 0.0% 9.5% 23.8% 14.3% 23.8% 85.7% 0.0% 4.8% 19.0% 9.5% 4.8% 0.0%

19 5 2 3 1 2 0 1 4 3 1 15 2 1 5 1 2 0

26.3% 10.5% 15.8% 5.3% 10.5% 0.0% 5.3% 21.1% 15.8% 5.3% 78.9% 10.5% 5.3% 26.3% 5.3% 10.5% 0.0%

3 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1

33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3%

その他

プラスチック成形
強化プラスチック

成形含む

溶接

機械・金属製品製
造

無回答

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設

農業

漁業

職

種

調査シリーズNo.144

労働政策研究・研修機構（JILPT）
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問 13 来日前の仕事の状況について教えてください。 

 

 

 

 

 

 

合計 雇用されて働いて

いた

起業していた 仕事はしていな

かった

その他 無回答

578 487 15 50 20 6

100.0% 84.3% 2.6% 8.7% 3.5% 1.0%

合計

521 433 14 49 19 6

100.0% 83.1% 2.7% 9.4% 3.6% 1.2%

53 50 1 1 1 0

100.0% 94.3% 1.9% 1.9% 1.9% 0.0%

4 4 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

管

理

タ

イ

プ

監理団体

企業単独

無回答

264 204 11 32 15 2

100.0% 77.3% 4.2% 12.1% 5.7% 0.8%

308 277 4 18 5 4

100.0% 89.9% 1.3% 5.8% 1.6% 1.3%

6 6 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答

性

別

男性

女性

397 363 8 15 5 6

100.0% 91.4% 2.0% 3.8% 1.3% 1.5%

26 15 1 7 3 0

100.0% 57.7% 3.8% 26.9% 11.5% 0.0%

67 54 0 12 1 0

100.0% 80.6% 0.0% 17.9% 1.5% 0.0%

61 34 5 16 6 0

100.0% 55.7% 8.2% 26.2% 9.8% 0.0%

27 21 1 0 5 0

100.0% 77.8% 3.7% 0.0% 18.5% 0.0%

国

別

タイ

インドネシア

フィリピン

ベトナム

中国

227 188 0 22 13 4

100.0% 82.8% 0.0% 9.7% 5.7% 1.8%

193 159 7 20 6 1

100.0% 82.4% 3.6% 10.4% 3.1% 0.5%

158 140 8 8 1 1

100.0% 88.6% 5.1% 5.1% 0.6% 0.6%

年

齢

区

分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 27 1 8 3 0

100.0% 69.2% 2.6% 20.5% 7.7% 0.0%

18 17 0 1 0 0

100.0% 94.4% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0%

24 20 1 1 1 1

100.0% 83.3% 4.2% 4.2% 4.2% 4.2%

67 64 0 1 2 0

100.0% 95.5% 0.0% 1.5% 3.0% 0.0%

95 84 2 5 0 4

100.0% 88.4% 2.1% 5.3% 0.0% 4.2%

166 134 3 18 11 0

100.0% 80.7% 1.8% 10.8% 6.6% 0.0%

52 43 3 4 2 0

100.0% 82.7% 5.8% 7.7% 3.8% 0.0%

56 46 2 7 0 1

100.0% 82.1% 3.6% 12.5% 0.0% 1.8%

54 45 3 5 1 0

100.0% 83.3% 5.6% 9.3% 1.9% 0.0%

7 7 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

漁業

農業

無回答

その他

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

溶接

機械・金属製品製
造

縫製・衣服縫製

職

種

食料品製造

建設

調査シリーズNo.144
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問 14 あなたが日本に来た目的を選択してください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

合計

技能の習得のため 日本語を勉強する

ため

日本での生活を経

験するため

お金を稼ぐため 帰国後起業するた

め

その他 無回答

578 400 259 281 429 160 14 6

100.0% 69.2% 44.8% 48.6% 74.2% 27.7% 2.4% 1.0%

合計

521 357 230 242 389 157 12 6

68.5% 44.1% 46.4% 74.7% 30.1% 2.3% 1.2%

53 41 27 36 37 3 2 0

77.4% 50.9% 67.9% 69.8% 5.7% 3.8% 0.0%

4 2 2 3 3 0 0 0

50.0% 50.0% 75.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0%

管

理
タ

イ

プ

監理団体

企業単独

無回答

397 255 165 178 293 90 5 6

64.2% 41.6% 44.8% 73.8% 22.7% 1.3% 1.5%

26 24 16 16 25 10 2 0

92.3% 61.5% 61.5% 96.2% 38.5% 7.7% 0.0%

67 44 22 24 55 20 4 0

65.7% 32.8% 35.8% 82.1% 29.9% 6.0% 0.0%

61 53 39 41 32 36 1 0

86.9% 63.9% 67.2% 52.5% 59.0% 1.6% 0.0%

27 24 17 22 24 4 2 0

88.9% 63.0% 81.5% 88.9% 14.8% 7.4% 0.0%

国

別

タイ

インドネシア

フィリピン

ベトナム

中国

264 187 107 124 185 101 5 0

70.8% 40.5% 47.0% 70.1% 38.3% 1.9% 0.0%

308 209 149 155 240 59 9 5

67.9% 48.4% 50.3% 77.9% 19.2% 2.9% 1.6%

6 4 3 2 4 0 0 1

66.7% 50.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 16.7%

不明

女性

男性

性
別

227 158 118 109 168 59 5 5

69.6% 52.0% 48.0% 74.0% 26.0% 2.2% 2.2%

193 142 93 105 138 65 5 0

73.6% 48.2% 54.4% 71.5% 33.7% 2.6% 0.0%

158 100 48 67 123 36 4 1

63.3% 30.4% 42.4% 77.8% 22.8% 2.5% 0.6%

年

齢
区

分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 24 18 18 27 12 1 1

61.5% 46.2% 46.2% 69.2% 30.8% 2.6% 2.6%

18 17 10 9 13 2 0 0

94.4% 55.6% 50.0% 72.2% 11.1% 0.0% 0.0%

24 15 7 12 18 13 1 0

62.5% 29.2% 50.0% 75.0% 54.2% 4.2% 0.0%

67 44 27 15 53 14 0 0

65.7% 40.3% 22.4% 79.1% 20.9% 0.0% 0.0%

95 61 34 52 76 11 1 4

64.2% 35.8% 54.7% 80.0% 11.6% 1.1% 4.2%

166 122 89 89 127 48 4 0

73.5% 53.6% 53.6% 76.5% 28.9% 2.4% 0.0%

52 34 27 26 35 16 3 0

65.4% 51.9% 50.0% 67.3% 30.8% 5.8% 0.0%

56 42 20 30 35 14 3 1

75.0% 35.7% 53.6% 62.5% 25.0% 5.4% 1.8%

54 36 24 24 43 25 1 0

66.7% 44.4% 44.4% 79.6% 46.3% 1.9% 0.0%

7 5 3 6 2 5 0 0

71.4% 42.9% 85.7% 28.6% 71.4% 0.0% 0.0%

職

種

溶接

機械・金属製品製

造

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設

無回答

その他

プラスチック成形

強化プラスチック
成形含む

漁業

農業

調査シリーズNo.144

労働政策研究・研修機構（JILPT）



－183－

問 15 送出機関、監理団体に保証金等を預ける契約を入国前に結びましたか。 

 

 

 

 

 

 
  

合計 はい いいえ 無回答

578 84 486 8

100.0% 14.5% 84.1% 1.4%

合計

521 77 436 8

100.0% 14.8% 83.7% 1.5%

53 6 47 0

100.0% 11.3% 88.7% 0.0%

4 1 3 0

0.7% 0.2% 0.5% 0.0%

管

理

タ

イ

プ 無回答

企業単独

監理団体

264 48 214 2

100.0% 18.2% 81.1% .8%

308 35 267 6

100.0% 11.4% 86.7% 1.9%

6 1 5 0

100.0% 16.7% 83.3% 0.0%

性

別

無回答

女性

男性

397 47 344 6

100.0% 11.8% 86.6% 1.5%

26 6 20 0

100.0% 23.1% 76.9% 0.0%

67 12 54 1

100.0% 17.9% 80.6% 1.5%

61 13 47 1

100.0% 21.3% 77.0% 1.6%

27 6 21 0

100.0% 22.2% 77.8% 0.0%

国

別

タイ

インドネシア

フィリピン

ベトナム

中国

227 38 185 4

100.0% 16.7% 81.5% 1.8%

193 23 168 2

100.0% 11.9% 87.0% 1.0%

158 23 133 2

100.0% 14.6% 84.2% 1.3%

年

齢

区

分

別

20歳以上25歳以下

26歳以上30歳以下

31歳以上

39 13 25 1

100.0% 33.3% 64.1% 2.6%

18 0 18 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

24 4 20 0

100.0% 16.7% 83.3% 0.0%

67 3 63 1

100.0% 4.5% 94.0% 1.5%

95 12 80 3

100.0% 12.6% 84.2% 3.2%

166 23 141 2

100.0% 13.9% 84.9% 1.2%

52 11 41 0

100.0% 21.2% 78.8% 0.0%

56 8 47 1

100.0% 14.3% 83.9% 1.8%

54 10 44 0

100.0% 18.5% 81.5% 0.0%

7 0 7 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

職

種

建設

漁業

農業

無回答

その他

溶接

機械・金属製品製

造

縫製・衣服縫製

食料品製造

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む
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問 16 送出機関、監理団体に保証金を預けましたか。 

 

 

 

 

 

 

合計 はい いいえ 無回答

578 67 495 16

100.0% 11.6% 85.6% 2.8%

合計

521 61 446 14

100.0% 11.7% 85.6% 2.7%

53 6 45 2

100.0% 11.3% 84.9% 3.8%

4 0 4 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

管

理

タ

イ

プ 無回答

監理団体

企業単独

264 34 222 8

100.0% 12.9% 84.1% 3.0%

308 32 269 7

100.0% 10.4% 87.3% 2.3%

6 1 4 1

100.0% 16.7% 66.7% 16.7%

性

別

無回答

女性

男性

397 38 347 12

100.0% 9.6% 87.4% 3.0%

26 6 20 0

100.0% 23.1% 76.9% 0.0%

67 5 62 0

100.0% 7.5% 92.5% 0.0%

61 11 46 4

100.0% 18.0% 75.4% 6.6%

27 7 20 0

100.0% 25.9% 74.1% 0.0%

国

別

タイ

インドネシア

フィリピン

ベトナム

中国

227 29 188 10

100.0% 12.8% 82.8% 4.4%

193 19 170 4

100.0% 9.8% 88.1% 2.1%

158 19 137 2

100.0% 12.0% 86.7% 1.3%

20歳以上25歳以下

31歳以上

26歳以上30歳以下

年

齢

区

分

別

39 11 26 2

100.0% 28.2% 66.7% 5.1%

18 0 17 1

100.0% 0.0% 94.4% 5.6%

24 4 19 1

100.0% 16.7% 79.2% 4.2%

67 2 64 1

100.0% 3.0% 95.5% 1.5%

95 10 80 5

100.0% 10.5% 84.2% 5.3%

166 16 149 1

100.0% 9.6% 89.8% 0.6%

52 9 41 2

100.0% 17.3% 78.8% 3.8%

56 6 48 2

100.0% 10.7% 85.7% 3.6%

54 9 44 1

100.0% 16.7% 81.5% 1.9%

7 0 7 0

100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答

その他

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む

職

種

建設

漁業

農業

溶接

機械・金属製品製

造

縫製・衣服縫製

食料品製造
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問 16－1 技能実習終了後に返還されましたか。 

 

 

 

 

 

 
  

合計 全部返還された 一部返還された 全く返還されな

かった

無回答

67 45 7 14 1

100.0% 67.2% 10.4% 20.9% 1.5%

合計

61 41 6 13 1

100.0% 67.2% 9.8% 21.3% 1.6%

6 4 1 1 0

100.0% 66.7% 16.7% 16.7% 0.0%

管

理

タ

イ

プ

企業単独

監理団体

34 25 4 4 1

100.0% 73.5% 11.8% 11.8% 2.9%

32 19 3 10 0

100.0% 59.4% 9.4% 31.3% 0.0%

1 1 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性

別

無回答

女性

男性

38 22 5 10 1

100.0% 57.9% 13.2% 26.3% 2.6%

6 4 1 1 0

100.0% 66.7% 16.7% 16.7% 0.0%

5 2 0 3 0

100.0% 40.0% 0.0% 60.0% 0.0%

11 10 1 0 0

100.0% 90.9% 9.1% 0.0% 0.0%

7 7 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

国

別

タイ

インドネシア

フィリピン

ベトナム

中国

29 21 4 3 1

100.0% 72.4% 13.8% 10.3% 3.4%

19 11 3 5 0

100.0% 57.9% 15.8% 26.3% 0.0%

19 13 0 6 0

100.0% 68.4% 0.0% 31.6% 0.0%

年

齢

区

分

別 31歳以上

26歳以上30歳以下

20歳以上25歳以下

11 9 0 2 0

100.0% 81.8% 0.0% 18.2% 0.0%

4 3 1 0 0

100.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%

2 1 0 1 0

100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

10 5 1 4 0

100.0% 50.0% 10.0% 40.0% 0.0%

16 12 3 1 0

100.0% 75.0% 18.8% 6.3% 0.0%

9 6 1 1 1

100.0% 66.7% 11.1% 11.1% 11.1%

6 3 0 3 0

100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

9 6 1 2 0

100.0% 66.7% 11.1% 22.2% 0.0%

職

種

その他

プラスチック成形
強化プラスチック

成形含む

溶接

機械・金属製品製

造

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設

農業
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問 17 労働契約の不履行に係る違約金の支払い又はその他の財産を引き続き渡す契約を締結させられましたか。 

 

 

 

 

 

 

合計 はい いいえ 無回答

578 42 514 22

100.0% 7.3% 88.9% 3.8%
合計

521 37 465 19

100.0% 7.1% 89.3% 3.6%

53 4 46 3

100.0% 7.5% 86.8% 5.7%

4 1 3 0

100.0% 25.0% 75.0% 0.0%

管
理

タ
イ

プ 無回答

監理団体

企業単独

264 23 233 8

100.0% 8.7% 88.3% 3.0%

308 18 277 13

100.0% 5.8% 89.9% 4.2%

6 1 4 1

100.0% 16.7% 66.7% 16.7%

性
別

無回答

女性

男性

397 23 359 15

100.0% 5.8% 90.4% 3.8%

26 5 21 0

100.0% 19.2% 80.8% 0.0%

67 5 58 4

100.0% 7.5% 86.6% 6.0%

61 4 56 1

100.0% 6.6% 91.8% 1.6%

27 5 20 2

100.0% 18.5% 74.1% 7.4%

国
別

タイ

インドネシア

フィリピン

ベトナム

中国

227 14 205 8

100.0% 6.2% 90.3% 3.5%

193 15 170 8

100.0% 7.8% 88.1% 4.1%

158 13 139 6

100.0% 8.2% 88.0% 3.8%

年
齢

区
分

別 31歳以上

26歳以上30歳以下

20歳以上25歳以下

39 2 35 2

100.0% 5.1% 89.7% 5.1%

18 0 16 2

100.0% 0.0% 88.9% 11.1%

24 2 21 1

100.0% 8.3% 87.5% 4.2%

67 1 63 3

100.0% 1.5% 94.0% 4.5%

95 9 83 3

100.0% 9.5% 87.4% 3.2%

166 12 153 1

100.0% 7.2% 92.2% 0.6%

52 8 42 2

100.0% 15.4% 80.8% 3.8%

56 3 49 4

100.0% 5.4% 87.5% 7.1%

54 5 48 1

100.0% 9.3% 88.9% 1.9%

7 0 4 3

100.0% 0.0% 57.1% 42.9%

職

種

農業

溶接

機械・金属製品製

造

縫製・衣服縫製

食料品製造

建設

漁業

無回答

その他

プラスチック成形

強化プラスチック

成形含む
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資料 ３ 
 
 
 
 
 
 

「帰国技能実習生フォローアップ調査」 

（インタビュー調査項目） 
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帰国技能実習生インタビュー調査要領 

 

１．趣旨 

 日本での技能実習を終え帰国した技能実習生に対して、技能実習と技能修得の状況、帰

国後の就職状況、職位の変化、日本で修得した技術、技能、知識の活用状況について把握

することを目的にアンケート調査を実施したが、その結果を踏まえ、さらに具体的な内容

について明らかにする目的で、アンケート回答者のうちインタビュー調査に協力を承諾し

てくれた帰国技能実習生に対して、調査日程等の関係で対応が可能な者についてインタビ

ュー調査を行う。 

 

２．調査対象国と対象者 

 （１）中国（①大連、威海、済南、泰安、済寧、北京等の 12 名程度、②鎮江、泰州、蘇

州、上海等の 10 名程度） 

 （２）フィリピン（セブ島の 5 名程度） 

 （３）タイ（ナコーンラチャシマー県、ウドンタニ県の 10 名程度） 

 （４）インドネシア（バンドンの 6 名程度） 

 （５）ベトナム（ハノイとホーチミンの 10 名程度） 

 

３．調査期間 

 （１）中国①2015 年 3 月 4 日（水）から 13 日(金)の 10 日間 

      ②2015 年 3 月 15 日（日）から 21 日(土)の 7 日間 

 （２）フィリピン 2015 年 3 月 6 日（金）から 9 日（月）の 4 日間 

 （３）タイ 2015 年 3 月 12 日（水）から 17 日（火）の 6 日間 

 （４）インドネシア 2015 年 3 月 21 日(土)から 26 日（木の 6 日間 

 （５）ベトナム 2015 年 3 月 23 日(月)から 29 日（日）の 7 日間 

 

4．調査方法 

 （１）原則として、1 名ずつの対面により行う。 

（２）インタビューは対象国の現地語により行うこととして通訳を使用する。 

（３）当該国都市部の指定場所にインタビュー対応者に来所を願うか、こちらから先方の

指定の場所（企業や工業団地等）に出向いて行う。（インタビュー対応者の都合を

勘案し、相談の上決める。） 

（４）インタビュー時間は、一人当たり通訳を介して 1 時間から 1 時間 30 分程度。 

（５）インタビュー対応者には、謝礼を渡す。 
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帰国技能実習生インタビュー調査項目 

 
管理番号        
 
ご本人について 
氏名 
性別 
年齢 
技能実習期間 入国 2011 年  月    
       帰国 2014 年  月 
技能職種（大分類） 
最終学歴 
所持資格（取得資格の内容、取得年） 

取得資格の内容 
  ①             〔取得年     〕 
  ②             〔取得年     〕 
  ③             〔取得年     〕 
資格取得のための訓練状況（どのような学校や訓練所でしたか、訓練の期間はどのくらい

でしたか、費用は誰か負担しましたか、どのくらいかかりましたか） 
来日前の会社の規模はどのくらいですか 
 
実習以前の仕事（～2011 年） 
以下について教えてください 
【直前の仕事（最長の仕事）】 
  就業時期 

業種 
職種 
具体的な仕事の内容 

【それ以前の仕事】 
  就業時期 

業種 
職種 
具体的な仕事の内容 
 

技能実習参加の動機 
なぜ技能実習に参加しようと思ったのですか 
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技能実習参加の手続き 
どのように技能実習を知りましたか 
どのような機関に、どのように申し込みましたか 
申込みをしたときの手続きを詳細に教えてください 
保証金などは預けましたか 
保証金を預けた場合、どのような説明を受けましたか 
保証金を預けた場合、返還されましたか 
違約の場合、どのようにするかなど契約を結んだり、説明を受けたりしましたか 
来日前の送出し機関はどのような組織ですか 
来日後の配属は説明と同じでしたか 
就労条件の説明はどのように受けましたか 

 
技能実習の内容 
どのような仕事をしていましたか 

業種 
職種 
具体的な仕事内容 
①1 年目 
②2 年目 
③3 年目 

 
日本での技能実習について 
以下について教えてください 
【仕事面】 
職種、作業分類の確認について 
具体的な仕事と指導の状況はどのようでしたか 
指導者はどのような人でしたか 
実習期間中に経験した具体的な仕事の種類と内容（難易度等）はどのようでしたか 
【労働条件面】 
賃金について 
労働時間について 
残業について 
【労働環境（人間関係含む）】 
作業場の様子（清潔、安全、何らかの配慮、日本人に比べた場合の待遇） 
作業の道具等（旧式のもの、安全性に欠けるものではなかったですか、日本人と同じもの

でしたか）について 
仕事の教え方はどのようでしたか（教え方は分かりやすく、適切でしたか） 
誰が具体的に指導したか 
教え方は分かりやすく、適切でしたか 
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職場の雰囲気はどうでしたか（打ち解けやすいように工夫されていましたか） 
【生活面】 
宿舎等は、充分なものでしたか、また清潔でしたか 
生活指導等で特に問題を感じたことはなかったですか（禁止されていたことなど） 
快適な生活環境が用意されていましたか（具体的に快適な点は） 
不自由を感じたとすればどのような点でしたか（不自由な点） 
 
帰国後の仕事（2014 年～） 
以下について教えてください 
就職時期 
業種 
職種 
具体的な仕事内容 
職位や給与は上がりましたか 
 
帰国後仕事についていない場合 
以下について教えてください 
今後の予定について 
就職活動をどのように行っていますか 
どのような仕事に就きたいですか 
なぜ仕事に就いていないのですか 
 
技能実習制度について良かった点と改善した方が良いと思う点 
以下について教えてください 
良かった点 
改善すべき点 
その他 
日本に来る前と帰国後で自分の技能が上がったと思いますか 
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資料 ４ 
 
 
 
 
 
 

「帰国技能実習生フォローアップ調査」 

（インタビュー調査結果一覧） 
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帰国実習生面接インタビュー結果概要（中国、ベトナム、フィリピン、インドネシア、タイ） 
 

1 

ケース 国名 性 年齢 
実習 

区分 
経歴 動機 送出し機関 

事前研修、 

入国後研修 

保証金 

費用負担 

受入れ企業 

属性 
実習内容 労働時間 賃金 生活 

送金、 

貯金 
帰国後の就業

技能実習の 

評価 
その他 

C1 

中国 女性 23歳 団体監理 中等専門学校卒、

電子機器の組立

て、ハンダ付け。 

日本の文化が好

き。旅行しながら

お金を稼げると

思った。 

地元コンサルタ

ント企業→送出

し機関→協同組

合 

日本についてと、

日本語の研修。 

保証金か研修費

の名目で3回に

わけ4万元。 

電子機器製造。大

手電気企業の下

請け。作業場は、

約40人規模。 

1年目部品組立、

8ヶ月目に物流

担当、3年目にハ

ンダ付け等。 

1年目8時間労

働。2年目から平

均2時間残業。 

手取り1年目10

万円、2年目以降

残業代込で12万

円。天引き宿舎代

等は5万円。 

1LDKを2つの寝

室として、1部屋

5人。基本設備は

整っていた。 

貯金あり。 保険業。 個人の成長やキ

ャリアアップに

プラスである。日

本の決め細やか

な仕事の仕方が

勉強になった。特

に対人関係で丁

寧なところ。 

 

C2 

中国 女性 28歳 団体監理 中等専門学校卒、

百貨店販売 

日本に友人が多

く、国民性への憧

れ。お金を稼げる

と思った。 

地元コンサルタ

ント企業→送出

し機関→協同組

合 

日本についてと、

日本語の研修。 

コンサルタント

会社に5万元。名

目は不明。 

電子機器製造。大

手電気企業の下

請け。 

1年半物流、1年

半クリーンルー

ム作業。 

8時間労働。残業

平均2時間。 

1年目残業多く

手取り12万円。2

年目以降は10万

から11万円。 

1LDKを2つの寝

室として、1部屋

5人。基本設備は

整っていた。 

 

貯金あり。 保険業。 日本人の真面目

さに接した。サー

ビス業では人と

の付き合いがチ

ャレンジなので

日本での実習が

役に立つ。 

 

C3 

中国 女性 23歳 団体監理 高卒、電気組立、

自動車工場での

検査の仕事。 

お金を稼ぎたか

った。親戚や友人

が行った日本に

憧れた。 

コンサルタント

企業→送出し機

関→協同組合 

日本語研修3ヶ

月。 

保証金は、選抜の

際にデポジット

で2千元。不合格

のとき返還。 

電子機器製造。大

手電気企業の子

会社。約150人規

模。 

半年ハンダ付け、

半年不良品検査、

2年目以降、部品

検査。 

8時間労働、二交

代制。残業は2

時間から3時間

程度。 

3年間同じ。手取

り13万円から15

万円。天引き宿舎

代は1万7500円。

3LDKを5人1部

屋と2人1部屋に

広さにより分け

た。設備は整って

いた。 

貯金あり。 求職中。(日本語

入力タイピスト

希望) 

技能向上につい

て電子回路基盤

の溶接まで学び、

日本人同様に資

格が取れる枠組

みにしてほしい。

 

C4 

中国 男性 25歳 団体監理 中卒、船舶用の鋳

造品製造 

お金を稼げると

思った。友人の誘

い。 

コンサルタント

企業→送出し機

関→協同組合 

日本語研修。 応募のときにコ

ンサルタント会

社に約2万5千

元。その後、2万

5千元(合計5万

元)。名目は不明。

機械金属製造。

300人規模。 

3年間同じ仕事。

自動車部品の電

気溶接。ロボット

を使いコレクタ

ー溶接作業を行

った。 

8時間。2交代制。

残業は月45時

間。休日出勤は月

3日程度。 

手取りは16万円

(残業多いとき)。

1部屋3人。会社

紹介のアパート

に自己負担で居

住。家賃6万円を

3人で折半し、1

人2万円負担。 

貯金あり。 自動車修理業見

習い。 

中国より進んだ

技術、仕事の進め

方や管理の方法

など学ぶところ

が多かった。しか

し、上司からの暴

言など指導の仕

方には不満を感

じた。技能実習を

外から監督する

制度を徹底して

ほしい。 

 

C5 

中国 男性 28歳 団体監理 中等職業学校、ベ

ッド、布団素材の

紡績 

結婚資金を稼ぐ

ため。 

コンサルタント

企業→送出し機

関→協同組合 

日本についてと

日本語研修5ヶ

月。 

コンサルタント

会社への仲介費

用3万5千元、語

学研修費4千元。

2万元は帰国後、

返還。 

紙器加工。ダンボ

ール製造。 

半年製品検査、以

降は、印刷済みダ

ンボールのサイ

ズの検査と重な

っている部分を

はがす作業。 

8時間労働平均4

時間残業で月百

時間以上の時も

あった。 

手取り月17万円

（通常は12万円

から13万円）天

引き宿舎代4万8

千円。 

3LDK。1人1部屋。

日本語のコミュ

ニケーションに

不自由を感じた。 

貯金あり。 起業準備中。 お金を貯めるこ

とができた点、対

人関係の能力が

向上したこと、対

人関係が広がっ

たことは大変良

かった。実習中に

帰国後の就職情

報などが分かれ

ば助かる。 
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C6 

中国 女性 23歳 団体監理 高卒、電子機器部

品組立て 

お金を稼ぐため。

日本に行って視

野を広めたかっ

た。 

コンサルタント

企業→送出し機

関→協同組合 

送出し機関で日

本についてと日

本語研修4ヶ月。

コンサルタント

会社にサービス

料として4万元。

食品製造。工場の

規模は50人ぐら

い。 

3年間、肉団子、

から揚げの製造。

ラッピング、ラベ

ル貼り等。 

8時間。残業は平

均3時間。2年目

以降は残業少な

い。 

手取り①17万、

②14万、③15万

円程度。宿舎代等

5万円控除。 

2LDK。1部屋3人。

設備は整ってい

た。日本語のコミ

ュニケーション

に不自由を感じ

た。 

貯金あり。 労務輸出会社勤

務。 

事前研修の時間

を長くした方が

良いと思う。 

 

C7 

中国 女性 24歳 団体監理 中等専門学校、電

気製品製造 

 

お金を稼ぎたか

った。海外に行き

たかった。 

コンサルタント

企業→送出し機

関→協同組合 

日本についてと

日本語研修5ヶ

月。 

コンサルタント

会社に2万元、研

修費5千元から8

千元。違約金1

万元。(帰国後、

返還) 

自動車部品製造。

工場は90人規

模。 

3年間、自動車部

品の溶接。 

8時間労働。残業

は3時間から6

時間。 

手取り12万円。

残業含むと15万

円から17万円（3

年間同じ）宿舎代

等控除は5万円

程度。 

2LDKに2人。設

備は整っていた。 

貯金あり。 結婚。 作業を通じた技

能向上が出来た。

賃金が低いこと

と実習生への福

祉が不足してい

るように思った。

 

C8 

中国 女性 22歳 団体監理 中等専門学校、お

もちゃ製造 

日本が好きだか

ら。お金を稼ぐた

め。 

コンサルタント

企業→北京の送

出し機関→青島

の送出し機関→

日本企業 

日本についてと

日本語研修5ヶ

月。 

コンサルタント

会社に2万元。研

修費5千元から8

千元。違約金1

万元(帰国後、返

還)。 

自動車シート製

造。工場は150

人規模。 

3年間、組立作

業。 

8時間労働。残業

は3時間程度。1

年目は残業少な

かった。 

3年間手取り10

万円程度。残業含

むと13万円から

14万円。宿舎代

等控除は5万円。

3LDKに3人。設

備は整っていた。 

貯金あり。 求職中。 個人が成長でき、

自立できたこと

は成果。賃金が低

いこと、パフォー

マンスに応じた

成果になってい

ないことに不満

がある。会社が厳

しい時、実習機関

を変えることが

出来ればと思う。

 

C9 

中国 男性 38歳 団体監理 高卒、電子機器保

全 

周囲に日本に行

った人多い。長年

の仕事をやめよ

うと思ったとき

日本へ行くこと

が思い浮かんだ。 

コンサルタント

企業→送出し機

関→協同組合 

研修あり。 コンサルタント

会社の申込み手

数料3千元。研

修・渡航費3万5

千元。保証金1

万元(帰国後、返

還)。 

自動車部品と塗

装。工場は80人

規模。 

3年間、完成品の

品質検査。 

8時間労働。残業

は1年目月90時

間、2年目以降は

月40時間。 

手取りは、1年目

20万円、2年目以

降12万円。社会

保険含め宿舎代

等の天引きは3

万円。 

1年目社宅の時

2DKに4人から5

人。2年目以降、

組合借上げの時

3LDKに7人。設

備は整っていた。 

貯金あり。 電気取り付け設

備。 

日本人の厳密な

働き方、仕事の仕

方は勉強になる。

対人関係能力も

高まり、対人関係

も広がった。一方

賃金が低く、残業

も少ない点は改

善してほしい。 

 

C10 

中国 男性 41歳 団体監理 中卒、鉄骨加工 日本の方が稼げ

るから。日本に関

心があった。 

送出し機関の子

会社→送出し機

関→日本企業 

日本語研修。 送出し会社が管

理費8千元。 

建築業。鉄骨加

工。上場企業の子

会社の支社。規模

は30人程度。 

3年間、鉄骨加工

と成形。 

7.5時間が労働

時間。1年目は、

残業がほとんど

なく、2年目以

降、月120時間。

1年目手取り9万

円。残業あるとき

は20万円から30

万円。宿舎代等の

天引きは1万6

千円。 

3DKに3人。設備

は整っていた。 

貯金あり。 鉄骨加工、元の企

業に復帰、職位上

がった。 

日本の作業設備

は中国より良い

し、仕事で扱う資

材の種類も多い

ので学ぶことが

多かった。さらに

多様な仕事を経

験したかった。 
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C11 中国 男性 43歳 団体監理 中卒、鉄骨加工 日本の方が稼げ

ると思ったから。 

送出し機関の子

会社→送出し機

関→日本企業 

日本語研修。 送出し会社が管

理費8千元。 

建築業。鉄骨加

工。上場企業の子

会社の支社。規模

は30人程度。

3年間、鉄骨加工

と成形。 

7.5時間が労働

時間。1年目は、

残業がほとんど

なく、2年目以降

月120時間。 

1年目手取り9万

円。残業あるとき

は20万円から30

万円。宿舎代等の

天引きは1万6

千円。 

3DKに3人。設備

は整っていた。 

貯金あり。 鉄骨加工、元の企

業に復帰、職位上

がった。 

マネジメントの

仕方、機械設備の

扱い方など勉強

になった。給料が

安いので改善し

てほしい。 

 

C12 

中国 男性 37歳 団体監理 中卒、鉄骨加工 日本の方が稼げ

ると思ったから。 

送出し機関の子

会社→送出し機

関→日本企業 

日本語研修。 送出し会社が管

理費8千元。 

建築業。鉄骨加

工。上場企業の子

会社の支社。規模

は30人程度。 

3年間、鉄骨加工

と成形。 

7.5時間が労働

時間。1年目は、

残業がほとんど

なく、2年目以降

月120時間。 

1年目手取り9万

円。残業あるとき

は20万円から30

万円。宿舎代等の

天引きは1万6

千円。 

2DKに1人2部

屋。設備は整って

いた。 

貯金あり。 鉄骨加工、元の企

業に復帰、職位上

がった。 

管理面が勉強に

なった。給料が安

いので改善して

ほしい。 

 

C13 

中国 男性 33歳 団体監理 中卒、塗装 お金を稼ぐため。

日本での経験が

役立つと思った

から 

協同組合→中国

の送出し機関→

協同組合→日本

企業 

日本語研修3ヶ

月。 

研修費2万元。 建築資材会社の

下請け。工場は

40人規模。 

3年間、非常口ド

ア等の塗装を工

場内で作業。 

7.5時間労働。残

業は月平均60時

間。3年間同じ。

手取り1年目12

万円ぐらい。2年

目以降は12万2

千円。天引き宿舎

代は1万5千円程

度。 

3DKに1人1部

屋。設備は整って

いた。 

貯金あり。 元の企業に復帰。

部門責任者に昇

格。職位上がっ

た。 

日本の仕事の仕

方が大変勉強に

なった。現在の勤

め先の仕事の仕

方を社長の賛成

を得て日本流に

変えた。 

 

C14 

中国 女性 31歳 団体管理 中卒、繊維・縫製 技術、日本語力、

管理能力を高め

たい。日本での生

活を経験してみ

たい。 

企業（送出し企業

でもある）内選抜

→協同組合→日

本企業 

日本語研修。 企業内の選抜に

合格した後、1.5

万元から2万元

(パスポート取

得、検診、ビザ取

得、160時間研

修、日本語合格証

書、試験等の費用

として)。 

高級下着縫製業。

婦人子供服。工場

は130人規模。

(実習生70人、日

本人60人) 

3年間、婦人下着

の縫製。 

午前8時30分か

ら午後5時まで。

残業は1時間程

度。 

3年間で3百万円

手取り。天引きは

税・社会保険料、

光熱費、水道代、

宿舎代など、金額

不明。 

実習のための家。

1階食堂、風呂、

キッチン、娯楽

室。2階1部屋7

人から8人。 

貯金あり。 元の企業に復帰。 期間を延長すれ

ば、実習の成果が

高まると思う。(3

年間では充分で

はない。) 

 

C15 

中国 女性 39歳 企業単独 中卒、日系アパレ

ル→機械金属 

技能を高め、視野

を広げたかった。 

企業単独 会社で働きなが

ら日本語研修1

ヶ月。 

なし。 電子部品製造。50

人規模。 

2回目の研修（過

去に1年間滞日

研修経験あり）。1

年目勉強が主で、

2年目は製造と

検査。 

8時間労働。残業

は2時間から3

時間。3年間同

じ。 

1年目13万円か

ら14万円。天引

きは、宿舎代が2

万円、光熱費は3

千円。2年目以降

手取りは12万円

から13万円。 

3LDKで1部屋2

人。自転車が1

人1台。 

貯金あり。 元の企業に復帰。

製造の仕事に変

った。製造の手当

がつくようにな

った。 

日本人は真面目

で積極的。影響を

受けて自分自身

の意識が変化し

た。生活は節約す

るようになった。

日本で学んだ技

術を活かしたい。
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C16 

中国 女性 32歳 企業単独 高卒、機械金属製

造 

生活条件を良く

するため。 

企業単独 会社で働きなが

ら日本語研修1

ヶ月。 

なし。 電子部品製造。50

人規模。 

1年目は勉強が

主で、製品検査の

仕事。2年目は別

工場にサポート

に入るときもあ

った。 

8時間労働。残業

は2時間から3

時間。3年間同

じ。 

1年目13万円か

ら14万円。天引

きは、宿舎代が2

万円、光熱費は3

千円。2年目以降

手取りは12万円

から13万円。 

3LDKに1部屋2

人。自転車が1

人1台。 

貯金あり。 元の企業に復帰。

班長から降格し

た。理由は分から

ない。 

仕事の仕方が効

率的で、生活面で

も規則正しく、節

約をする美点を

学んだ。無料の日

本語講座を行っ

てほしい。日本語

出来ない中国人

の交流の場をつ

くってほしい。 

 

C17 

中国 女性 23歳 企業単独 中卒、機械金属製

造 

技能を高め、視野

を広げたかった。 

企業単独 会社で働きなが

ら日本語研修1

ヶ月。 

なし。 電子部品製造。50

人規模。 

1年目は製造、2

年目は製造と後

輩指導、3年目は

製造と検査を責

任者の指示に従

った担当。 

8時間労働。残業

は2時間から3

時間。3年間同

じ。 

1年目13万円か

ら14万円。天引

きは、宿舎代が2

万円、光熱費は3

千円。2年目以降

手取りは12万円

から13万円。 

3LDKに1部屋2

人。自転車が1

人1台。 

貯金あり。 元の企業に復帰。 協力して仕事を

することを学ん

だ。生活面での独

立心が高まった。

日本で別の仕事

もしてみたい。 

C18 

中国 男性 23歳 企業単独 技術系短大、機械

金属製造 

日本に親戚がい

る。日本の管理の

仕方や設備につ

いて勉強したか

った。 

企業単独 社内の日本語研

修を週1回で2

ヶ月間。 

違約保証金を会

社に3千元預託。

自動車インパネ

製造。工場は千人

規模。 

2年間。LED,オー

ムなどの基盤の

針付け。 

8時間労働。3交

代。残業はほとん

どなし。 

2年間同じで月8

万円手取り。天引

きは宿舎代1万1

千円。 

3階建ての寮。20

平米に2人。設備

は整っていた。キ

ッチン娯楽室に

2時間以上いて

はいけないこと

が不自由だった。 

貯金あり。 元の企業に復帰。

製造から設計部

門の配置換えに

なった。スタッフ

職に変った。 

さらに進んだ技

術や機械がある

ことが分かり、視

野が広がった。給

料が低いので改

善してほしい。 

 

C19 

中国 男性 24歳 企業単独 技術系短大、機械

金属製造 

管理や設備が進

んでいるので勉

強したかっ 

た。 

企業単独 社内の日本語研

修を週1回で2

ヶ月間。 

違約保証金を会

社に3千元預託。

自動車インパネ

製造。工場は千人

規模。 

2年間同じ仕事。

組み立て。 

8時間労働。3交

代。残業はほとん

どなし。 

2年間同じで月8

万円手取り。天引

きは宿舎代1万1

千円。 

3階建ての寮。20

平米に2人。設備

は整っていた。キ

ッチン娯楽室に

2時間以上いて

はいけないこと

が不自由だった。 

貯金あり。 元の企業に復帰。

製造から設計部

門の配置換えに

なった。スタッフ

職に変った。 

さらに進んだ技

術や機械がある

ことが分かり、視

野が広がった。日

本人はお金のた

めだけでなく、仕

事と人生をつな

げて考えている。

日本人の働き方

は勉強になった。
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ケース 国名 性 年齢 
実習 

区分 
経歴 動機 送出し機関 

事前研修、 

入国後研修 

保証金 

費用負担 

受入れ企業 

属性 
実習内容 労働時間 賃金 生活 

送金、 

貯金 
帰国後の就業

技能実習の 

評価 
その他 

V1 

ベトナム 男性 25歳 団体監理 工業短大卒 家族のために貯

金をしたかった。

日本を知りたか

った。 

大学内労務輸出

会社→書類専攻、

実技試験→協同

組合、企業 

日本語研修を終

日6ヶ月。 

研修費用1コー

ス4百ドル(4ヶ

月)、6百ドル（6

ヶ月）。渡航費用

4千5百ドル。千

ドル帰国後、返

還。このほか、2

万5千ドルの罰

金という違約契

約締結。 

プレス加工。工場

の規模は50人。

大手自動車会社

の部品製造。 

4ヶ月、溶接。5

ヶ月目からプレ

ス。一台の機械で

複数の作業をこ

なす。 

8時間労働。残業

は1ヶ月30時間

程度。繁忙期は

60時間程度。 

手取りは月8万4

千円。残業あると

きは10万から13

万円。天引きの宿

舎代等は5万3

千円。 

3LDK．1人1部屋。

設備は9割そろ

っていた。ストー

ブとエアコンが

なかった。 

貯金あり。 求職中。 日本人の効率的

な仕事、規則正し

い生活の仕方を

学んだ。実習期間

を延ばしてほし

い。 

 

V2 

ベトナム 女性 25歳 団体監理 台湾系企業プラ

スチック成形 

日本の厳しい仕

事を学びたかっ

た。 

労務輸出会社→

事前研修実施企

業→協同組合→

企業 

日本語研修4ヶ

月。 

違約契約は5千

ドルでデポジッ

ト。(すべて返還

済み) 

縫製。工場は10

人規模。 

車の椅子の縫製。

3年間同じ仕事。

ベトナムでの作

業と同じ。 

8時間労働。残業

は月40時間程

度。 

手取りは13万円

程度。 

2部屋に1人か2

人。設備は整って

いた。 

貯金あり。 日系の労務輸出

会社勤務(書類整

理の仕事) 

日本人は時間に

厳しく仕事の仕

方が大変勉強に

なった。日本語を

勉強できる機会

を作ってほしい。

引き続き勉強す

る機会がほしい。

V3 

ベトナム 男性 24歳 団体監理 工業短大、木材加

工 

日本人の仕事の

仕方、日本語が学

びたかった。周囲

に日本に関心の

高い人多かった。 

労務輸出会社(送

出し機関)の選抜

→協同組合 

 

労務輸出会社に

申込み後1ヶ月

間日本語研修→

試験、合格→。日

本語研修6ヶ月

間。 

研修期間の食事

代、宿泊代として

千ドル。 

NC機械。工場は

30人規模。 

 

3年間のうち一

年半はNC機械に

よる穴あけ作業。

残りは、カッター

とテープの装着

作業。 

午前8時から午

後5時まで。残業

は12月から4月

までが月60時

間。多いときは

120時間。 

手取りは10万

円。残業代は時給

790円で3万円程

度。宿舎代等の天

引きは1万円程

度。 

4LDK。1部屋に2

人。設備は整って

いた。 

貯金あり。 日系の小企業で

縫製の仕事。 

日本人の決め細

やかな仕事の仕

方が勉強になっ

た。 

 

V4 

ベトナム 男性 27歳 団体監理 高卒、機械金属製

造 

家族のためにお

金を稼ぎたかっ

た。日本語の勉強

のため。 

労務輸出会社(送

出し機関)の選抜

→協同組合 

研修あり。4ヶ月

（1日8時間、朝

4時間、昼4時間

で労務コンサル

タント会社が実

施） 

研修費、その他の

名目で2千7百ド

ルぐらい。 

木型、鋳造。子会

社50人規模。 

3年間同じ仕事。

鋳造、セット、仕

上げ作業。 

午前8時から午

後5時までの2

交代制。残業は1

年目月90時間（2

交代制導入前）。

3年間同じ。手取

りは8万円。天引

き宿舎代等は3

万7千円。 

3LDKで1部屋に2

人（5人の時もあ

った。）設備は整

っていたが、スト

ーブとエアコン

がなかった。 

貯金あり。 家族の開業をサ

ポート。日系企業

に求職中。 

日本語が勉強で

きた。コミュニケ

ーション能力や

仕事管理能力が

以前より良くな

ったと感じる。実

習期間を5年に

してほしい。 

 

V5 

ベトナム 男性 27歳 団体監理 工業短大卒、台越

合弁企業で機械

旋盤 

日本が好き、日本

で機械の勉強し

ながら仕事がし

たかった。日本に

行ってみたかっ

た。 

仕事紹介センタ

ー紹介→労務輸

出会社→日本企

業 

 

日本語研修。 申込み時に2千7

百ドル。名目不

明。 

車や飛行機のエ

ンジン。32人。

精密機械で図面

通りかどうか測

定する作業。3年

間同じ作業。 

午前8時15分か

ら午後5時まで。

手取り10万円。2

年目以降は6万

円から7万円）1

年半ごとから残

業入り4万円程

度手取り増えた。

6部屋借り上げ

たアパート。1人

1部屋のワンル

ーム型。 

貯金あり。 求職中（機械関連

の仕事を希望）。

日本企業のよさ

が分かったこと

は収穫。日本人は

親切でよく指導

してくれる、勤勉

さを優遇してく

れる。実習期間を

5年にしてほし

い。 

台湾企業との比

較。 
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ケース 国名 性 年齢 
実習 

区分 
経歴 動機 送出し機関 

事前研修、 

入国後研修 

保証金 

費用負担 

受入れ企業 

属性 
実習内容 労働時間 賃金 生活 

送金、 

貯金 
帰国後の就業

技能実習の 

評価 
その他 

V6 

ベトナム 女性 25歳 団体監理 高卒、縫製 お金を稼ぎたか

った。 

労務輸出会社→

日本企業 

研修あり。 研修費千万ドン。

手数料3千5百ド

ル。保証金や違約

契約はなし。 

車のシート製造。

企業規模は120

人。（V8）の親族

の会社。 

車シートの1年

目は頭部分、2年

目は肘掛部分、3

年目は背中部分

の縫製。 

午前8時から午

後5時まで。残業

は午後7時まで

(2時間)。 

手取りは1年目

10万円、2年目以

降は時給が百円

上昇。残業代は4

万円弱。天引き宿

舎代等は2万5

千円。 

アパートで30人

が4つの部屋（1

部屋6人）と親族

の会社の社宅に

住む。設備は整っ

ていた。 

貯金あり。 美容師見習い。 日本人の生活の

仕方、自律的な仕

事の仕方を学ん

だ。一旦帰国でき

る制度を盛り込

み、実習期間を5

年に延長してほ

しい。 

 

V7 

ベトナム 男性 22歳 団体監理 高卒、就職促進セ

ンターで1ヶ月

の研修。 

お金を稼ぐため。

韓国より日本の

方の条件が良か

ったから。 

就職促進センタ

ー→労務輸出会

社→日本企業 

職業センターで

日本語研修1ヶ

月と溶接実技研

修。労務輸出会社

選抜に合格後労

務輸出会社で日

本語研修4ヶ月。

渡航経費（2千7

百ドル）、食事代、

研修代、移動代な

ど合計すると5

千ドル。 

企業規模は300

人程度。鉄筋の切

断（フライス）。

9ヶ月間見習い

として様々な作

業。以降、2年以

上フライス。3年

目は面取り作業

も行った。 

2交代制、午前9

時から午後6時

まで、午後9時か

ら午前6時まで。

残業は月40時間

程度。 

手取り1年目8

万6千円、2年目

8万2千円、残業

代は4万円。（3

年間同じ） 

会社の寮。共同キ

ッチン、シャワー

付。1部屋3人か

ら4人。1階は倉

庫。設備は整って

いた。 

貯金あり。 日系化粧品企業。

ボトルのふた閉

め作業。 

日本人の生活の

仕方、自律的な仕

事の仕方を学ん

だ。特に寡黙で上

司を大事にする

考え方を学んだ。

5年に延長して

ほしい。1年目は

ほとんど貯金が

できない。 

 

V8 

ベトナム 女性 27歳 団体監理 交通運輸短大卒。

商業サービス会

社、経理。 

友達が日本に行

きたいというの

で一緒に行って

あげた。 

労務輸出会社→

日本企業 

労務輸出会社で

日本語と縫製の

研修6ヶ月。 

日本語研修5百

ドル、宿泊費60

万ドン（6ヶ月）

渡航費1千5百ド

ルを支払った。 

車のシート製造。

企業規模は120

人。（V6）の親族

の会社。 

3年間同じ仕事。

椅子の縫製。 

2交代制。8時間

労働。残業は月

30時間ぐらい。

手取り1年目20

万円、2年目以降

15万円。天引き

宿舎代等は2万7

千円。 

1年目1部屋6畳

間で、2人。4人

で1ユニットと

なり2ユニット

に分かれた。2年

目以降（V6）と同

じアパートに移

った。 

貯金あり。 建築材の販売会

社で受付業務。給

与は若干上がっ

た。 

仕事での時間管

理、仕事管理への

意識が高まった。

日本語勉強する

時間が足りない。

支払った経費や

貯金が考えると

3年間では短い。
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ケース 国名 性 年齢 
実習 

区分 
経歴 応募動機 送出し機関 

事前研修、 

入国後研修 

保証金 

費用負担 

受入れ企業 

属性 
実習内容 労働時間 賃金 生活 

送金、 

貯金 
帰国後の就業

技能実習の 

評価 
その他 

P1 

フィリピ

ン 

男 30歳 団体監理

型 

高卒、家具製造 家族、収入 NGO 事前3か月（日本

語など） 

入国後1か月（日

本語、生活） 

保証金なし 

ビザ取得、健康

診断費用負担 

建材工場 

従業員数80人 

建具製造 残業時間は 4 時

間/月程度 

1 年目時給 790

円、2 年目時給

800円、3年目時

給800円 

アパートに2人1

部屋住居費、光熱

費、保険など 5

万円支払い。 

送金・貯金あり。 求職中 

（日本での貯金で

自営業開業） 

日本語学習の機

会を増やしてほ

しい。 

 

P2 

フィリピ

ン 

男 24歳 団体監理

型 

高卒、塗装業 日本は仕事の指

導が丁寧。 

NGO 事前3か月（日本

語）、入国後1か

月（日本語、生活）

保証金なし 

ビザ取得、健康診

断費用負担 

 

建設業（とび） 

従業員数不明 

とび作業、2年目

の実習生と同じ

現場に配置、とび

作業は 2 年目以

降。 

7時－20時 

残業少ない。 

月給制19万円 アパート 

住居費等 5 万円

支払い 

送金・貯金あり。 求職中。 日本語を身につ

けて仕事が出来

るようになるの

に３年では短い。

上司の配偶者が

フィリピン人。 

 

P3 

フィリピ

ン 

男 26歳 団体監理

型 

高卒、ミキサー

（音楽関係） 

収入、家族のた

め。 

NGO 事前3か月（日本

語） 

入国後1か月（日

本語、生活） 

保証金なし 

ビザ取得、健康診

断費用負担 

建材工場、従業

員数70～80人、

実習生3人 

建材製造 

簡単な作業から

高度な作業へ。

8時～17時 

残業 4 時間程度

（夏、秋） 

時給800円程度 アパート 

住居費、光熱費、

保険など 5 万円

支払い 

送金・貯金あり。 求職中。 習得した技能が

フィリピンとは

違うので活かせ

ない。 

ケガで通院、 

貯金で自宅建設。

P4 

フィリピ

ン 

女 45歳 企業単独

型 

高卒、他社で縫

製、現社で縫製

12 年（ラインマ

ネージャー） 

収入、新しいこと

を学ぶ、仕事の仕

方を身につける。 

企業単独 事前・入国後の研

修なし。 

※講習が雇用契

約に基づく場合

か 

費用負担なし 婦人服縫製 

従業員数50～60

人 

フィリピンと同じ

作業内容。 

8時～17時 

週6日制 

12万円～15万円 アパート 

2人1部屋、住居

費等 5 万円程度

支払い。 

送金あり。 元の企業に復

帰、昇進･昇給な

し。 

 パスポート、預金

通帳、携帯電話

預かりなし、生活

制限なし。 

配属先に通訳。 

P5 

フィリピ

ン 

女 39歳 企業単独

型 

高卒、飲食店、店

員などを経て婦

人服縫製業 

社内に技能実習

送出制度（日本の

親会社に）。 

企業単独 事前・入国後の研

修なし。 

※講習が雇用契

約に基づく場合

か 

費用負担なし 婦人服縫製、 

従業員数50人 

フィリピンと同じ

作業内容、 

ローテーションあ

り、作業は易から

高度へ。 

8時～17時 

残業2時間程度 

日給月給制、 

成果によるボー

ナスあり 

アパート 

2人1部屋、住居

費等 5 万円程度

支払い。他にお米

代 

月2万円程度送

金、残りは貯金。 

元の企業に復

帰、昇進･昇給な

し。 

 貯金で家を建設、

配属先に通訳。 
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ケース 国名 性 年齢 
実習 

区分 
経歴 動機 送出し機関 

事前研修、 

入国後研修 

保証金 

費用負担 

受入れ企業 

属性 
実習内容 労働時間 賃金 生活 

送金、 

貯金 
帰国後の就業

技能実習の 

評価 
その他 

I1 

インドネ

シア 

男 30歳 企業単独 大卒（日本語学

科）、営業、イベ

ント企画運営、失

業を経て日系企 

業で契約社員に。 

社内の技能実習

送出し制度（日本

の親会社）の1期

生。 

企業単独 160時間の日本

語研修、来日後

簡単な研修。 

費用負担なし 輸送用機械器具

製造（キャブレタ

ーなど） 

従業員数760人。

1年目アセンブリ

ング、2・3年目

NC旋盤。 

実習生と日本人

社員が同じライン

に。3年目終わり

に間接部門に異

動。 

8～17時、夜勤は

22～7時、0～9

時（部門により2

シフトと3 シフト）

1年目時給835

円、2年目845

円、3年目860円

間接部門異動後

は時給1000円。

寮費、社会保険

などの事前説明

なし。 

社員寮で生活 

（日本人と同じ

寮）。 

月5～6万円送

金。 

インドネシア法人

に復帰。契約社

員から正社員に。

生産管理、通訳

を担当。 

日本語の研修の

充実、日本での

労働条件の説

明、帰国後の処

遇を明確にする

ことが課題。 

宗教的配慮も必

要。 

I2 

インドネ

シア 

男 24歳 団体監理 高卒後未就職。 身内に帰国実習

生がいた。 

就業先の1つとし

て技能実習を選

択。 

インドネシアの送

出し機関→日本

の監理団体 

事前3か月日本

語などの研修、

入国後1か月日

本語、生活など

の研修。 

健康診断、ビザ

関連費用、研修

の資料費用を負

担、 

渡航費負担、保

証金なし。 

電子部品（液晶

ディスプレｲ関連

部品）製造業、従

業員数50人、実

習生8人。1993

年から研修・技能

実習生受入れ。 

半田付け作業な

ど。簡単な作業

から高度な作業

へ進む。2年目の

実習生が指導。

他の作業工程の

手伝いも。 

午前8時～17

時、残業ほとんど

なし、夜勤あり。

土日休日。 

時給700～750

円。毎年引き上

げ。 

住居費、光熱費、

社会保険など引

かれ、手取り9～

10万円。 

1・2年目はアパ

ート、3年目は一

軒家（社長所

有）。3年目は住

居費負担なし。 

送金少し、 

生活費以外は貯

金。 

日系企業の募集

に応募したかっ

たが、要件が大

卒以上→大学

（マネジメント専

攻）に進学。 

受け入れ企業の

生活環境（寮・宿

舎）の整備。 

実習期間中に入

院・手術。 

日本語能力検定

N3 に3回失敗。

I3 

インドネ

シア 

男 24歳 団体監理 工業高卒、教育

機器製造業、二

輪車部品製造業

を経験。 

収入を得るため、

帰国実習生の経

験を聞いて。 

インドネシアの送

出し機関→日本

の監理団体 

3 か月の事前研

修、1 か月の入国

後、研修。 

ビザ申請、健康

診断の費用を負

担。 

農機具（トラクタ

ーなど）部品製造

業、従業員数70

人、実習生6人。

ローテーションで

工程を経験、金

属プレス、NC旋

盤、プレス作業担

当。 

日本人社員と実

習生が同じライン

に。 

午前8時～17

時。夜勤なし。 

秋～冬が繁忙期

で残業あり。 

時給880～900

円。他に残業代。

アパートで2 人1

部屋。住居費、光

熱費、社会保険、

年金等5万円ひ

かれた。 

定期的に家族に

送金、 

生活費以外は貯

金。 

友人を通じて日

系企業の求人情

報を収集、日系

企業（自動車のシ

ートのメーカー）

に就職。職位は

ラインのリーダ

ー。 

実習生本人次第

で、プラスにもマ

イナスにもなる。

虫垂炎で入院・手

術。 

貯金で帰国後家

を新築。 

実習の経験と日

本語能力が就職

にプラス。 
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ケース 国名 性 年齢 
実習 

区分 
経歴 動機 送出し機関 

事前研修、 

入国後研修 

保証金 

費用負担 

受入れ企業 

属性 
実習内容 労働時間 賃金 生活 

送金、 

貯金 
帰国後の就業

技能実習の 

評価 
その他 

T1 

タイ 男 28歳 団体監

理型 

短大卒、ファスト

フード店員 

収入を得るため、

技能習得のため、

タイの労働局の

募集広告。 

タイの送り出し

機関→日本の監

理団体 

事前3か月 

（日本語）入国後

1か月（日本語、

生活） 

費用負担なし（ビ

ザ、健康診断の費

用のみ）。 

機械･金属（自動

車部品製造） 

従業員数200人、

実習生5人。 

金型製作作業、

日本人社員、実

習生を配置、2年

目から段取りがで

き、「カイゼン」の

アイディアも。 

2週間ごとに昼夜

勤交代。 

14～20万円、手

取り9～15万円。

2 人1部屋の宿

舎。 

送金は少額、貯

金ほとんどなし。 

求職中、管理の

仕事を希望、希

望賃金は3万バ

ーツ。 

マイナス面はな

い。失敗してもチ

ャンス、物事のや

り方、仕事の仕方

を習得。 

 

T2 

タイ 女 38歳 企業単

独型 

大手スポーツ用

品メーカーを経

て、日系企業（自

動車部品）で勤続

8年。 

社内に技能実習

送り出し制度（日

本の親会社）。 

企業単独 4 か月の日本語

研修 

費用負担なし。 自動車部品、住

宅用建材、インフ

ラ用建材メーカ

ー、従業員数

1400人。 

タイと同じ自動車

部品製造、 

ラインに日本人

従業員と実習生

が配置。 

午前8時～17時

残業は月30時間

まで、夜勤あり。 

平均で手取り18

万円くらい 

タイでの賃金も支

給 

会社借り上げの

一軒家、 

費用負担は月1

万円程度。 

送金あり、130万

バーツ貯金。 

タイの日系企業

に復職。 

仕事内容、職位

は同じ、日給制

から月給制に（金

額はほぼ同じ）。

経済的にプラス、

仕事の技能面も

プラス。 

「カイゼン」のコン

クールに3年間

参加、非常に良

かった。 

T3 

タイ 女 35歳 企業単

独型 

冷凍食品工場 

日系企業（自動車

部品）で勤続 5

年。 

社内に技能実習

送り出し制度（日

本の親会社）。 

企業単独 4 か月間日本語

研修 

費用負担なし。 自動車部品、住

宅用建材、インフ

ラ用建材メーカ

ー 

従業員数1400人

（配置先工場の従

業員数は300人）

自動車部品製造 

中国、ベトナム、

インドネシアの子

会社からも実習

生受入れ。 

午前8時～17時

残業は月30時間

まで、夜勤あり。 

手取り17～20万

円くらい（残業時

間、夜勤回数で

違い） 

会社借り上げの

一軒家で実習生

10人が生活。 

費用負担は月1

万円程度。 

送金あり、140万

バーツ貯金。 

タイの日系企業

に復職。 

仕事内容、職位

は同じ、日給制

から月給制に。 

お金の面、仕事

の技能向上面で

プラス。 

貯金で家を新築 

チャンスをくれた

現在の勤め先会

社に感謝。 

T4 

タイ 女 25歳 団体監

理型 

コンピュータ部

品メーカーに 1

年勤務、退職後は

家に。 

日本で就労でき

る触れ込みの日

本語学校に通学。

不明（非公式のル

ート） 

事前研修なし 

入国後短期研修

あり。 

語学学校費用 3

万バーツ、査証・

渡航費・保証金な

ど 30 万バーツ

（借金で工面）。

農家。 

（事前の説明で

は日本の工場で

技能実習） 

農家で野菜出荷

作業、 

指導員は毎日来

るが、タイ語は出

来ない。 

繁忙期には、午

前5時～22時す

ぎまで。 

12～19万円。 

 

他の実習生と一

軒家で生活、2人

1部屋。 

給与から住居費

などで月5万円

支払い。 

月3万円くらい送

金、貯金は70万

円くらい。 

求職活動をして

いない。 

 保証金の返還な

し。 

T5 

タイ 男 27歳 団体監

理型 

短大卒、空港勤

務。 

海外で働きたか

った。 

帰国実習生から

話を聞いて。 

タイの送り出し

機関→日本の監

理団体 

事前研修3か月、

入国後研修 1 か

月、 

日本語検定試験

を受験。 

ビザ申請、健康診

断の費用を負担。

自動車部品工

場、 

従業員数120人、

実習生数6人（全

員タイ人）。 

溶接で平易→高

度な作業に進む

実習生用のカリキ

ュラムあり。 

午前8時～17時

プラス残業。 

土曜出勤。 

1年目・2年目14

万円、3年目15

万円プラス残業

代6万円、夜勤な

し。 

実習生用の寮で

生活。 

 

送金は不定期 

生活費を除いた

残りは貯金。 

帰国後数社の面

接を受けたが不

採用。 

溶接の仕事を探

している。 

技能を修得する

面でも、経済的に

もプラスになっ

た。 

周辺に日系企業

なし。 

技能実習を騙っ

た詐欺が多発。 

T6 

タイ 男 27歳 団体監

理型 

高卒、自動車部品

工場、子供服工

場、紳士・婦人服

販売など。 

収入を得るため、

日本語学習の機

会のため。 

タイの送り出し

機関→日本の監

理団体 

事前研修3か月、

入国後研修 1 か

月。 

ビザ申請、健康診

断の費用を負担。

自動車部品工場 

従業員数百人、

技能実習生5人。

工程を一通り経

験、その後、1・2

年目はNC旋盤、

3年目はマシニン

グ。日本人社員と

2・3年目の実習

生が指導。 

午前8時～17

時、残業は月40

時間まで。月1回

土曜出勤。夜勤

なし。 

基本給14～15万

円＋残業代で月

20～23万円 

寮費、光熱費、保

険、年金などで

手取り15～18万

円 

実習生用の寮で

生活。 

月3～4万円送金 

残りは貯金。 

起業準備中。 経済的に非常に

プラス。学歴がな

くても帰国後に起

業や自営業が出

来る。 

日本語学習の機

会が多ければ尚

良い。 

技能実習を騙っ

た詐欺が多発。 
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